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日 本 建 築 協 曾 版

本書は現行の市街地建築物i去を始め本年改正賞施された

“ 市街地建築物法施行令" ・“ 同法施行規則" ・“ 同法施行細則"

(大阪府、兵庫廊、京都府、普観駆東京駅、神奈川廓、愛知懸〉等々その他“ 同法

関係法令" を全部網羅編纂したるものである。本書はその性

質上校閲に最も力を費し関係官鹿諸技師の援助を受けて出来

得る限りの正確を期した。表紙は堅牢にして本綴ミな し叉上

質紙を使って印刷の鮮明を計りその装臓の美麗ミ携帯の至便

さは多大の絶讃を侍するこミ』確信す。

建築家、建築業者、建築墜生其他荷しくも建築に関係ある者

の必要欠くへからさ・る定本ざして敢て本書を薦む。

. 定 慣 5 0 銭 送 料 6 銭 .

日 本 建 築 協 曾 務 行L:::23責捌;ぅ;;底
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i  大級港大埠頭桟I僑より東方を望む

大阪港 l"t 、明治: J O 年よリ昭和 4 年; ) jl に亙

る、三十有自主年の長歳月さ、総領約一億闘 の

ＸＺＱＮＧＨ Ｑ ＱＧ投じ て 首初の計 ｾｴ Ｇｴｊｻ ー 先完成さ れ れ の で

あっ1: が、共の後大阪市の異常な音量展により 、

tH入船航が年々激J脅 し 1: めにa : に改善披張7ど

なす必要に j u られ るに至つれ。 11品々先年の大 風

7.K11本法に L 多大の損 傷 ら蒙 らしめ 1: '!J<、本法

の 国家的重要性に ｦｯＡｾ み、 直にＡＡｲ予ｹＺ t.1.>絡へる l"t勿

論 、更に主住んで大大限の海の門戸さして名賀共

にめしからわやう 、大 挟 築3十数九ァ樹v . 、園庫補

助の下に ｴ､ｔ 着々ｾ主主主、ｲｉＧでわる。

3  大阪港内伎友倉庫

交証E准築待相減努刊な? 機さし 、大限えl '

'!J 心さする交遜に日目する建物の うち 、築

港 、貨物緑 、操車場 、自動車牧千手庫等の

:若干t，O'1聖地に逝っ てt*ltl:三し て1: 日; 潟民放

業主 ， ｾにぬける。

2  大阪商船鎌弐曾紅天保山漂海

大限港に l"t 、主事E頁大桟橋 tJ ?始め 、天保

III 、極島、梅田f 等の言者桟橋、或 l" t 各種の

聖書船岸 、荷揚護岸 、上屋 、倉庫等の諸施

設が完成し 、 西成及び ｾ ＡＮ｜￬ 替の雨線 何 れも

各準頭に接線し、船車の述絡至使である。

昭和 9 年の入港船舶貨に主守十九段2線 、約

三 千七百ri. μ鎖、同じく昭和 9 年 の Ilj 入貨

物量合計約一 二 千 三 官庁 ｾ ｉｬ ，頓 に及ぶ。

同ド工事 J いの省線大阪窮 ‘ 持 又IH' 笹堺

港再警の完成さ共に 、大大阪の海降雨要11侠

l"t 完備し 、共にれj 侠って大阪市 の 15Y!' tl に

多大の貢献 t... 溺らすこさで あ らう。



4 日溺倉 庫徐 式 曾 社 大 阪 埠 頭 〈上〉

5  日j碕倉庫株式曾最士 大阪土車頭内倉庫 〈下〉

1112 

目減倉庫株式合

枇大阪生存頭 11 、昭

和 6 年 3 月起工、

昭 和 11年 4 月竣工。

棲島 の 西端所 ｾ ＱＱ 梅

町 に 位 L 、余用地

面fi' i 11約一部七千

坪 で め る 。 ｾ ｾ の ｲｪ ｊ

1二、構内外総延長

約 4 粁の銭道専用

制11線 、延長 518 米

の繋船岸壁、B 棟

面積約二千八百坪

の倉庫 、共のイ也石

炭荷役設備等わり 、

各施設キ目安っ て水

陸貨物交遁連絡の

完壁た期しっ 、あ

リ、前記大限港湾

の一部さして大い

に機能 Ｑ Ｎ�ｾ 揮し つ

、わ る。

図有俄道援島躍の側線総延長 11約十五

粁 、昭 和 9 年度の霊堂主主貨物冠歎 11約七十

五問 、l 日卒均約二千であ る。



餓道事務の大量

昔日分 11:旅客の取扱

より も貨物の それ

である。物資の集

散 11 : 都市の生活に

釣して最I ， A重要な

る関係ら耳干し 、持

に工業ら主さする

大都市に於て 11:さ

うでわる。海運に

於げる貨物の集散

に全圏第一位た占

めてゐる大阪 11:、

銭道貨物の集散に

於ても第一位であ

る。 而 して 、海運

によ って原料品在

鍛造 によって加工

品1. t 集散しつ k あ

ろ。大限市内に於

て11: 、梅問、淡町、

安治川口 、担理島の

各島幸に て取扱ふ繊

道貨物量が最 L 多

む、。

園宥餓道梅岡躍の側線延長 11: 約二十六粁、

昭 和 9 年 度の務長主貨物庖数 11: 百十高、 1 日平

均約三千である。もさ大阪綴 11: 波貨南方言p取

扱ってゐ1: のであるが、先年分縦して梅岡貨

物躍が生れれ ので あ る。

7  園有織選梅田屍 ( 上〉

8  園有餓謹梅田窮内 省庫 ( 下〉
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10 闘有鎗蓮宮原操車場 ( 上〉

11 固有銭遁宮原操車場内機鯛車庫附近 ( 下〉

111 4  

操車場三 l工、列

車1J ? 編成叉11分離

し 列車の維 持、

掃除 、修繕等たも

行ふ場所である。

操車場11可成り大

なる面績を必要さ

し、而も卒商交叉

によって街路さ交

叉ぜぬ場所在好ま

れる故、都市のー

端又11郊外の地た

撰ぴ、商業地の披

張方向及び主要交

:illi i藍隠さ( 主席!1れ 、

伶更に餓道の分岐

皐占近 くが最も使利

さされ てゐる 。宮

l京操車場11大阪市

の北方 に位 し、上

1fEの女日告 憐イ牛屯?殆

ど具備 し、近代的

な各種餓道設備が

整ってゐる。

閲有餓道官原操車場の侃1] 線延長11約二十粁 、

面積約十五九ゲ界ーか。大阪馬車始雪量或11終 着

の旅客列車 l主総て比. I t で操車される の℃わる



図有銭道明石操車場の仮IJ線延長 11 約十一粁 。

明石市 の酋方 に 在 リ。明石島幸始務或 ｉｈｾ 者 の

旅客列車、及0: 、紳戸廃終きま或11終着のf号、行旅

客列車も主主〈一旦空車で比慮迄廻迭ぜられ 、此

鬼で採草ぜられるのである。

14 南海餓遁汐見橋署

大限乗合自動車株式合祉市岡車庫 11 、大阪市

港 |直三 Y 緬町にあり 、昭和2年 l 月に 竣功し 、建

築面積約七百六十 坪、建築延面積約千七十坪 、

収容車楠11二百数十なり。

13 国有銭遁明石操車場

南海鍛造7 ; 9 見橋窮11 、近年難波腐の貨

物取扱停止さ同時に 、大量の銭道貨物た

集散する こ言、なリ 、各般の施 設 L大い

に笠備ぜられれものでわる。

肉に 、昭和 9 年皮の大阪市内貨物集散

純益11 、H1貨約千二育成噸〈海運約六百

肉噸 、陸淫約六百高噸〉、 入貨約二千前

噸Ｈ海 運約千六百茂噸 、 陸運約四百江 ｾｊ 6l唄〉

- c- わる。

ケ

/

15 大阪察合自動車株式曾社市向車庫

5  111 



大阪市に於げる最初の乗合自 動車 11 、

明治36年の第五回内関税業博覧合た機さ

し、大阪自動車株式合祉なる L のが 2 柄

の蒸気自動車 た以てi盟 専た開始しれに始

まるさ 云 11れてゐるが、官E用的に雪量展し

れもの k 始り 11 、大正 1::: 年 7 月、大阪乗

合自動車株式合祉のそれでわっ て、昭和

元年 、大阪市後自動車が之に1J I111 り、現

在に至つにものでわる。

大阪市笹乗合自 動車内 、昭和十年度に

約七千二百前人、即ち 1 日卒均約二十前

人た秘主主し 、後業料税11約百七十九粁に

及んでゐる。

17 大阪市管乗合自動車重町車庫

大奴市生苦乗合自動車庫に防1して11 、本

文に 、大内氏が詳しく漣べ られて居る放

に、一 切ら省略する 。

図に 、昭和 10年度に於げる六大都市市

後乗合自動車の車柄数を比較すれば衣の

虫nし。 ( 昭和 12年版、大大限年鑑〕

大 阪 7 - ' ':7柄 名古屋: v . 6納

東 京 935車南 京 都 140柄

横 潰 112柄 紳戸 ＳＰ Ｚｊｾ 判

111 6  

d 一

戸

16 大阪市轡乗合自動車上本町車庫

何故に乗合自動車が斯くも念激に普及し、一

見従来の路面電車た都市街路より騒I逐ぜんかの

税わる迄聖堂蓬しれか。差 し英の理由11、路面電

車に比して 、建設容易なる こさ 、交; m量の多重E

に階、 じて直に 車柄数た増減し得る二芝 、任 意の

地 に運車専の自由なるこ芝 、他の故障車等の這越

自由な こさ、歩道よリ直に乗車し得る 二さ等の

言者待長た有するに図 るさ 考へら れるが、路面電

車亦都市交遜機関さして捨て革i時特長めリ 。従

って 、各機関の有する特長た後擁ぜ しめ、共に

キ目{奇リキ目輔げて交遁た図滑な らしむべきが本惚

である。

18 大阪市轡乗合自動車大融寺車庫



.  

19 大阪乗合自動車株式曾社小橋車庫

大限乗合自動車株式合杜漏島E在庫 11 、大阪市

此花区上稲鳥にあり 、昭和 4 年 12月に竣功し、

建築面積約五百四十坪 、建 築 延 面 積 約 六 百 十

土手 、収容車柄数百数十なりさ云ふ。

囚に大阪梁合自動車株式合社にて 11 、昭和 11

年度に約九千誠人、!!il ち 1 日平均約二十六] 犯人

為ef，命迭し 、後業粁程11約九十四粁に及んで ゐる。

21 

大阪乗合自動車株式含社小橋車庫 l工、

大 i京市東 |亙小橋西之町にあリ 、大正 15年

3 月竣功し 、建築面横約問百九十坪 、建

築延面積約千二百六十坪、. i ¥女存率柄数百

数十 ( 正確なる数字 11之ら掲げず〉なリ

さ去ふ。

20 大阪雪廃合自動車線弐. 絃福島車庫

大限乗合自動車株式含枇布施車庫 11. 、

大阪府中河内郡布施町岸岡堂にわリ 、昭

和 10年 11] に竣功し建築面積約六百八

十 坪、建築延面積 も之に同じく 、収容車

車問駄目数十7よりさ云ふ。

元t!ミ ‘ 都市内の交通機関さ して生れ1:

市内乗合自動￯ｉ￮か 、 時代の話 ｴｍｾ 共に 、

斯 く して郊外に迄進出し 、 者 ｾｉ 人郊外人の

足さして大活似 1;p'!t， すにa : つれこさ 11興

味わる事項でわる。

7  111 
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22 相互タクシー曾駐日' 目車庫

現:夜 、大阪市 に11約- - 千六百警の 9 当

γ ーあリ 、 ｾ年金々持者 ｪ ＱｬＱの似 ｩＨ ｩＮ ｝ にわ る 。

従って 、之t . l，J j k，; " きすべき車庫 L 、乗合自

動車のそれさ 同様、近年言者向fに相M' 大規

模 l二建築 され るに至つ1: のでわる。 二』とに

この積率庫さして 11 、大阪i I i に於て 11童文

麿のもの 11貝常 らなし 、が 、近き将来に 11

常然。高府の L の 、或 11巧に 地ド tJ?利用ぜ

る近代的のもの L各方面に主lt 設ぜられる

こさであらう。

24 ガソリシ・スタシド

111 8  

総 て、近代交i理機開さ して兵備すベ告要件 11 、

迅 速、安全 、正確 、aAil質、便利 、1夫j砲等にあろ

が 、密集ぜる大都市の交通機関さして 11 、更に

愉 fit 量ーの大 、換言すれ l:t・JiJj 要ア手演の 'J、なるこさ

ｴｬ Ｇｾ 必要 Ｑ 傑件ごする。斯かる純理論的見地よりす

れば 、 Ｍｍド主 ｅ 自動 車 、 Ｉ￭ｽ ｪＭ ｾ ｻｾ タキ γ ー なる ｌ の ＱＱ 不

要 でわり不徳であるかの立11 くに考へられるが事

資 11然らず 、現:復イ也の交遁機聞に比して併、りに

もf - J : ! 越ぜる A の迅速、便利 、11と泌さ 11 、金々大

都市 の寵児ご して普及をま展するに至り 、共の止

まるｊｩ ｊｦ た知らざるが立日告 ｾｈ 民なのである。

23 大阪タクシー株式含紅今里車庫

給油所即ちが' ) ' } y ・ス 旦y ド11 、自動車交遜

が都市に投矧げ 1: 一つの景 l岐でわる 。保安上fι

険九 ｾｾ ｴ じ易い ｴ Ｚ め 、 耐火 ｪＭｭ 築物れる の ｬ 必要わ

る11勿論でわリ 、之 が1: め株主査に L意匠に L種

々興球わる工夫が 挑11れ てゐるものが多い。

斯くし てJ 十リ知れない自動車交遜の俊民11 ‘

我々 九・して 、或 11駐車即ち パー寺 Y ク" の問題、

或 11 I1i.庫ell ちγ レーヂの問題、府又一般都市街

路の問題、都市構築の 問題等た、あくまで慎重

に考へさぜずに は憎かな いので ある。

吉 田 信 武
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く。高さ約 43111の高; 浴 中の
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鍛骨餓筋コ Y lJ リ ー ト 造 4
一室に 11淑 湖台私設げる l王

階建地階及: 塔屋附 か 、 工賢 官 ｅ 吹抜き の昔 ｉｾ 分 にペ

建 築面積 1，680卒 方 米
JレlJ?装置して滋の船l J j た報

延 面 積 8，562卒 方 米
知す る。

用 ス 二ｾｾヨ ｨ三
大阪市港湾昔日の事務所。一 工 期 本 年 5 月頃着工 、工期約一

昔日に 二等局築港郵便局を設
箇年のf象定。
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市 電 の 庖 内 部
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5 陪 平 面 圃

6 陪 平 面 図

11120 “ 電 気 科 畢 館 " 観音f・大阪市経理部嘗繕錬・監笹・間電気局管織係岨エ・河林組



乗
A  

仁E 白 動

ｾ＠ .. ｾ＠

竹 庫車牧

大 内 秀 一 郎

采合自動事牧託手j事とは 、ヨle合 lミ手;J J 事の '1王}，jf を;ぷふのである。大阪市営・の采合自動相会 、

守 ｲ ｢ 営・路耐電卓の補 助 交通機 ｍ ｲＮｊとして 、 認可を ｾＧｊ て以う ｫ 、 営業路線は ＱｬＨｊＢ ｈｉＲ j ドlζ 開業 してか

ら、昭和 10年の米まで には、 173 粁{訟に遣し て、 それ と共t亡、その牧本j主である卓j事も、

天王寺、今阜 、梅 田、丸保 、野史、 上本 II ITの六車庫の外に 、市外守口 II lf の1! 'X!J主席 を加l ふれ

ば 、七車庫を持つ様にとった。

-'II} 長の所イi・地 l乞就いて は、大綿、その営業路線の. i @' ; ; ; ; なる筒所、またはその終端に建設

して 、車}，jf として利刑して居る 。 また 上じ般的交11外に近い、繁';Nでない営業路線の終端に

は 、 ｬｬＧＺＱ 仰 と 附胤 して 令室内工場 を 、 ｊｉｾ 世するとと が 望ましい桜である 。

さて乗合白 動 半を ｾ ｘ 浴する事 ｨｩｦ

は、昨過の住宅 ＦＮＮｊｾｪ り ｉｪ の共同卓

j主と 、主主って 、IHぅk るだけ 、多 く

の本簡を 、 ｾｘ 本し得られる桜 ｬ 亡 、

杉へるととが最も必要である 。采

合自動車の車}li[ で- ない場合には、

操縦踏や車列のととを考へなけれ

ばならないが、乗合自動卓のJ jf} 奄

の場合tζ は、，"'，ゥk るだけ多くを牧

千五 r hばよいのである U とえふの

は、住宅1><. ' 公共月j の 共 同 事wで

l辻、白動車は一時1 ( 出庫するので

はたE く、一 日中 、絶えでf - 1f 1入をし

て居るため、操縦路や車利及び車

のパー キンク"' L 就いて、相賞考へ

ねばt J . ら友いが. 乗合自動車の車

庫で 11: 、朝出庫すれば、夜までは

入庫しないので 、殆ど 、以上の様

なととを考へる必要11 : 友いのだ。

のみな らで炉、 司王をー費に 出す必要



却がある か ら、道路 I'C I白j つ

て、出入 口が全部開放さ

は全部が! 十z入口になって

居るから 、姿l剖も自然と

ある特徴を持つのだ。そ

して多くは 、その前面に

車宝ー査の長さよ り、 少

し長い rtJ の洗車場が設け

てるる 。場合によって 、

J - →ー↓ 一て 十一¥一

- F1111 

敷地の不充分た時lては 、

とれを設けたい場合も あ

さう云ふ場合はとるが、

くの 場 合 、 判事の肉入口は 、 ｊｦｻ接 ‘ ｩ 目路に価して居る閥係で 、 ［�Ｍｾ 菖との聞を 、 洗車場とし

て利用し 、自動車が出席する場合 l亡、少しでも自動車が、直接; t - 遁に飛び出ない様にする

必要があ るからでるらう 。火 K 桂の間隔であるが、柱は出来るだけ少友いのがよい。けれ

ども 、二階を車庫とする場合とか、車庫 i ) 上を全部他の室t亡とる様と場合lζ (去、或るJ 1円隔

に桂を建てる必要がるる。現夜までの屈では 、自動ギ 8 宝を以て 、一つのパヰ、 J レになる校

'I ' C考へて居る。伊j を在って見れば、聖子:Et t 車庫の場合l亡は、11. 5米 l亡11米 、そして 、. 1-. 本 IUj

，・苧ーーーーー司... - -

- ......... 'γ 一 噌 ) 1
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園薗卒F皆2  
同

l

j
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日

出

ヰ
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J
一

川

町

山

詞

川

車庫の場合に‘ l土、11. 6米

13.37米に 、社ーが配置fC 

されて居る 。車庫の; ; 湾高

は、杭納する自動車の高

さ、給排水管、照明設備

等』ζ 喪する空間 、Jk: K 梁

の ｪ 点 占 ｬＺｊ ｾｾＩ坂と 、 その仕上

げの岸さ を加算したもの

であ って、現在までに建

設したものに就いて見れ

ば 、4.6 米 、4.部米 、4.75

米 と云 ふ 様 た 具 合 で あ

ラたに、重屠車庫の場合

る。

111 2  
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r l n  

ｾ＠には 、エ ν ベーター叉

は斜路によって、階上

へ卓!躍を* 容するのだ

が、乗合自動車を牧本

する車庫に於ては、 i均

_ J  

エ ν ベータ ーに故

障を生じた場合には 、

1; 皆上の自動車を出J4f す

るととが出来なくなる

し、又階上へ入庫させ

なる。努kl ' L 過般の開西

るととが全く出来なく

薗

完工場合で、電気の動力が供車会せら

れなくたった場合には 、F皆上lモ牧

ととは全く絶望である。そん危わ

容しである自動車を 、出庫させる

卒階同

けで 、敷地も肢く 、その土建築費

が充分た場合には 、エレベー ター

の外に 、斜路を設けるととが、最

も望ましい較に J忠ふ。若しその何

、

一、

を趨った 、風水害の様

れか一つを選ぶとすれば 、エレベ

3
111 

ーターよりも半ろ斜路 をとった) i

が 、温かK 特策のJ践に ，也ふ。 然し

動車のものでは 、そん左大きい車

研究を望むものでるる。

庫は営・議乞k得 策 で あ る か ど う か

は、相蛍研究を要する問題であ る

エレベータ ー

が必要であら う。けれ ど、乗合自

二階建位でなくも っ と規模が大き

ＱｊＮがら 、采 合自動車の牧容 ｊｾｩ が 、

から、何分あらゆる j f 面から の 、

い場合には 、初 論、

叡

野 庫

外E草

車

車

里

里
野，



市営の乗合自動車寧況に於て、

大ー七もi'の卓 :，jf には 、車慨を階上に

運 搬 するため 、 エ レベＭｾーが二

にあ うては、建物 の 側師 に 沿う

故 障がある時は 、殆 ど|桂ト. の白到

車を公 ろすの に ｼ 刻 ｦｩｪｾ である 。 その

するのであ るか ら、その去l自iの仕

:主設備して ある が、動) ) の供給を

とに t-: る。梅凶車 l長、 上本町単' ，jf

て、斜路をと って居る 。 とれらの

奥へ られない時、エレベーターに

斜 路の勾配は、約十分の一位であ

る。斜 路l伺は自動車自身がト. ドを

.uデは 、jー; らない広長な行:ト. げに ず

結は斜時で あれば 、公心 と云ふ ζ

る必ｾが ｢ る 。 上本 ｉ ｬｉ ｦｊ Ｎ ｬｩ 出 では 、

斜路 の表 面仕上げに 、 ｾＯ 6艇のソリデイチツトで Hli両I'L t上.1-. げてある 。

車庫の窓は大きくとり 、換気川として 一部制軸又I' I 突IHし窓と し、託生; T( 7) 1肢の部分に換
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気刷として、

しかし 、一階の 車庫 11: 於て

は Ｎ 屋 根耐にｦＧｾ光浩［ をとにその

。。
J剖聞に換気装置用ガラ リコとはレデ

スターを設けて 、換at t: q  i ってJ，tl

る。

車 庫内部の仕 1:げに就いて Ji u

，一- a  

ば、j示は コンクザート 打 モJ レタ J レ

ソリ テイチツト

仕上げであ る。要するに、床は車

慌の;畏繁に 出入するた め平 く磨損

しかも 安償 な材料を使用

塗仕上げ 、又は 、

』

し危い。

するととが望ましいのである 。例

としては、野生車庫では 、モJ レタ

J レ仕上げとし、天王 寺や上本町卓

1114 



市生善乗合自動車畑恵庫事務所平面及各附圏

宿探恕 l  

I  .. 一 一 一 寸 止 に

てで一一一ー ケ一一二一] 「

lF 「デ;  JLト寸¥:7オ-一弓"守ママ

，ｶｹ 版桜 宇 晶孟捗 昌品 主 ｆ 与［平ム 芋苛吋 抽ザＮ Ｎ ｾムＭ Ｇ ｾ Ｍ ｾザ之 ｾ ， ャ 一一 二 ＺＮＮＮＮＮＭ］ｾ予で ニ Ｑ Ｍ Ｍ

1L - b  L - j 。 やif Jf!: 才It--777! ? ;l

it - i  ii - l :JJ ::uj ill; 川」
:.!. k '- '  '0  '0  0'  .  o'  一ー が

ｪ Ｎｊｉ ，］， Ｚｾ Ｍ Cl- 十二??bt
k .  W . ・ d ヰL '-， 

. 同 佃 車 庫 ・ 工 場 2 f 商 圏

庫でI'I 、 ソリデイ チツト仕上け・K しである 。内部の壁面は、腰高 1 米位をセメント モルタ

J レ検 とし、壁と天井とは、 白漆喰塗又はモ J レタJ レ地へ白色水性塗料で仕上け・る等である。

車庫 の床の排水I' I 、充分完全にする必要がある。殊に前面の洗車 場 と遁路との聞の排水

溝は、相' 活のi:!: 意 を要するものと思ふ。洗車をなす場合に、土砂をI先ひ落すので、一時と

5
111 



れをtt 澱 させて、直接水主共K 下水に流さたい様に注意せねばならぬ。そして、救澱され

た土砂は、と る様にしたいと完全左排水は貴行出来主主い之思ふ。

車庫で・ Ｓ うれば 、 多少の修理をする 必要 があるので 、ｾ車 庫共修理用のピッ トを持って居

る。修理用ピッ トは、車韓の底部の修理に役立つ様に作り、 平常は木製の引荒を 用ひて、

査が出来る様にしてゐ くとと が必要である。野里車庫 l生、修理工場があって 、ととに修理

用ピットが八つある。上本町車庫には、四つある。

以上は主として、 車庫と車庫に 附属し?と修理工場に就いて蓮ぺ?とものであるが、と の外

管業に閥する部分は 、如何なるものがあるか左云へば、一伊lでは先づ車庫内の見通しのき

く慮K 、護車係員 室がある。 その附近には 、乗務員の控室 、切符賀場 、守衛室友どを有

し 、 その 他 二階には事務室 、 精算 場 、 精算室 、銀 行室 、 食堂 、 調理室 、男 子 便所、ｾ Ｎ子 便

所等を有し、 三階には 、児 子浴室、女子浴室の外に 、男子及女子の休憩室、小供 室、却原

案等がある。との部分K 於て最も j主意を要するのは浴室用の湯釜の装置で 、管業上維持費

等の開係で、能率よき純憤的の湯沸条を選ばt J . ければならない。

各車庫共、各種の ものを使用して居るがまだ好成結のものを見出し得ないのは遺憾であ

るO

'i Jt明のため半開問hHi l i t 守ーを入れて沿いたから若手 照して欲しい υ 次に 、昭和11"1三9 月末

現夜の京斥現況の表を 附加して 沿かう 。

敷 地 世 に 建 物 市 積 ( 京 佼I平)

車 て 瓦 二 竺竺 ｪ ｩ 天王手 ｬ 三 ｟Ｚ｟ ｾ ｟Ｎ ｉ 一 戸 一 目 ｼ ι 一 ｩＡ ｟ L竺-竺斗竺竺リ
上本町

敷 地 面 積
凸凸8.78 1312. 36 15 13.63 978. 14  

金 建 築 面 積 1571. 70 774.58  977. 12 520.20  1167. 54 692. 50 1656.14  

l車 庫

1019. 85  459. 40 676. (氾 360α コ 585.70 552. 50 1303児

内隷 修 理 場 3 13. 32 165. 70 75.31  14. 98 296.48  18.75  49. 97 

管 業 所 238. 53 149.48  225. 81 145.22  285. 36 121. 25 302. 24 I  

tE 鰐 車 歎 173 82 113  72 116  10 1  202 

現 在 格 納
173 82 113 75 115 101  202  

一 車 岱 敷 地 世 に 建 物 面 積 ( 躍 位 坪〉

瓦 ｹ 主竺 ｾ ｉ 天王寺 ｼ 今里 ｼ 梅岡 ｼ 九係 ｼ 野里ｼ守口 Ｈ 仮 Ｉ Ｑ 上本町

敷 地 面 積 5. 92 11. 41 14. 99 4. 84 

金 建 築 面 積 9. 08 9. 45 8. 65 1. 22 10. 15 6. 86 8.20  

( 車 庫

5. 89 5. 60 5.98 5.∞ 5. 09 5.47  6.46  

内隷 i修 理 場

1. 81 2. 02 0.67 021 2.58 0.19  0 25  

管 業 所 1. 38 1. 82 2 ∞ 2. 02 2 .48  1.20  1. 50  
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大 阪 港 掠

ー・第一攻修築工事

張 言十
主主

E 旦

内 山 新 之 助

浪速の郡大阪市は * !TR交通の要街K 位す 、即 ちは:)11の大阪間vci 主ぐ所是れ大阪の港た り、

共? ? 控臣氏此地に居城を相してより我岡経憤界の中心とえE り徳川幕府 を絞て明治元年開港

せらる ｾｶ｣ 及んで、判悔の交通年と共に愈々頻繁 之 怒り安治 川 筋 川 口 ｩ 皮 ｉｬ 場のみを以てし て

は到底時代の推移に癒す: べくもあら十 、加ふる K 大阪港は; 童く西方に展開 して風波K 曝さ

れ'i" !口は絶 ヘデ泥砂の理。; する月? となりても波I1iE立の如 くならや完全友る築港の議は夙に

ぷ朽の聞に n! -¥導せらる' > . Ｑ ＧＱＺ奇てった従って共 ｾｉ Ｇ ｾＺ も幾度か樹てられたるも財砿其 他 の開係に

於て俄に質現を見ざりしが遂に玖府 ｬ 亡於て拡 川 改修ｾ Ｍ Ａヨ主の決定を見たるを 以 て明治 ＳＰ 年大

|桁hはT 1- ' l 綿相1800飴i何回l を以て築港了. 事K 若手する事となり同年10月17日 小松宵彰仁

J JLI 殿下の御長臨を仰 ぎ之が起工式を事げ防法提の礎石をtt めた 、常時大阪市の歳計橡算

l引ぞかに 100 高岡 K 足らざりしが此歳計換算の約20僚にも相常する: p . 額を以て此大事業を

決定せられたるは大 ＱＱ 刷 ￯ｾ 存 ､ ミの殻展の矯め市民の一大決心の程度が窺はれる次第でＭある。

ｾｭＪｊｬｴ が完成 ｬ 亡努 力し たるも財界の盤動により工期を延長するととＭｪＱ ｦＮ ならや 加 ふるに

共間港内利月j の趨勢守ーに鑑み工事の設計動更をたすとと功、数阿に及びたるも遂に起工以来

30干H&"r三の歳月と 4000徐高国の工殺を投じて遂vc Rn和4{1"3円第一次修築工事のt主主J] を見る

に歪れれ是れ大阪港の現貌主主り 。

- 第二攻修築計費ト第二攻第ー期工事

( ー〉 第二次修築計壷

11' む所を9:¥1 らざる大阪市の産業の殻達と貿易の準展Ir ; t 大阪港第一次修築工事の完成K 件

ふ港開設備も其後本治利用の度は涯、年異数の増加 を* し既設の設備のみを以て しては将来

予IJ 底港問利用の脳勢l ζ} I国際し件ざる状勢を弔するに至れるを以て愈 々往々各種施設の擁張

改善を必要とするに至れれ是れを以て大阪市は第一次修築工事の完成を候た十して更に

第二次修築計霊の樹立を促 して Il まや、 されば昭和 2 年大阪市前面の海面一帯vc:[ る根本

百!君主を案じ 内務省臨時港湾調査舎の議を経て此計聾を決定せ り、 此れ大阪港第二次修築計

霊とす、然して本計聾は勝来方' t ! i trせらるべき諸の工事施設の基準 と怒るべき根本計重にし

て叉以て局部的工事施設 による不統ー と不控潜在 を防 ぎ合理的E 経積的に本港の完全友る

7  111 
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建設の根幹を決定したるものたり 。

素よ りキ Ｚ ｾ Ｍ ｉ Ｍ Ｚ 志のぞ部を完成せんには Ｑ 弔 意の ｲｴ 財と長期ｉＧｌ ｦｴ る異常なる努 力とを要す る事ＰＯ Ｉ

論にして木市勢の殻肢と世間利mの趨勢l亡111員! 症しMi吹を調理 し市民の質 )) にjmふるに岡家の

支援を以てし至念を要するものより漸次之が貰現を朗せん之せしものなり此が計ー霊の要項次

の如 し。

イ、錨地の繍張

ロ、水深の増加

ハ、港口の改良

ニ、繋船j ［ ｾＺ 築造様式の改良

ホ、小併舶溜の増設

へ 、陪 ー トＮ 設備の完備と後んーｾ絡 の 蓮成

句:を たすにあり c

Lニ〉 第二次第ー期工事

大阪港 利用 の趨勢に胤臨するｾめ第二次Ｇ修築計設にお ｊ き共念を要 ｊ する施設を充質せんと

するも のに して工費916何回l を以て昭和3年度よ 1) n(l 和 12年度に至る繊線事業 として施行す

ると主 L せり其楓要火の如し。

イ、第二突堤の築設

111 8  



ロ、第三突壌の根元第八期騨の築造

ハ、木津川沖合に防波堤の築設

ニ、舶町地先の既設防波堤の一部撤去を友し木津川を港内に連絡す

ホ、港内の一部波探

へ、各繋紺岸背面の連絡を完備する織選、遁路及下水道の施設

ト、木津川運河に可動橋( 大船橋〉を築造し船町の連絡を完備す

等の工事にして本年度完成の議定なり。

( 三〕 別注計壷

前記第-1: : た及第 2次第 1期修築工事は犬阪港の基本的主要計重に して本港の偉大友る費

展に賀する所頗る大主主るは言を侠7とや、然るに港内の浪諜埋立共他繋船設備等の準捗に件

ひ各種附帯設備を整ふるの要あるのみたらや異常たる港湾利用の趨勢は到底此等の計重の

みを以て満足する能はざるに至り更に海市の埋立、繋船設備の増加 、港内の法操等を別主主計

霊として遂行するの要を認め種々財政を案配し之が賞施をなせり 、共電なるものそ欠の知し。

イ、槙島桟橋の築造

ロ、梅町埋立工事

ハ、天保111桟橋の築造

ニ、尻無川博i繋船岸の築設

ホ、栴H汀桟橋の築造

へ 、突堤上屋ィ Ｚｊｉ 役設備及 ｉｾｊｬｴ 建 ｪｩ Ａｩ

ト、 鍛造省刑繋船岸の築設

T 、栴H汀船1思修築工事ー

リ、 j.}n荏ー町上県立了. 事

人北 ｩ を修築 ー ｲ 事 Ｈ 北 ｈｾ 合 品 Ｑ Ｚ 自制ＩＺ rl" )  

ｊ｟［Ｈｊ を除雪 イ日 ｈ ｌ もｾｉＧｌ完 成し盛 ｋ 利用 されつ』あり ｣

三・大阪港復興工事

昭和 ＹｻＱ Ｇ Ｙ 凡 ＲＱ 日近畿Ｍ ｾ 作 を諸ひたる彼の 超記録的 の猛騰 風と之れに件ひて溢来せし大高

i靭とに依り蒙り? とる各; / 聞の惨禍は賀に! おIJi廷にして! I 11' L文ιF通未曾有の事K 属す、殿風一

過幾千の人命とJ : i : W. のfi J l オとをき軍滅し去れり、就中産業の主郁たる大阪ilTの受けた る直接

間接の損害の甚大なる事予IJ 底査算を許さどる所友り。

然も犬阪市の生命線たる l x，'-)(阪 iをは此強風筒Li 繍に庇両し共第一撃を加へられたるに及び

i li 民が管 4々0イf l ' C 飛んとする間最大の努力主過重なる負換とを以て築き F ト. げたる港問設備

はj長範問に亘る民管の諸設備と共K 忽ちに大破せられ共港内に擁されて管みつ L ありし大

小幾百の舶舶は殆ど全部が或は沈沼或は破壊叉は錫1
1主の厄K 遭ひ幾多船員の生命は奪はれ

9  111 



E 額の紺賃は流失又は浸水の稲より売るるを得ざりき 、荒し大阪港が這回の被I l ¥I ¥} 匡場中共

最高位怒るととは大阪市の馬め又邦家の矯め恨事之より大怠るはたEし、 さはれ此災調に際

舎し自失萎縮すべきに非守主た し本市は直に被破壊諸施設の修理復蓄を念ぎ速に之を完了

し更に選んで・帰来或ば重来する事主主きを保し難き天災地柄に備ふるの策を講じ更に向上の

一路を躍進 しつ L ある我大阪港の護達に併せ資し以て事前に供して之が成育助長するの計

を樹つる事 lti 太阪市自衛上司寄叉市勢力仲展を期間する上に於て正に必須の緊要事たると J 与

に邦家に針する官 ［ 然 の責務 怒りと確信 し 大阪 ｩ 往復興計霊ｾ樹立決定し同席補助の下 ｋ 第二

次修築計聾 の 一部たる南港修築工事裁に破壊された る既設設 備の復諸改良 Ｂ ｾｈｍ 屯悶 ｋ ｦｉる

修築工事を施行するとと L たれ り。

素より本復興工事は這回の如き鵠異的超記錯的の騰風高潮を目標とし共鵠礁を完全に防

禦し其稲害より絶韓 ｋ ｾ 苑れ得べき高全の施設を整備せん事を理想とするも是は経漉 ｊ 二叉技

術上共他諸般の貴紙之を許さざるものあり 、況んや更に無限大に及ぶべき向然現象の異盤

に備ふる事は今日の人智の範rtt. lを脱する事を得ざるや論主主し、故に之が針策は災害の賀態

に徴 し共跡を踏査 し以て共悶を同め不幸天災の重却に際し共被害を可及的l坊11J io/ i成する事

を第一義とたしたり 。

即本計 重は叙上の主旨 K)!!J り左記凹鈷 を主眼として大阪港第 2 次修築計埜の 1 部 を賀施

する事とせり。

ィ、 風潮防禦陣の第一線在して最も竪キ強固友る外廓防波堤を構築し更に内准栴要の例

所に浪除f是を新K 築成し以て波浪の破壊力を減殺するとと

ロ、内港水域 を繍張し安全友る鋭i地を噌大すると共K 11・港舶のぐ「鉛i避難の措置を採ろに

使怒らしむるとと

ハ、 小船摺場及避難場の整備充貴を友すとと 。

ニ、木材の整理場設備の完備をたす事

就 中理問主主る防波堤の構築は現に年間19;1高齢般4000再もの船舶を牧溶し25∞高411章、闘も

の貨物を呑吐する我岡部ーの商港大阪のJ保全上最も必要放るのみならや産業の王者11大阪の

会市民の生命財産生業を護る上に於て更に必須なる守備陣K して今回の古|霊中最も 重要た

る施設たるととを確信するもの友り 。

要之復興事業 lti 専ーら災害の防止軽減K3 4重朝を措きた る結果自然港開利用上の見地より

梢々足らざるの憾あるも之等は次期の計に侠つのJ t むを得ざる次第主主り 、次に木復興事業

の大要を遁べん。

111 t  0  

ィ、 南港防波堤の築設及既設防波堤の補強

南港外廓防波堤は大阪港防禦阿1の第一線K1立するを以て最も際凡Zなるi昆貨土潜両

以て構築する事と し大阪港の安全性を確保せしめたり 、既設防波堤は何れも割石積

画を構造にして只上部に 8 乃至13屯のi昆擬土方塊を並べた る摘めて脆弱たるもの主主

b  



りしを以て'風潮の矯め韓務逸散ぜしか喰に帰来残存すべき大都弁は上部を混凝土潜

画を以て置醤へ共強化を計れり 。

ロ、第四匡沖波除堤の延浪及既設内港防波堤の撤去之泊地の擁張を計りしと在。

既波内港防波堤は木津川 ilT浪除堤の延波により :全く被覆せらる L を以て既浪内港

防波堤及南防波堤の 1 部を撤去し港内水域の誠張を策し以で泊地の増加を計れれ

ハ、沿岸波除提の新設

沿岸J - . 屋倉庫 lri 共前市の披除境により庇護せらる L 事明たれば南海岸通前面に波

除堤を築設し沿岸建物の防護をなすと共に 小船溜の用に併せ供ぜんとするもの君主り 。

ニ、! ??木場施設の改巷を 主主すとと

貯木場より逸散せる流木は沿岸建物に多大の損害を興へたる賀蹟K 盤み完全主主る

貯木場は災害針策として最も必須の施設なれば復興工事K 於ては7 f 林町地先南港町

t ' I T 立地の蔭に約15j笥坪の水域として貯木場となすとと L せり。

>1毛、繋船( f 標の増設改良をなすと と

既設 ｩ 学際は ｦ￁ ・録六ち針 ｬｩ 各 Ｑ Ａ ｌＱちなりし を垣間の風Ｊ禍の ｾＮＹｬ ｩｴ 亡鑑み ｴｴ 鋪八 一 ｅ 錨各四毛

のもの 5純 を増設すると と L せり 。

¥ ノl、船{自の施設改良をなす とと、 大阪 iをは貯山役共大部分を占め従って港内に働く鮮

数3000般 を故ふるが放に一明荒天時の場合の避難場所主して天保山運河共他を繍張

して共用途I ' L 1) 1;せんとす。

ト、中央突淀の築地

明治36年竣成した ろt (，l.頒大桟橋は混同のJ風水制により大破せられ此が復習には相

市多額の賓刑を裏ーすると将来の利川駅態に鍛み従来の桟橋式を幅員 1∞米長350米の

突堤式に改め完全たるt (，l. l } 員設備となし従来大阪港として快如せる放各乗降設備の完

照を期し併せて大阪 i港頭のー偽彩たらしめんとせり 。

人 ｗｾＧ ｉ 平工 事共 他

名所繋船;-t-=、諮J ｾ ｾの復 ＱＯＱ 修理をなすは勿論臨港地域 内 及ｊＭ ｱｬ Ｚ￮｛地 内道路 の改 良 叉は

中央突従ト} C も鍛; 呂を引込み肱客及貨物の愉法上の伎に資せしめんとす。

ス 、 ｾｴ 港修築工事

与 え Ｒ 治 川以北 新ｩￆ ＱＱＱ 河口 ｬ 亡至る 沿 岸 Ｍ ｾｙｾｬｲｩ 北港株 式舎利ＺｉＧｌ 於て施行するも のに して

埋立地約30高坪、防披提約3000米 を築造し約70余高坪水域を構成するものにして此

工費1200寓圃昭和 16年完成の橡定l亡して大阪北港株式合祉に於て目下施行中友り 。

J レ、復興事業費及其工期

上記大阪港復興工事はｾｾ ｾ 割 ｬ 蓋築工事 を 除く全部にして昭和 Ｙ 年より同 ＱＴ 年に至る

6 ク年の槽続事業として工費2380j阿国を以て之を完成せんとするものにして目下鋭

意胸子 中に属す此れが完成の暁は港水域は現夜の 2 俗学となり共利用盆々増大する

を信やるものた り。
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第 I 章 序 論

軍用航空は暫くたき我閣に於ける民間航空は列強に兆 し甚だ し く立遅れて居る と云はれ

て居る。 との立遅れを快復するため蛍事者の努力は勿論のとと、窓蛍局も亦多大の援助 を

惜しまぬものの如 くである。それは民間航空 と軍用航空とが符接た開係にあるからであら

う。

般客機を爆撃機に改造す る事は容易で、ある。民間の優秀たパイロ ットは 空中中執の勇士

とな らう。商用機の製作所は叉軍用機hを製作する o ｦｬ ｾ 行場 ｋ 就いて も 同様であって 、 ｾ ｾＱ Ｇ佐

は戦時K は防空飛行場として役立つ。

都市の防2きには積荷的防空と消極的防宗とがあり 、前者には飛行機、高射砲、 高射樹明

銃等が属 し、 後者VCI ' I 防空的都市計書、!坊君主建築 、その他各種の防護施設が局する事I' I既

K よく知られて居るととろであるが、防1誌 上最 も効果のあ るのは防本戦闘機K よって敵機

を駆逐する方法であらう 。飛行機を離陸せしむるためには飛行場が心要である。戦時には

窓港は防宅飛行場として動員される。非常時と呼ばれる現; ( r : VC於ては防雫飛行場と名乗る

飛行場も出現 して居る 。東京の江戸川 べりに あるもの 、大阪のj青津にあるもの等がそれで

ある。

飛行場が防本土有力であればあるだけ 、Z宅鵠を行ふ{ ! ¥!I よりすれば厄介で 、飛行場を破壊

して制本棋を獲得せよとは敵味カ・のモッ トー で友ければ 友らない。戦時にはあらゆる飛行

場が猛烈主主本聾を被るものと琵悟すべきでるらう 。i前洲事設に際し我市は耳元天に あった張

感良の飛行場をいち早〈占嫁したため 、指Ir荷主を確保し得て 、非常lモ有禾IJ vc戦へた。叉_I-.

ifj手事盤K 際しで も我海軍ば屡ば抗ナ1'1にある飛行場を襲撃した。

繰逗へして云へば 、防空上飛行場の貢献するととろは大きい。従って :45認を被る倶も亦

非常に多い。それ故防 ｾ と宗治との開係は次の二つ ｋ 分けて 考 へられる 。 一つは 主 主港を防

本_I- . の一つの手ほと考へた場合、他は :杢iをに針すを防本手。l立を考へた場合である 。:烹; 住を

計費iJ するに常つては一躍は上の 2 製iVC楠れて考へねば放るまい。

』

第 2 章 防空手段巴しての室港

第 1 節 防空上よ りみた飛行場の配置

爆継機には重螺繋欄と 11略爆撃機 とがある。 前者 I' I夜間?i J機で来鵠し、後者ーは持問編除で
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来襲すると云はれて居るが 、 近来では ζ の ｉｬｬｩｾ 別はｼ陵昧に友りつつある様である 。 次の大戦

には重爆曜、 t限爆 d笹機、f戦i仇弘闘 機等が一大編|除泳 をたして韮査: 夜を分たヂi湖胡の如 く3来i長毛盟する 事 が

あ りさ うだ 。 既|に乙担駄肱払政，e切守引引?百甘訓加j'川 ハ " 十 巾 "

4却0ωDωOmの『直高含釘i度をとりk 、多き場合κ は7数政十機が 1俳洋をなしてパ リ一 を襲うた と記3鈴訴 されて居

る。かく の如 く弛¥) J ; な編総本 ' {Ut : . 到しては任かばかりの戦闘機ではどうにも 防禦する事が

n¥a毛友い ， ζ の場合には防禦[ J ! i ) も夕、大編隊の戦闘機を以て繰返し迎慢し なければ危らたい

のであるが 、 とれが Ｑｾ Ｑｌは多数の ｊｖ Ｇｌ Ｚ 各機を短時 Ｑ ｩｬＱ で縦 険せしむる必要がある。従っ て者 ｉｉ ， ｨ Ｇ

の ＱＸＩ Ｑ 拡 ｼ には大きな ｊ ｬｾ 行場が多数イバ Ｑ Ｚ する事が必要である 。

1915年 5 月31 日ロンドンは初めてツエツペリン jl室行元自の本鵠をうけたが、と の ときです

ら Ｗ 例所の ￭ ｬｾ 行場から防本 飛行機が飛川 し た 。

防本の立場より すれば空港は次の如 きものであ りた いυ

Ｑ 多数 の先 ｾ ｦｦ ＺＱＺｊ［ｽを ｭｬ￯ ｬｩ の周 闘 に 配世 したい 。

2 編 |診で離附出来乞ように j長い滑走場をもちたい。

3  1時打場の位位は 1信組路l乙沿ひ、都心よりかなり離れて肘る事が必要でるる 。

1、2については説明す るまでもたいと 芯 ふが、3 IL就いて東京を例として説明 を加 へょ

う 。 点 ｊｪｾ の場合本 Ｑ 凶のＩｊＧ Ｏ￭ｊｪ は二つに分けられる 。 一つは太 Ａ ｪｱ Ｍ羊 Ｉ ｊ Ｍ 面 よ り の も ので空 襲機は

銚了・あたりに J-. I喰し、 1f*岸に沿うて東京 I" L 速する 。他 / 1: 日本MJ f 面よりのもので富山あた

りに k陀し日本アル プスを越 えて ボ去に 至る。 前者1 L1Hしては完壁の陣が布かれて居るゃ

うである。

即 引時半は銚下、 1' -ぷ 津、寸: 川、 所 得 、熊谷1 L 1時行場を もち、海軍は官官/ 1 . 1 、温i省、ぢ完治¥

ｴ ，ｻ，ｩＱｩ ｬ￬ 、 穴戸に Ｑ Ｑ ｾ 行場をもっ 。 叉民間 飛行場を数引ｩｊｬ所 ある筈である。

日本1f :j :ん[前 よ りの定鵠路 It : . 釘しては 飛行場の故が砂 ぃ。 それは敵機が内地に上1
1
生してか

ら収京に遣するまでに時間 的後怖がある ためであらう 。然 し
ζ のカー聞には筒 111 、新潟、_ I - _

川 の本泌があ ＱＩ 、 東京 、 札幌線 ｬ 亡先んじて定期 ｍｪｌＢＧ［Ｚｾ が開始せられた事はとの ノ ケ而 ｉｌ Ｍｫ た る

励! 心が州iはh てIAる事を示すものである。

第 2 節 民間航空の立場よりみたる空港の配置

防本，トーの見地 よりすればな宗治は本製 路It:. iu ひ、とるべく郎心より離して配位するのが釘

利である。然しさ主港を防本から切離して考へる事も必要であらう 。

空港の位置を選定するに嘗って 、地形及気象J ての係件と共l亡哲11市計ー主上のf削 牛と して者[1

心 ｬ 亡 近き事、 Ｏｾｪ 且の使利 な事等を考へる 必要が ある。 然し 、 者 Ｑ Ｑ 心に近く、交通の使のよき

と ζ ろに j長大た平坦な而 も気象_[ -_有利 な敷地を求める事は非常に困難となりつつある。

との困難を克服するため各港の配置に就いて次の二つのシステムが考へられる。

一つは現必行はれて居るシステムで友るべく哲11心に近く 、上じ較 的他の4条件に就 きても有

利な地を求むる事である。
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筆者の研究に よれば都市の 主l風;かrf.J I'L w. tし45
0

t反れた j成 九 都心 よ り約 15km離れた

遜 りが慨括的 にみ てよ い。

第 三 は昔 ｾｪ む に 小 規模た 飛 行場所謂 ｔｯｷ ｮ in A irpost を設 け、郊外に大規模な j好調'1'er-

mi nal  ａｩｲｰｯ ｳ ｴ を設け 、 雨者 の 連絡には 小 型 ｴ ｬｾ Ｑ f機成ひはオ ート チヤ イロ 等を 刷ぴん とす

るものである。

T own  in  A irpost として屋上 を利用すれば非常に似利であ らう。 A守一 トチヤイロの屋

上着 陸[1:フ イヤデ J レフイヤ郵伎町の屋上で既に賞騎慎みである。叉ニ ュー ヨーク i li の中心

マン リツタン街と 郊外のフ ロイドベ、ンヰ‘ ツト 飛行場とは 小型水上機に よ り T o wn in Ai r 

Ser vice が行はれて 居 るときく 。

航 空の 褒 達 之 共に第 二 のシスア ム による さ ［ｓＺ Ｇ ｩ Ｚ巷 の 配 置が次第に 多 くたらう 。 作幹線 ｾｾ 路 の

終端空港は郊外に あ れ とれ等は 都心、本港と 空路K より連絡 し、 試騎飛行m飛行場 、感 校

用飛行場は終端空港の外K 配 置せられる K 至れば昔11市の宗 i径はとれで完備 し、 とれはx . 防

空上 非常K 有利である 。

第 3 節 空港と軍用飛行場の平面計壷上の相違

空港 と 軍 Ａ日飛 行場の著 し い相違の一 つ は空港では Ｑ 機 づっ 定期 ｋ 雌 着 陀す る。 とれ ｾ ｌ ｌ ズ

し軍用飛行場では 一時に多数の飛行機が編|象で離着 陸する。 との相 i主は主1': 耐斤|主上 tともあ

らはれ 、 ｾ ｾｴ を の滑走場は走 路 を有す る 所謂 ｒ ｵｮ ｷ ｡ ｹ F ield の型 を、 とれに到し草月j飛行

場では A ll way  Fi eld の型 をと る傾向があ る。

軍用飛行場で使用せられる飛行場

は制 式 とし て一定せ らる、中隊 をー

! 京位 として特納 せ られ る事が多いの

で、その格納 j伝鮮は一定し、格納庫

線をなして一直線K 世んで居る事 が

多 いo とれは叉一時に多数の機を' 3 1

Ｏ ＯＱＮ すにも 似利 で あ る 。 Ｈｾ ｏ 岡〕

第 2 闘に示す ものは本地の代表的

配置であるが 、空港 として設も遁' 活

主云はれて 居るのは右端の如 く本館

を突出せしめ格納庫を

模形lモ配 置 したもので

ある。 軍用飛行場に於

ては左端 の如く格納庫

を一直線に配置 した も

のの方がよく、 圃の走
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第 l 闘 ・写f 用 飛 行 場 の 一 例

第 2 圃 ・空 港 の 配 置 園



路は不mであり 、本館に相常する本部の建物は11f.ろ『打込めた )J ・がよい。

事 5 章 室 防 記 防 空

第 1 節 空港のカムフラーヂユ

1I ，j ( んに航各勢) ) があればあるだけ防空J-. 有利で・ あるが 、1故 ); i とは 不利である。 従って敵

) ; では l沫) J の航空勢力を殺ぐように心掛ける。航 1本勢力; を殺ぐには飛行機を喰依するもの

もよいが 、飛行場を襲撃してと れを使則不 i
1J能にするのも一法である。飛行場 をささ趨する

事は飛行場の破壊は勿論飛行 機、探縦士 、兵器等を同時l引法泌し得て最も効果がある。

!京港の防定左しては b ムフラージユによって空港の所イ1: を全く隠してしまふのが最善で

あらう 。だがこれには非常な困難のf午ふ事を覚悟し怠ければたらたい。との困難を克服す

るには犯行IJ な計ー霊と大規模友仁作とが必要である。

Ｚ 空港には迷彩 、 法政を Ｑ ＺＺ とした綜合 ｦｾ 援を仰すのがよく 、 叉 別 ｬ 亡、空 ｉ 住の所イ Ｑ Ｚ は強め敵

ノi の知るととろで あ るから、 wr 空港を設け、とれに攻喰 を正中せしむるのが 、効果的で

ある。

花 ､ｴ 主 主 ｩ をは Ｇ ｉ ｾ 時には ｉｈ､ｴ るだ け ｉＭＮ ＺＧｾより確認せられる様に工夫されて居るのであ るか

ら、そのままでは丘ぐ護見されてしまふ。仔IJ へばア メリ力では建物の屋恨を白と黒の けi 松

様 K 塗り上げ空港の建物を尉! 舗の他の建物からl盛別して居るし 、l次流しは前半が白 、後 半

が， ｊｉＢｾ｣ 染めであって 、 とれ叉護見を容易友らしめて居る 。 叉公共用飛行場にあっては航空

法のムとるととろに従って航空標識を設けねば友らぬ。戦時には必要に熔じ 、 とれ等は i自首

t亡l経理せられねばならない。

月Ij'謂 Runwa y Fi e1d  VC於ける走路は最も j 二ささよりみて見立つものである。整形の敷地

に操の之生が! 散さつめてるり 、その 内l乙明色の走路が肢射; 伏に配置された空港は定より見

て人; 盟、美しく 、日j佐考| 注にも具合がよいが、防 益上は甚だ不利で るる。

I怜: ; t : I 揚をカムフラーヂユするには、 ζ れを燥喰1賃値のたい原型f VC誤記. せしむるを以て ) J '

針となすo di街地に ある場合lとは公園K 諜記せしむる のもよい。 それK は先十走路を之生

ｋｴ 英して紋 ｬ 亡 、 ｪ ＭＮ ｖｃｾｾ して褐色 ｉ Ｇｌ迷彩する 。三 五 Ｚｖｃ i骨走の障害と友るやうに樹木、屯位、建

物空会を似設する。終り l乙、出来れば飛行場の問困の建物を場内まで延長し( 仮設〉飛行場の

敷地を狭く 、且つ不整形にみせるのがよい。

宅 ｴ をには各 種の建物があるが 、 とれ等はどちらかと云ふと明 ｾｉｃ 塗られ目立易いから、

なるべくその地域色 lじさ彩したい。迷彩のノケ法t亡は色々 あるが、特別製の着色布によって

要所要所を遮泌するのも一法であらう。

格納庫は杢港の建物のうち最も大きく 、且つ形もほぼ一定して居るので・盆浴の所在を明

示する場合が多い。格納庫の型は切妻屋根のものが多く 、 トラスも山形のものか蒲鉾形の

もの( ラ メ ラ式 、ダ4 ヤモ ン ド式、 ヂクーダクJ 式 、ヲーレ ンヵーーダ 一等) が多 く、とれ等が
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格納庫棋に沿うて建睦

んで居るのは 、 ととが

飛行場であると示す様

なものである。とれ等

は迷彩、迷形、迷影等

によりカムアラーヂユ

すべきであらう。

第 3 園 ・地 下 飛 行 場 の 一 例

飛行場のカムフ ラーチユが完全でも待機中の飛行i換が護見せられではな K もたら 友いか

ら、飛行機にも迷彩を施すか 、偽筑網を用ひて遮泌するのがよい。

迷彩に用ひる塗料はヨ皆過のものでは赤外撮影によって正躍を曝露するから特殊のも のを

用ふべきである。

夜間照明された飛行場ーは非常に認め易い 。 防空演習の場合には ｩ 肖賊されなかったが 、 ＧｉＧｉｾ

時には i宵賊するのであらうか、宙飛行も考 へられるが、とれでは敵機I ' Cz災地の月If 1' t : を知ら

せるようなものでは ある まいか。

第 2 章 空 港 の 耐 珊 設 備

出港は捕極的防: 必の範囲議t乙) 泌すべきものであるから、 |白Jdg設備の) i l'C凝りすぎて其晴倒

的機能を 11 f t 害しではならない。 それか主云って全くとれを刷みないのもよくない。

空港の建築を次の 3 群に分つO 第一 lri 格納庫、工場等の群、第二は管哩所、曾IIl じて1・胤

t亡閥する建物の群、第三は旗館、レ ス トラン等 サーピスJ t jの群である。 ζ のうち矯打場が

本来有すべき建物の鮮は第 ＮＺＺＮＮＮＮＮ Ｑ ｴＺＺ ｍｾ Ｍ ｩＭ もので・防本飛 Ｔ 丁場として刷ふる場合には火柴ｽ， ｪｦ ， 蝉柴

ｽ ｬ ｪｦ カ宝 ζｾ ＱＮＮＱＧｃ加はる 。

立 ｮ ［ 鮮に劃しては ｵｵ 何事設備を考慮せねばならない ｊ 特に火柴庫、焼主題 ｽｾｕ ｴＺＺ就いて然り、

ｩ 寅松 ＱＱｴ 行 五 日 Ｗ 聯ｼ象 の 輝柴ｽｲｪｦが爆資したた め ＱＱｾｩ f場が kl i .皮した事は米だ記憶に姥るととろで

ある。とれ匂; は綿て地下に設くる必要がある 。集者の考ヘ K よればとれせ; は繊i ! J i コンクリ

ートり立! J 手さ O. 60m以φ トーのア ーチ楠迂i とし、深 さ 4 m以 k の地中 κI 宅設するのがよい。

格納庫を完全なM5車構iiJi とす る事は非常に |州灘tである。 とれを地|、に設けんとする; 1 I 霊ー

も無いとはない。地卜椅納 lぷの布利友貼は耐強的な事、 1て: 民主より認. められぬ事、借行機の

上昇路にあたって障害と友らざる事等である。 不利な結は スパンが大きくて構造の困難な

事、も肱気排水設備の問題 、機の出 L 入れの問題等である。尤もドイツでは就に地ド格納庫

を設けたとき〈。第 3 固はアメリ: b 1 ' C 於ける提案であるが、格納庫は勿論、全ての建物を

地下K 納め? と頗る規模の大きい案である。

貰際問題之して格納庫の市何準設備はとれ を鱗筋コンクリ ート 造りとし 、主として爆弾の

風l鋒力及破片中の作用に耐ゆる程度に 止めるより仕方- があるまい。
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空 職 問 題 乏 し て の 空 港 の 保 護

( 東京及大阪空港への若干批判)

亀 井 幸 次 郎

ｾ＠ 1  

同家の興亡の歴史を顧みるに、同湿の盛衰 Ir . t 交通制度の整備如何に懸ってゐると云つで

も敢て過言ではなく 、古代 ローマ 、カ J レタコ¥エヂプト等の興院は勿論のとと 、18世紀以

来の織烈怒る ifij: 運競争の結果l士、 II t

たる一島閣友る1英迄岡の繁栄と 云 い、才 ランダ及スカンヂナピア諸問の雄飛と 云ぃ、共にそ

の頴著なる例であった。我同も f必)11時代の末期に手IJ り、敢然として鎖国の哲套を脱ぎ捨て

L 此属にたくれ馳せたがらも 、交通運' 除の新制度を保別し、一定準歩護躍に努力を傾証し

た結果 、今 日の ｪ 好調 。躍 進日本 Ｇ時代 を劃するととが ｈｾＪ たのであると云ひ得ゃう。然る

に20-1世紀の現代に這入る や、1世界は皐げであらゆる交通機聞のスピ ー ドアップを要求して

来たのである 。 その結果は 、 ｉ ｾｊ Ｍ ｉｌ 或 ｉ ｲＮｴ海上 ｋ 交通機闘の ス ピ ード競争が展開 され 、 それ

が勝て芸さにまで延長し、現代のj好調航:宅時代のw現 とな ったのであ る。で、今ゃう正l脳 は 、

新時代の此の高蓮度交通機除! の進歩護品止を利月j して 、民鉄の結合と園家勢力の強化を企固

として居る のである。

嘗て、海運競号事の所産たる優秀 l街舶が、一朝有事の際 I'Ct去、議備海軍用としてその任務

に着く仕組になって居った様に 、現代で位 、常に精鋭優秀怒る航空機闘は、君臨閤の最もす

ぐれたる本の部隊として 、その性能を渡部す る詳えにんであるO 即 ちT象備空市としての航宅

機I6f，Jの活動は、後方の1除法通信辿絡の任務l亡着くのは勿論であるが 、同時にその凶の心臓

たる昔li ，h-の護りとして 、k走も重要なる使命 を'J Iき受けるのである。であるから列閤が凶を

挙げて此の航従事業の準 J長琵速にあらゆる討 ) J を情ます: 、鋭意之れが完成に国家的閥心 を

li'j けて居る事は訴然の事であると ，也ふ。即ち臥・米に於て Ir.t 、英 、米1え仰笥;を千";IJめとし 、潤、

イ)t 、高及和前等の諸国は 、}y¥1亡、大職後、 ?i 氏雫の創1)1えとだ癒 え十 、同 )J 復興の難事業の途

中に あったにも 拘らす下 、年々英大なる経費 を投 じ、航空事業 に不断の努力 を傾詑してそ の

経 営 に あ た っ た の で 、戦後僅か十年を出でざるに 、何れも大都市聞は始んと例外なく、

文字通りの定期空路網が張り組らされて居るのである。 しかもとれが完成と共に列国は、

その経験ある企悶組織 と、そ の型高なる航本工業 )J とを基礎と して 、それぞれ隣邦諸問と

の問K 、凶際ン足踏を開設した のを手始めに 、進くその嫡民地又は保護領勾ーとの辿絡を 13き、

つ 込 あ る - ) J - 、彼等;の野心とそ の貫 ) J は、航宅事裟求だ J畠藍時 ft の域を j凶し得な い見4dll

1  7  111 



の空きに向けられつ L あるのは 、出目t r . 1賀する。攻治的にも 、経糖的にも、はたまた軍事

的にも 、 重要 ｬ 友意義を有する州東の本ｴｲＮ ｬ￭Ｇｬ って 、刈 岡の航本質 力 が ｉ ｾ Ｇｊ けられつ ｌ あるのは

事賞である 。即 ち隣邦支仰は勿論のととヒリピン、 7 ニラ 、印度等ーの諸l制に於ける航本事

業の背後には猷米州闘の貰 )J が、凡そ暗躍してたいものの友ぃ、そして新しい本路の開拓

は、本{ 径の新設を意味し、航空交通の公全に 、遺憾なきを期 して居る諜で 、彼のチャイナ

ー クリツパ ー 枕による 、 米閣の太 ｌ ｉ ＧＺ 洋横断 さ さ路の開拓 ｬ 去 、 共 ｬ 起に数倒の新鋭左る ｾＱ 益の開

設を見たのである。只 K 水上の場合のみなら守 、支那、 ソ図及ヒ リピン等に於ける: 袋路の

開設に ｩ ｾ Ｑ 三 点、空必の新設はいづれも一朝有事の際 、敵機 空軍の有効友る根械地となり 、 者 ｉ ｬ￯ｬｩ

空遇除たる宅箪の護着地主 して目費しき活動lの視機地となる事は容易に想像されるのであ

る。或は又現代の都市は 、航空機闘の護達に従って航空機の護著K 必要友る空港の建設を

必喪とし、 空港は都市計霊上重大たる要素のーっとなって居るのである。でるるから宗治

は、謂はば海運に於ける港湾であり、鎖道 ｩ けをける停車場でもある語放んで、 ｾ Ｇ ￬ Ｎ佐の有無

良否は直ちに今後準歩譲展するであらうととろの航窄『除去宏事業に甚大なる影響をwへるば

かりで主主〈、将来都市の文化的護達を左右し得る有力なる施設とたる事lri. 容易に想像され

る。此の故 l亡、筆者は現代都市計霊K 於ける交通計霊問題在して 、之れが位置選定の糠件

と保護助成K 闘する事柄をとらへ以下若干の考察を試みたのである。

S  2  

海運による交通利佼の開設は 、諸船舶の愛着に好都合なる港湾の位置選定と、それに必

要注諸設備の完成とによって初めてその機能が満足せられる如く 、航空事業の費途も 、ー

に此の空港への遁地建棒及之i しが必要なる諸設備と他の交通機聞との連絡機開等の完備に

よって初めて達せるべきものであるごとは rl3すまでもない。

元来空港と云ふものは 、その種頒を聞はや 、之れが機能 を充分に護揮する1Xめには概括

的に次の如き ｩｾ 長件を満たし得るものでなければならね 。 即ち

1j 飛行機の離着陸( 水上機の場合も同様である v) が火全に行へ得る桂度の出さをイ{

する飲地と 、 その ｊｾ｝ 閣の状態が、飛行機の護着に支障を招来せしめざるｻ創刊 Ｍ を 、共備す

る事。

2)  飛行機の費動機及各種材料、諸機械等を貯蔵し得る設備。

3)  飛行機及共他の機械器具類の修理に釘する設備。

4) 飛行機の取扱設備。

5) 燃 料貯蔵及配給設備。

6)  空港の内外に於ける管理統制と嶋法事業の経営を司る設備。

7)  査 問及夜間に於ける1 : l 種の標識と野外照設備。

註 l 末森 猛雄 民、。飛行場の設計、伊都市公論 第 16袋 、第 11 5J)l
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8)  気象の槻測主 通信 、信蹴等の設備。

9 )  鴻行機と 他のうど通機院f ，J とのたli 給設備。

けれども 、 筆者は 、 此鴎では ｉ ｾ として Ｑ Ｉ 及 Ｙ Ｉ の ｉ 兵 ｋ 就てのみ者 Ｑ Ｑ Ｍ Ｂ 】 ささ港を論及し ｉ ｬ つ哲 Ｑ Ｑ

j [J 日|・望的意義を "今l床して見たいと 忠ふu

S  3  

ハーパート大製K 於ける哲Il"di ，ii 主研究室のヒ ユパ、一 人 7 クリ ン トツク及ウ f リアムス

の三氏は益治決定の傑件 として 、郊ーに昔前li 計霊的に敷地の)長さを決定する事を主張して

居る 。 そして空港又は飛行場の出さは 、 その空港の用途叉は 、 愛着する ｪ ｬｾ 行機の性能等に

よって必然的に定まって来るものである事を説いてゐる 。

現代米聞に於て行はれてゐる本 ｩ 住 ｾｾｲ｣Ｑ Ｑｾ 行 ｬｊ［ｽ の ｭ 途には大開次の 如 き種績のものがある。

1 航空郵便

2 交通運輸

3 飛行製校

4 航2芸タクシーサ ーグス

5 翻光及び遊覧飛行

6 自家用機による飛行

7 試験飛行

以上の如く分類されて居るが 、1nJ)， L IC せよ 、空港は 、使用する飛行 機 が 肱k機か水上 機

か或は又その種類 、即ち使mされるエアトラフイツクの種類によって異友るべき ものであ

るのはタj 論であるが、綿じて 、本能敷地の地盤又は表面の性質告書:は、 大同小異 とみ て差 支

ないと 、話t いてゐる。

今米園ハーパート大製部市計査研究室の調査によると 、米閣に於ける80のささ港の用途別

IC就ての調査の結果、さえ' の如 t 報告されてゐる。即 ち調査せる 80のささ港の内

航空郵伎を取倣ってゐるもの 、 ………. . . . . . ・ H ・-….... .・ H ・. .. ……. . ... ・H ・..，・ H ・.. .. .42

交通運輸を主とせるもの 、... ..・ H ・… ・……. . . ..・ H ・.. … ... . …… H ・H ・-… H ・H ・-… H ・H ・...・69

( 但し比のなかの大部分{1単に飛行術教授の錫 めの便宜た備へてゐるものである。 〉

タクシ ーサーグス及遊!i悲観光 il J のもの 、・… … … … … ・・・……・… ・…… H ・H ・-… 67

( 但 し之れ等{1 、いづれも 3笥立的に使用されて居るのでなく 他Z 併用されてゐるの

11勿論である。 〉

自家用飛行機の保管等の利似をJ 1 Q - へてゐるもの… ・・...・ H ・- ……. . . . …・・・・ H ・H ・..64

而して前記80の空港はいづれ も、 着陸場 としての便宜を備 へて居 り、内34の 空港は試駒

飛行をも 併用して行友って居るのである。

本港の用途に就いては 、重要に考慮さるべき問題でるると雌も 、現代の な日〈 空港費達の

註 2 Hubbar d， mcli ntock and Wi ll a l11s:  A ir  POl .t. P _P .5""'19  

註 3 自ij 偽替 、6頁。
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途 上ｉＧｃ ｾう る 時 代 にありでは 、 一つの空港 ｋ 於て相民する 別 々の目的を有する 飛 行が同時に

行はれる事を議想せねば友らない。けれども空港の用途が更に組織化されて考泌されてpk

た今 日に於てはその用途に膳じて 、別 々に分離 して、計霊を行はねば 友 らないのは [1，1すま

で も友い。

乍然我園の如き事情にあっては 、空港を用途K 鷹じ て別 々に分離 して使用するのが困難

である故 、1. 2 及 3 友どが一空港内に於て併用されて行はれて ゐるのが普通で、 、 交通運輸

のみを濁立して行って居るのは楯く少い様ι 思へる。即ち現代の如く 空港建遠の過度時代

に於ては同じ空港に於て 、郵便飛行と試験飛行友どが、屡々同時に行はれる事を漁期せね

ばなら泣い。然し、者11市空港が主として 、旗客や郵便等の轍迭を目的とした* i A 途事業 を行

ふ場所としたたらば試乗列E行とか或は叉飛行術教授等を目的とした飛行場とは分離して建

設せらるべきで 、輪選目的以外の用途は空港としては 、いづれも第 2、第 3 の意義しか有

しないも のであるがl放に、航:をによる' 除去主事業の機能を阻害する様左飛行の併用は絶JHに

J l i f くべきである 。此の事lま嶋て空港内に於ける危険惹起の度合を軽減する事を意味するも

のでるる。米園のコロンパス及オハヨ百十|等に於て言! . i ! : t された古川、飛行術の教授を目的とし

た飛行場と 、輪途事業を目的とした袋港企を分離して計霊された場合の如きは、飛行機によ

る所謂u有琵的危険の一部を i些け得るものとして、注目に慣するものであらう。が然し赴f司ては

いづれも 、空港に出入する航宅量の多寡によって考へ得た空港内 K 於ける災害防 JLの問題

にして 、空港が配置された位置とその境境からの問題でない事は明かである。放に本地の

位置 とその頃境に閥する問題 l士、全然別仰な立場に於て制査研究がなされねばならないむ

ｾ＠ 4  

空港の 境境と之 ｨ が理想的位置と 云ふ 事柄に就て第ーに場げ件らる ｌ 問題は 、 ＺＹＺｾ を のＡ占 ｪ

閣が飛行機の護着に 支障を来たすが如き障問物が全然ないと 云ふととでるる。 けれども大

都市近くに存在するであらうととろの昔11di '<;>: 港としては 、女n!折思想的なささ泌を求むる事は

殆んと不 IIJ 能に近い程|掛維な事である事は浴J 1 J 1 ' ( 想像される。であるから 、賞際19B越とし

ては 、 空港の機能を阻害せしめざらんが民めには 、 Ｚ谷 治 の ｊ ，ｾｾ [主If乙h訂正{ 削I1二の制|伎を5とめ る

の必要が考へられる識で、此の事は、空港へ H¥入する7断 ft幾の餓着 [1長1 ' ( 附する刷界線1 ' ( ｾＨｾ＠

ふた地帯t亡霊j し、高い丘又は樹木等の存花を除心したり 、j ! ，誌は叉i告j) 営危建物、煙突及無線

電信晴などの建築物に劃してその高さに封し或る程度の制限を加へる事を意味するのであ

る。何故友れば 、空 港の周閣に於ける 、か L る障碍物は 、常にそのささ港に出入する矯行機

への直接の障碍主たるばかりでたく、折角大都市近くに )ii( 大友面積を用意して開設した空

港の機能を非常に削減するととに友るからである 。 例 へば 我凶 の 木津 川 尻に於ける大阪 ｾ ｾ

1住の 如き場合がよ く此の聞の事Mーを物語って居る。 ( 此の問題は結びに於て特に詳ill する

議定である。)
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そとで 、問 題 となるのは、 ｾ港 が 最 も合理的な獄態に配置 さ れる矯めには、如何たる程

度にその空港の周闘が制限を受けなければ友らぬかと云ふ問題である。

之れには 、先づ第ーに 、共の空港K 出入する飛行機の性能によって或る程度解決される

が故 l亡、その飛行機のN・能試験が行はれねばならない。我閑の航本1除法舎品|占使用の殻動機

:¥ ＱＱ Ｑ ｾ を 備 へた ｈｦ 謂ホツカ一旗存機 の性能賞験 の 紡果は次表の如く報公されて居る 。 Ｈ第 Ｑ

表若手照)

第 l 表

Fokker  F. VI I  b - 3 m性能賞験成績

測 量 昭 和 5 年 7 月23 日

場 所 立 川

飛 行 機 F ηkk F .  VI I  ｢ｾＳｭ＠

飛行重量 1，300託

離 陸

地上風速 一 ・ - 3. 22米/ 秒= 11. 6粁/ 時の時

ＮＮＮｾ＠ ... ..… 2.85米/ 秒= 10.3粁/ 時の時

一 ーー・- - 3. 88米/秒 = 14. 0粁/ 時の時

一一一・- - 4.53米/ 秒= 16.3粁/ 時の時

ｉｾ＠

」
。

r  

20 

。。‘

。

臨

時
。。

品目

; 50睦

多合

高

度

(

来

)

合

。 糾 蹴 { 来 )

時 緯

隙 間

勲ｾ Ｎ ｾ

Fokker  F. VI I  6 - 3 m性能貫験成紙

着 陸

1'll IJ 量 昭和 5 年 7 年23 日

場 所 立 川

飛 行 機 Fol d.er. F.  ｖｉｉ｢ｾＳｭ＠

飛行重量 4，3∞ 庖

地 l二風速 一一・- 3. 15米/ 秒 = 11. 3.粁/ 時の時

-・ .... …・・3. 70米/秒 = 13. 3粁/ 時の時

ー-・一 - 4.40米/ 秒= 15.8粁/時の時

，0  

:.J 

十÷ ト

比 日本
ー-よLー‘  

Fi一・ー+1: : ;ー

コーL
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|十ー ;

仕+++

。

1_tT+i-い

3 0  t: Ul  
。

100  
ι‘' ; ' J  

O(  

200 20  

"  

i主

耳l ｾ＠

号令

高

度

』

来

)

合。

水 平 鴫 ( 米 J 品E

接 情俺

培地地

! ! ! 歓害警

註 4 航空研究所棄報 、F okl < er F .  VI I  ｾＳｭ 性 能賞験成績 Ｈ 第 Ｒ 報告 〕
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即ち上記 の 放客機は地上に尾揺をつけて滑走する時聞は 、 全滑走時間の Ｙ ｾ ＳＷ Ｅ ＱＧＱＺして

平均 ＲＲ 折 、 尾構を上げる時の謹度 ｉ ｲＮｴ離陸蓮度のＱｬ ｾ ＳＴ Ｅ 、 平均 ＲＰＥ である 。之れを無風駅

態に換算すれば ＱＵ ｾ ＴＳ Ｅ 、 平均 ＲＸ Ｅ を示すのである 。 叉前表を見るに 、出 張の場合は大略

200 米内外の滑走距離 を以って離陸し 、700米位わして高度60米位に達すると之が示され

て居るのである。 叉著陀の場合は前者ど多少趣を異に して 居る事が前表に示されて居るわ

即ち高度40米のナ所よ 1) 起算して500米依前J i I ' 1: 於て若限し、それから約300米内外てJ 也(-

を滑走して停 11ーのy状態K なる のである。而か も之れが会距離は約 ROO米 の長さがあ るの此

の結果からは 、空港は t' J j t 著聞の)J "l p] 1 ' 1 : 封して砂くとも 800米前後の走qr路 を必要とする事

が誰明 されたのであるが 、宜際の場合K 於ては放:告の数及拡枚、する荷物の多み等によって

、夏に 多くの滑走距国 Ｑ ｾ が要求されるばかりでなく 、上 昇角度も前者より更に 小 さくなって

来る諜である。

此の賓臓の結果からしでも、シ; 宅i住の大 さ又はj長さが必然的 K 定まってdミる諜であるが 、

都市雲港として、理想通り の 院 さ を持つ土地を 、獲 得する事は 、 常に相常の ｼ 木 Ｑ ＹＧｩｦｾが イ Ｇドふも の

である故、その土地の気象的傑ｻｾ二を参酌して支障のない程度 ｋ 最低限度を定める必要が起

って来るのである。即ち此彪に於て恒 ｴ 風の調査を必要とする課である、 ｾｊ へば第 Ｒ 表及 ｴ￭￧

3 表に示す如く、 東京羽問にある束京空港は砕i北の風が一帯多く 、木津川尻の大阪宝引をに

於ては北京 、西汲回南風が多い事が示されて居るが 、之れノオーは1空港K 於ける走行路のHrl l]

を定める有力な る資料である。( 第 2表及第 3表参照〉だが然し 、と れ等の表は 、風のl吹く

プf 向が、只取に 1年 を通じて最も 多い; 1;"l IIJが示さ れる だけで 、空港ーには常にその方向のみ

の風が JI欠いて居 lると 云ふ詩でたEい事は常然の事で、或は叉、践に 1 日中 だけでも 向j;m_が様

々に盤化する事も あ り得るのは常然で ある。放に 是士号:の 勲をも相首 K 考慮K 入れて 2ねをの

計賓が成さねばならないので、計・叢上の六ク放さも此彪 らから生じて来るのではないか

と思ふ。 けれども如j街、種々と利接的研究 主賓騒の結果、理、想的t : J : 3討をが計重されたと

しても、安浴が、前記の如く機能を阻害する校念事物1 ' 1 : よって間続されて居る様えに位置で

は、所謂科接的研究も 、多大の努 力を傾注 し得た質験的結果も 、いは ¥uk泡に師す課なん

である。 そとで必然的に考へられlるのは 、法律の 力を借りてき主港の助成保護を行ふ と云ふ

問題が取り上げられるのである。

今筆者の知り得る範囲 K 於て既往の法律 を活用するとせば、第- 1 ' 1 : 市街地建築物法の運

用が考へ得られるのである 。 即ち空港の周囲 ｋ 輩ｾし市街建築物法第 ｬｈ 援に 基 いて規定され

た同施行令第l H援により高度制限をな し、 周囲に存殺する障害物に制限を加へ ( 但し建築

物以外の事物に聖母 L ては別段の規定を必要とする。〉同時に同施行規則第40傑ノ 2 の規定

によって周問のイ子治Ｚする工場の煙突より ｮｴｈｾ ， する牒煙等の取締をたし、空港が焼煙等に覆

れた事から Hl 入の飛行機を危険K 陥入れるのを防ぐと 云ふ事等が考へられるのである。

註 5 市街地建築物法第十一僚、同施行令第十一線、及同施行規則第四十傑ノニ参照、
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而も現萩使用されて居る肱客

機の性能試験からは 、その上昇

角度が 1/10乃至 1115と‘云ふと

l  !  

- 1. ー、 &

J  

1-

へ、

、'. ¥‘ ，" とになって居 り、尚且つ遠距離

よりスピー デーな飛行をなす、

新担般客機の t - I ¥現は、更に叉そ

柑 匝E単 一

の上昇ー角度ーを縮小するのであ

る 。 であるからｾｾ港の周聞に封

する高度I t s l H
1兵舟、勝来の程度をｾ＠

6  

橡想して多少のゆ之り を取って

制限を加へる必聾があらろと思

ふ 。 故 ｬ 乞 Ｚ［ｾ Ｍ ￨ｾ の勝著降 Ｎ の方向に

於て、シ引をの境界から上昇角度

に問問の事物に封し高さの制限

をなす事Ir ; t 絶到に必要なと主で

ある。即 ち、: 本港の周問に、 ZE

柱、樹木、高座線の電柱及ラヂ

オの情等の障問物が此の1 / 15-

1/20の角度以i内にゐさまるヰ去に

( 第 1 同参

然し乍ら賓際問題むして、此

第 3 表 ・大阪空港( 木津川尻〉にか九最近恒風間表 の市街地建築物訟の運用のみ

で、者[iT[i 本港を有効に保護し得るや否やは 、頗る疑問とするととろで、研究の絵地が充分

存する事主思ふが。叉- ) ) 敵米の諸外岡では、此の問題に封して如何友る j j 策を採月1して

』
、

芭h

す制限るのである。

日程〉

居るかを検討するの も必要主主ととであらう 。

S  5  

英閣に於ては 、此の問題に闘し

祭港保護の立場から 、都市 ｩ ｾ Ｇ十 ｦ ｅＺ 的
_.，..c.::.ニ乞_ 1(. 

ｾ Ｍ -l i i尚 一 、 -- ----::: J 主主守

ド一一肘I ' l 湯一一iに法律の力を借りて 、空港の周悶

第 11罰上昇角度芝陣碍物さの関係た示す ι

2 3
111 

、切

、ー，・'• 

‘・、

..
 

'
F
 

.

 

• 
f  

1/15- 1/20以内にたさまる程度

第 2. 表・東京空港〈羽田〉に於げる費量近恒風圃表

lf 

:い1い川1叶1巾愉
、

、末、

j  

ー 、 ｾ.守

航空研究所嚢報第76童書及 Fokker V Il b - 3 m性能賞験成績 ( 第 2 報告〉参照、

に於ける障問物の取締を行友って

註 6



居るのは注目に償する。 即 ちロイド・ロ ノf ート氏の説に随へば、? 象定された空港の敷地 を

中心に約 1 1哩の範囲に於ける 、か L る障碍物に閲する調査が行 lti れ ね ばtt らぬ事を主張

し、且つ2R港自樟之しては 、離着陸の最低滑走匝離は 、綿ての方向に向つ士 600ヤー ドを

取り得るだけの股さを有する事の必要を説いて居る。そ して更に 、空港の機能を問客する

障問物に閲する問題は或る程度 まで解決 し得る としても 、?奈港の周問は齢〈 之も隔 100ヤ

ー ド 内 外を有する帯朕の 而 かも 、 低い士宮柵以外 ｬ ｴ￬ 何 等の障碍物の存杭しないｾ 地 で間続さ

れねば友らぬ事を主張し 、且つ叉窓港在此の帯献の写実地との境界をなす: t i ' ( 柵之副主も高 3唄

以上を越えてはあらぬ事を説いてゐる。

ｾＱ をの保護に閥して 、 英閣が掠用して居るプ ｩ 策として 、 苓人の興味を 引 き得るのは 、 Ｑ 棋

? をの周回 111里の範問内 K 於ける高居建築物或は叉他の隙時物に射する取締制限の規定を有

して居る事であ るが、更に叉積極的手段としては 、:冬 i港が飛行機の護着に防l し危険の氏れ

あ りと認める場合には 、航 t棋大臣の権限に於て 、その本浴の使用認可を取消し得る遁も聞

かれてゐる事である。尚 ほ、此の規定に) t . いて 、民間の所有物件の移柑叉は撤去を 、命じ

た場合には 、通常の補償をなし得る棟、補償の道をも rt梓じ、阪iる用意問 fl lなる f切目になっ

てゐる。

米聞に於ける航本事業の殻建は、ＡＧえるｾＱｩ，Ｇｌ於ては、 ｾｸ ｩＧｊＱＧ Ｑ を温かに凌駕するものがあるの

は周知の事責である。随ってPR港の保護一1"作に就ても見るべきものあるのは例論であるわ

1! [l ち米間尚務告による帆 ｾ ｾ公示 ｴｲ［Ｒ 枕 ｬ 士、 ＥＺＱＢ ｬｩＺ ｉｾζ 於ける本池 ｾｉ 認Ｚの一般的版ｴＡｬ Ｑ を示すもの

として、 最も好都合なる ｦｬ ・料で あらう 。 ノトモの要型 ｴｩ を問 ＿ｉｾｉｌ キ Ｑ 介すれば ＱＧＮ 記の通り ｃ あ

る。

f;fCl ｴ 仁木 ｩ 在 ｾｉ 担 Ｚｉｌ 於けろ Ｑｦｴ 世選定 ｋ 就ては次の如き事項を具備すろ事の必要を規定して

ゐる o 1! Pち

1)  敷地の平均地竪のよく行き届いて居る事。

2)  各方向への排水設備の完備して居る事n

3)  気象的傑件が良好怒る事。

4)  空港の周悶に障碍物のイ手有せざる事。

5)  他の空港 との聞に充分友る距離を存せしむる事。

以上の如き傑件を空港の計重に封して強要し、且つ各空港に封しては、 i通常にその{ 刺' 1 -

を査照して見て 、各々その等級を定めて居るのである。而もその等級を定める標準として

註 7 T .'  L loyd Robert s;  T he  Design  and  construct i on of ml l ni ci pal  Aer odr oms:  T he  J ournal  

。f the  Insti tuti on  of  muni ci pal  &  C ounty Engi neers.  J an.  2. 1934.  

註 8 U .  S .  Depar t ment  of  Commer c e;  A eronant i ces B lI ll eti n No  2  
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次の事項を堺げてゐる。 即ち

イ、前記計宣:の傑件を具備するや否や。

ロ、航空 (fF示穿H 6競に規定する傑件に遁合して居るや否や。

以上の外に如何友る2E港又は飛行場主雄も、等級を定める標準之して、下記に闘し最低

可能友設備がなされねば友らね事を傑件としてゐる。即 ち

A 、一般的設備と利似。

B 、有効離着陸の面積。

C 、空港及共の周問に於ける照明。

而して以上に開し、宝引をがとれ等のイ条件への遁合性の多寡に膝じて[ " " A  1  AJ 止か或は

共の他の記挽を以って空港が具備する傑 件の程度を示 して 居るのである。

今、此島では主として B の事項に就 てのみ 、若干詳説するならば、前記航空告示による

と、本港の境界YCl 添ふて 、電信 、電話及電概等の架空線の支柱( 所謂電柱〉等の障害物が行ー

ギ，:する場合左の如き i七例で寝港の有効面積が削減 される事を示 して居る。( 第 2 闘参照〕即

ちその支障物の高さの 71高だけ本港の有効雨積が減ぜられる之説明して居る。イ.s. L- 1H:の場

合.1-.1- / 角度 1/7 とした場合であるが、此の比例を以ってするならば、現代の如く飛行機のス

ピードアッ プYCf lそって_1-_1-1' . 角度が1115- 1/20程度になって来た今日 、7 1再どとろの騒ぎ で

はなく 151作も却fたもの雨碕が削減されたと同様の影響を受ける事を考へねばならな い。H買

い由主慌たる j京併 を都市の周! なIYC有する米間に於ては、如j折イ傑件t亡適合した、開想的の宅港

適地 を都ili の近隣K 求むるは我問の事M.より温かに森易であるかも知れない 、叉同時に絞

近の. t : 闘に於ける航宅熱Ir:i 一般の輿論を刺戟し 、航1疑事業の準砂殻達を促して居る。即 ち

1，立近フイ ラデル 7 ＭＱ ア Ｑ Ｑ 付近 三 ナ Ｑ Ｇ Ｑ 地域地 Ｑ Ｏ ｾ 十婁聯合航Ｚ宅委員舎 の 褒表によれば、の現校既設

本 i在. ! l T. 飛行場の総数は、 1550徐と栴されて居るが、信宇、ぺき報告によれば、 同ド建設中若

くは、 3十議: 中の ものを合せて1410を教へると費表されてゐる。

S  6  

如j針#.11市しき殻迂の注J -.にある英米の現状に郁へって我岡の現収如何と 云ふに 、之れは

叉断る貧弱と謂はねばならない 。 即ち我閣の航定事業は、只 ｾＡｩＺＮ YC列閑への穂市維持主云ふ

域を脱してたらないの

は、合〈ゐ1[心しい事で

ある。

勿論我固にも 8 航空

法かはある。 そして今

議合には特にき;;': 1巷に針

する保護キ酎寺に開する

第 2 厨 ・空港の境界に支障物が存在する場合無効さなる薗積

( 闘11上昇角度1/7の場合た示す〉

註 9 The Avi at i ons commi t t ee of the Regi ona1 pl anni ng Federat i on:  The Phi 1ade1phi a Tri -

State Di stri ct ;  :Apri 1， 1930 
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事項を加へた改正法が此度新! ' L J 二提される議定であると| 昔!く が、現今の情勢ではそれすら

沿ぼつかざる事情にある。そして未だ大正10年4月9 日法律第54放による航空法を基礎 とし

た航本法施行規WJが日目和 2 年 5 月9 日逓信省令第 8 枕を以て護布になったものによって 、

現有我問航 雫事業が統括されて居る朕態なのである 。 而も此 の規定の会開を通 ｔｾ するに わ

秘問のあらゆる法作の制定がそろである様K 、法手'I.H11身者: 高能の幣が此の規定にも如賞に

恭蕗されて居るのである。即 ち、航本技術にますする全くの素人たる法律家が只躍にす: 法技

術の鮎のみに とらはれて 出来上がった法律たるを以って 、航空機それ自障に閲するものか

らして 、所謂汐泥縄 v 式の規WJー貼張で 、或1r J : 叉航空機と然i巷之は不可分の閥係にあり 、

且つ航空民事業は交通玖策の内でも最も尖端を行く 、都市と地方、地方在地方或は地方主都

市とを結ぶi除法機関であるにも拘らや 、空港の機能に開する事項や保護緋: 持に聞する問題

が全然無関されて居る様た規定友のである。たまたま都市本港の杭世選定に針し 、パイロ

ットや其の他の技術家の意見を無視して選搾した宗治から 、優秀パイロットの[ 'i: 1 R なる犠

中悼を問すに及びて 、驚いて。泥縄。式に航然法の改正にまでとぎ付けたと云ふのが、枝

問現杭の航空宗法改正案である主云へやろ。

以上の如く 、空港の適地選定に聞しては 、岡家的助成も法律的'J出制 もたいととろへ持っ

て来て 、我岡本土の地理的傑1'1: は 、外岡! ' L lじして、 111 民地多く ift J 3 . なる適地を求むるには 、

土地があまりに狭臨なる錦め 、多大の犠牲を考慮に入ざれば察易に 、か" る院大危なる土

地が得難い事情にあるととも想像される詩である。

我岡の陸軍の 如 く 、 只い＿とづらに 、 ｾ軍の 充賓の必要 を 叫 んだとて 、之 れが祈到 ｉｊ ＡＧｌ必 要

な根線地なる飛行場の充賞完備をも併行して考へに入 ｾｬ ざれば淘に片手務の要求であると

謂はねばならない。或は叉最近我岡航:制令主主界にデピユ した 、大型綴客機たるサザムト ン

枕や 「主主の鯨J t'd-. るダク' ラス機としたとて 、之れが: 持|喰事業に活慨し作る。エアタ- < ナ

ｊ レ 汐が無け れば 、 優秀放待機の ， Ｚ ｉｾ 現も 会く意 Ｑ ｝［ ド をなさないものにたるであらう 。

航容輸送事業上最も 重なる要素の一つなる 空港K 到 して、我問は全く見るべきも のがな

い事は 、J -. 記の如くであるが 、此晶! ' L1密かに怜L閑飛行協合費行の: 引をに開するリーフレツ

トがある。で 、之れが我問に於ける定i在計主主の唯一の桁圭iかも知れたい。即ち此の リーフ

レツトの内森とするととろは 、哲11市空港が具備すべき傑件を 、位置 、而積 、障問物 、勾配 、

地表面及交通等に分 ｦｊｾ して奉げて居るのである 。 Ｚｊ＼と 採録 せる ものは以上 の ｻ 剣 ＱＱＺ を要約せ

るものである。( 但し此のリーフレツ トは、英周航空省の飛行場建設に開する費え舎を某

とした事が附記しで あった。〉

飛行場の位置

1. 飛行場の位置11都心に接近す るこ芝、 ( lC精以内 さす 、伶都心さ飛行場さの自動車連絡1130分以

上司P要ぜざるこさ。〉

2. 地方風吉岡方向に 飛行場の敷地た定める こさ。〈煤煩、島袋、滋喜男等に謝する考慮か充分扮ふ こ

さ〉

111 2 6  



3.  ＮｬￏＮ段、 ｉｌｉ ｾ を に接近して敷地か選定ぜぎろこ さ。

柑子場の虜ささその形獄

1. 主要空路の飛行場さして 11600米 乃至900米正方形の ものた可芭す。

2. 軽飛行機用 ｚ し て ＱＱ 四固に障碍物 の すよ告限 ｾ ＩＺ普遜 ＳＵＰ 米にて足る。

3.  飛行場さして 11方形の敷地 か 最 遁 さ す る し か か る 敷地が容易に得られずμ 、時に 11 T.  L 又 11

三角形で L遁蛍な 長 さがめればよ い。 ( 中略〕

障 碍 物

1. 飛行場附近に高層建築物、煩 突、電柱等の取除き悶維な障碍物のない地方や選定する 二さ。

2. 持得物 11 、 その地微か らの涼iの 10併に等し吾距雑化げ、着陸有効広域1" ，" 減少する。く以下略〉

以J-，の如く興l味ある ii て意事項を穆げて居るが、と れには別K 強制力がある語でない矯め

賀際問題としては、殆んど意 味をな さない までに無税されてゐるのである。

者11市: 引を として、そ の機能を充分K 裂がfi せんが矯めには、問来得るかきり都心に接近し、

都市と の連絡時間 を帰紛iする様にせねばならな いのは勿論であるが、普通一般に20分内外

を以って民:大限 とされて府る様である 。 ( 都市左 犠i径と の蓮華併に30分要すとせば、それは

我聞の現:1犬では 、j厳存機が羽 川をli 11殻して箱根111の航本蛾宅の とと ろ に 達 した時間であ

る。)

ｾ＠ 7  

如J好:ii511条件 l、ー にある抜問のシ完治は ‘ 事賞に如何なる現状であるかは 、次の表 と岡両が千l'

効に説明するであらう 。( 第 4 表参照〉

第 4 表 ・ 我 閣 の 空 港 一 覧 表

1'; 手霧 F斤 在 地 ｉ ｾの ｫ 別陸 |滑 走 区 域

面 積

考

( 千平方米〉 く機Jj主〉 備

東 京 空 港

東京市議問医務岡江

降

東西 600m 

529 北北西

戸見町J 南北 600m 

大 阪 空 港 大阪市大正区船町 71t 陵 東南北西

720m 

350 東 西

71t 上滑走医域

400m 11大阪築港外

flfft 関 空 港 l

悶 悶l際糟尾郡大字書モ

陰

東西 790m 

642 

多 南北 800m .  

同 2  名同 島

多々支村 大字

71t 南 北

属 関海東寄71t

薗一 帯

名 古 屋 空 港

名古屋市南鼠稽71t新

71t陵

東 西 550m 

322 

夏 南

同 南北
750m 冬北西

松 江 空 港 松江市灘町233の l 71t 

長 3，300m 

西 北

幅
1，800m 

宮 山 空 港 宮 山鯨締主主君日令垣村 陸

長 700m 

264 北 京 L 字形

申高
2 5 0 m 

新 潟 空 港

新務村潟l隊北読者郡松) ; 崎
陸

長 600口百

447 南 東 L 字形

幅
150m 

都 減 空 港

宮市崎村膝: : l t 害者膝郡五十
陸

ff. f 山 空 港

朝 鮮度倫南道蔚山首

陸

東西 600m 

180. 9 L 字形

三 山里 南 北 600m 

註 10 昭和十二年用都市年鑑及御周綱男; 我鴎の空港、都市公論、第 17巻、第 11g ) ，t 参照・但し煽岡

第 1 空港 11航空局大阪支局へ電話照合に孟って得1:結果すより。
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360 

290 

m

m

m

m

m

一

∞

∞

∞

∞

∞

一

6

6

6

2

6
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第 4  闘

。
困雲港密 度大

大

1'1 

そとでｩ￞Ｈ後に 、 我凶の代表的容 ｩ をとしての点点ｾＮＨ ，住」立大阪空港の現献に就て若干の 批 評

を加へ本稿の結びとする。

凶際的危空港として点京宅地は 、昭和 4 年の創立蛍時は 、立川の飛行第 5聯陵の一部を

使用して定期航空のサーグスを行はねばならない程貧弱な欣態で、空港の設備としては 、

木造起諜の事務所や鎖科治の一時的特納庫及標識燈共他を設置しであるに過ぎ友かったの

であった。乍然軍事月j の飛行と定期航空の飛行とを併刑して行なうと云ふと とは常に不持11

合が生じみ:jいばかりでなく 、立川 と去へば東京騨より 、直線距離で30粁以上も敵れて居る

ので 、輸 送 ｪ 嘉手先上幾多の不もｾを生じ、 航 空事業務主の矯めにはむしろ障害となる場合の多

くるるのを恐れて、遁信省 とし ても長い間i虫歯な候補地の選定I ' L ) 偏心して居ったのである

が、結局五ｉｦ岡 ｉ ，Ｇ， ｾ￰Ｎ 戸見 ｉ ｉｉｔ の埋立地に飛行場を選定し之を東京寝 ｉ をと した のである 。 ｦｬｬ ち ｈ 日

平U6 年に至り江戸見1111なる勿 fHＱＧｌ ＱＱｾ 行場を建設し定期航室経営に支障友い程度に、一部そ

の壊 ｨ ｾ を告ぐるに至ったのである 。 そと で航空 ｬ 険法合 ｩｬ 止 も立川 より此臓に務事 事し 業務を開

始し現在 I'C主IJ って居るのでb るが 、閣際空港と して此の地が、はたして適地て・4うるかどうか

は、筆者の調査 した範闘の資料では 、必十しも遁地と 云ふ課には行かないのである。元来

のllt の位置はifu: 老取川の東方に位置 し、西北方は荏原の低き丘陵地帯 を、西;れま多摩丘陵の

木端、向丘 日吉、鶴見の丘陵地帯を擁し 、東J J・及北方 I' I 東京i替に面して居るのである 、け

れども、此 の主主 治が位世する周回の傑件は、必ヂしも、飛行機の離着陸ｉＧｌｾ列燦件を健供し
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て居ら左いのでるる。而も初聞の空港 と云へ ば16雨坪を有する柑めて j長大 左る飛行場であ

ると考 へられて居るが、貫は全面積の約 1/4 しか ( 有効離着陀聞積〉使用 してたEいのであ

る。 他は荒地のま L 雑草の生繁にまかせである駅態である 。前記の如く此の敷地は、東北

は ｩ 毎に面し ￯ｾ ， ｩ は京 ｬ 査 電鍛の 湛怯 ｬ 地の橡定敷地及鴨磁場があり、 ｩ 何回には 追 Ｇ ｩ 120) { もの煙突

3 本も有す硝子工場 ( 底止工場〉が存 し、西側は海老取川を隔て ¥Lドt!!ーなる I:H:kmである。

が然 し、此庖に問題となるのは、航空機の脅依着陸のか向に〈恒風と半行主考へて〕支障物の

有無の問題である。一般に、此の空港に於ける恒風の方向は 、南北とされて居るが、( 第2

表参照〉幸ひ北は海に面し、而かも 、深水は浅いので 、汽船等の停舶により楢の林立から

、離着陸に支障を奥へる事はたにいが南の側に於ては、 I時磁場及羽田の穴守を取園む梢高い

松樹林或は 京滋電銭の ｩｾ 是の家用浴場の煙突告書［ が 空港に隣接しであ り、常に定期航空に従事

するパイロットの示11経 を悩まして居 るのである。故に東京空港 としては、現在の未開設の

部分を完全に憤張すると同時l宅、此の空港に隣接して存在して居る支障物に劃する徹去若

くlti 移轄に釣する徹底的な方策 を講l ' る のは目 下の 念務であらう。

ヨたに都市計霊的に見て、シグイツクセン ターと此の空港とを結ぶ連絡距離は、決して理

想的とは云へたい。故 lモ直接連絡道路の完成 も、此の空港改善の最も重大友要素のーでる

る 。 共他に此の空港の直接機能を阻害して居る支障物 ｬｴｩ 、前記のもの以外 ｋ 他の目的の Ｑｾ

めに行ふ飛行が此の空港で行はれて居る事であらう 。即ち各新聞祉の格納庫及飛行製校等

の各納庫が棟を並ぺて恒J l . の方向に建ち並んで居るが、之れなどは将来別のところに移轄

さるぺきであらう。

ラたは木津川尻にある大阪空港であるが、此凪などは 、金く無方針に定められたのではない

か之さへ思ふ。此のささi港は嘗て来Jr 聞紙上を賑かしたる優秀パイロットの蟻牲者を出したり

或は又航空事故の屡々惹起せしめたととによってその悪名，を天下に轟かして居るのでるる。

元来木津川尻にある大阪空港 と云ふのは、大阪市大正匝船 IHTにある大阪市の埋立地で あ

ったのである。市が空港として閥係書局に提供した面積は約 6 高坪しかえEいので 、之れに

陸軍用地としての空地約 4 高坪を合した、大略10高坪( 航空統計ーによる と35高三，;:米 とある)

の威さが現住の大阪空港である。耐も水上機の嬬め には木津川 'i"I 口を連接する大阪築地外

水面一帯主、しである。

然るに、一方・海港としての大阪港は不景時代にも拘ら歩、相嘗目醒しき登展をなし、 HJ

入船舶の増加、貨物の集散等は、盆々その盛況を極め、市は大正の末期K 港湾擁張の目的

を以って新港設計の樹立を官余儀なくされて居るととろへ、昭和 9 年 9 月の風水害と云ふ乙

主にたり、今や鋭意之れが復興事業完成に工事のテムポを早めて居るのである。知新築港

裂展K 束IJ 戟されて建設されたのが第 5 表及第 5固に示す如き多数の大小の工場で、あった。

( 第 5 表及第 5 岡参照〉赴等大小の工場が符集する工業地域の』真只中に、而も現代都市の最

も尖端を行く航空輸送機闘のタ - i ナ J レなる 窓泌の敷地が立むEされたと 云ふのである から
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第 5 表・大阪空港木津川尻附近工場調査表 明 市 計 蛮 大 阪地方委員合調査) 1  

同 |

工 場 各 品| 敷地坪鍛| 膿面積| 原動機

( 坤】 t鮮〉 馬カ費支
職入工数I 高趨尺 1  ;構突 造

日本ヂヰヰラ pレモー

自 動 車 各 種 8，678. 16 715，451. 08 409. 5 1，230 80 

餓筋コ Y

タース株式合枇
IJ l} ート

2  旭石油株式合枇 鍛 池 2，482 ∞ 180. 76 105 7  

3  小倉石油稔式合祉 石 ?自 2，490. 00 424. 【氾 l  7  

道路舗嘉アスフ

4  日本石油株式合社 アルト、自動車 4，827. 00 761. 65 12 80 

用モビル泊

5  

日本 ヂヰヲルモ - ?10

自 動 車 、 車 惚 4，849. 1 311，302.26  279.25  280 80 

餓筋コ〉〆

ース株式舎 祉
ゲ リート

6  株 式 舎社久保 岡鍛工
童事 物

17，012.62 1，523. 17 143.  220 60 同

所

160 餓筋コ Y

7  式大限合祉皇室業セメゲト株

ポートラゾドセ

1  IJ l} ー ト

メ Y ト

12，897. 75 7，601.16  11，653. 5 160 同

99 
餓 板

75 
同

8  株式合最士 γ ヤリ Y ! r

餓 板 、 勇 断 2，021.29  707. 66 156. 5 35 

工 場

9 1l i 島 綿 工 業 株 式 舎

tド 骸 炭

120 餓 板

タ ー か 類

5，403.29  1，595. 53 210 60 同

60 餓 筋

10 

ライ ミ'7 Y ?J " サユ/ 石油

石 ?由
3，869.74 837.29  32 15 

株 式 舎 社

77. 8 煉

132  基

100 餓筋コ Y

IJ l} 一子

11 大阪製織株式舎枇 工業用鋼材銑餓
20，748.00 5，467. 86 2，663. 5 290 150 同

102. 3 餓筋コ Y

IJ l} ート

99 同

じ36 同

65 

12 放式舎祉大阪餓工所 記監 紛 14，887. 80 1，437. 96 160 65 煉 及 俄

65 

13  日本人透肥料舎泣 硫 巨費 15，623. 52 7，380. 97 569.5  180 lCXコ 餓

14  日本鋼 管 橡式含量土 亙 硫 酸 英 の イ也
9，344. 86 1，323. 15 205 

2 1. 6  餓 板

2∞ 同

15 帝圃人造肥料舎社 遜憐酸割合肥料 11，304.70  3. 661. 08 327. 75 70 88 

餓筋コ Y

グリート

16 
合 資4骨量士グ ノア製肥

遁燐酸菌E合肥料 3，734.25 1，607. 17  191 

20 火泉抜餓

料

60 同

17 日本鎖油製作所 機ｾ 泊 及燃料消 1，931. 25 356.34 50 10  9 餓 筋

18 中山浦繊 板 工場 豆 鈎 引 用
120 餓筋コゾ

く1
ゲ リー 1、

18  
同 ?}量 銭 放 11，830α 〕2，73し758 6，445. 5 510 

120 同

160 問

( 2)  
160 同

18  同 硫 酸 俄

凶 0 同

o  
160 周

19 星製議舎量士 化 粧 用 石 鹸 30，548. 03 3，450. 08 162. 5 

77 

10 

87 

株式合従藤永岡造船

20 塗 脅骨 14，887. 80 1，437. 96 160 80 煉 及 餓

所一
40 

21 同

申告 透
27，970.96  9，位9.64 1，851  

)  ， ［ｾ餓 管

車 輸

z ，030 i  12 8 5 同

22. 08(未}

“1 3 2  
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本表 I! 堺市技師加疎喜子吉民の好意によって蒐集し得1: 事た附記す。

若手扱 I! 第 5 固さ参照使なる銭 めに附しれ L のなり。

、 どだ い無 現が生やる諜である 。 我凶には昔から 、 ＱＱ 市匝改正 ＱＱ と 云ふものがありしかも ＲＰ Ｎｩ Ｑ ｾ

前にそれが郁子 ＱＱ 計霊と云ふ梢 ノ 村民 化された形で 、 首 ＱＱ 市 の改良 、改 善に乗り ｈｾ したのであるが 、

現代では、都市の要重施設、然もそれが只に一都市の経憤を左右するばかりでなく 、一閣の

経械にも影響を及ぼすであらうととろ の 首 ＱＱ 市 重要施設が 昔 ｛Ｑ 市計 壷 と は全 然 Ｑｦｴｾ 附 ｬ 系 ｋ 行はれ

つミあるのであるが、此の空港の場合友どは 、正 l亡此の間の泊、，Q、を ltlj[ 鰐に物語って居る o J!1l 

ち此の大阪の空港はか L る事↑l!j の放に航空il漁迭を目的と して図際空港としては 、全然無償

10直なものでるると筆者は思って居る。嘗て此の宅地の移韓問題が協頒して居った時、たまた

ま鶴原氏の貰い犠牲を出すにｦｦｩＮび、此の問題ｉＧｌ ｦ 自卓 をかけ 、 所謂大和 川 尻及阪市 ｉ Ｑ 間へ のｻｾ斡

問題が怠起し、ｉｪ ｬ 論乙駁あり、 ｬ 喧々 ー は々裡 ｦ Ｇｌ Ｇｾｩ 時のジャ ー ナリズムを賑やかにしたのである 。

筆者は、此凪で大和川尻 Cili の

埋立橡定地〕が空港として泡地で

あるや否やを論じたり或はがrf 淵仮

市11問の鳴尾F付近へ空港を移特すべ

きであるとか云ふ様友具m" ; 的な批

判を加lへる事は絶釘的 l亡避ける議

定でるるが 、今止!: J . il 主l亡第 5 表の工

場調査を採録したのは 、木津川尻

は勿論、所謂大和川尻も、地理的

にも或は叉地域的 lともはたまた気

象的にも決して好傑件を備へてな

い事を判断し侍る資料を提供した

までピある。

第 5 表の大阪3空港木津川尻ド付近

工場調査によると 、( 第 5 ｛ｉＺｾｉ 参 ｊＡ自 〉

調査 1: 場 数30の内、煙突 を有 した主

い工場は僅か 6( 全数の 1/5 ) に過

ぎないので 、他はいづれも大小の

位突を有して居り、共の故買に56

第 6 闘 ・大阪空港事務所屋上より中山部餓板工場の短突

1，t 墓む、右にわる短い二本の煙突に飛行が衝突

しれ銭め 160尺高のものを 120尺まで低くし1: も

のでその - I! 工事中のものなり。

第 Ｗ 闘・問所より木津川没りある字治 Ｇ ｾ 火 力霊 堂低所 定 ｐ 翼

三塁む、通常I! 比の温突より紫煙もうもうさ立ち

のぼって居る。
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本ｾ教へるのでるる。 而 かもその高さはいづれも 、 ＲＰ 米 乃 至 ＶＶ 米 ｋ 達するものがある。即

ち25港の周園が知新煙突の林立する工場K よって国撰されて居ると云ふ事は 、定期航空K

従事する飛行機の離着陸に大たる危険を件ふもので、現に 、中山滞鏡板工場にある煙突友

どは 、 決屯の琵悟を飛行場へ ｬ 出入する飛行士ｾｚＺ 9i ! - へてゐると体へられて ゐる。 即 ち弐に採

録した蛍時の業Irl 羽記事の抜本は此の間の事f i ! f を雄主I f : に物語っ て ゐ る。 ( 第 6及第 7回参

照〉

大阪木浄川 にあ る滋信省の大阪飛行場ザ夜間飛行に 11全く不適営であるさいふので 、昨年十月空輸

令肢の全操縦士結来してその移鴨促進在進言して 一般の注目 7J?()¥いすこが、 その大限飛行場で同月二十

七日に 11 早くも夜間下 り郵便機が煩覆大破し、更に六日午後に 11既報の如く 同飛行場で叉も郵 便機 が

飛行易隣りの中山製鋼所の大淘突に衝突して墜落大破し西操縦士11重傷た主主つれ惨事が突軍をする lこ

及び、去る十一月一日 5辰吉もかくも必、死的覚悟で夜間飛行に従事して居る; 。( 以下略〉

加 之に 、 か ｌ る多数の煙突より ｉ Ａ 十 ｈｾ す煤煙が如何に 空 港の機能を阻害して居るかも想像

にあまりある。尚 段、大阪府件発言部工場課の調査K よ り、煤煙過度の件で摘聾された工場

で宇治電気木津川護電所と去ふのがあるが 、之れも、此の空港附近K 存在する有M友る 工

場のーったにのでるる} 此の外に鹿壊を飛散する工場としては大阪窯業セメ ン ト工場、大阪

￯ ｬ ｪ の塵芥島理工 場ー等も此の ド付近 ｾｱ うるのである 。そ して之等はいづれも附近の住家へは初

論 、空港に悪影響を甚だ しく奥へて居 るのでるる。次 K 叉気象上の傑件から見ても 、此の

木津川尻及大和川尻にかけて、温度の高低の差によって生ヂ・る自然瓦斯( 濃霧) の甚だしい

ので有名友之とろたのである。如J好悪傑件下の空港K 於て怠jl漁合iIi土lri パイロットに夜間飛

行を強制 して居る課なんであった。之れ主主どは同合祉が飛行士に自殺を強いて居る様なも

のであると筆者は極言 したい。

ｾ＠ 8  

以上は只軍に 、東r?，宅t告と大阪空港に劃する若干の批判を加へたに過ぎ友いが 、今後我

閣の航空事業の湛少食! 長に件って新に空港が設立されたり或は叉現存の空港K 釘する改善

の方策が調査考研究され ると忠ふが 、その際空港の保護K 閥する問題が重要K 取扱はれね

ばならない。が然し現花ある法律の ;1によって如何の程度にまで保護が可能であるか 、此

の鈷に就て若干の検討が許されるならば先第ーに考へられるのは 、都市空港が、都ili 計i!i

ｉ ｾ 域内にある場合で 、 此の場合には前記 の 如く市街地建築物法 の運 用が考へられる のであ

る 。 即 ち法第 ＱＱ 傑 ｋ は建築物 の 高及敷地内 ｋ 存すべきｾ地 ｾ￭ｩ し 別段の規定を設け 得る遣

を開いて居るのであるが、此の法律にもとづいて規定されたのが同法施行令第11傑であ

る。此の規定は 、建築物の高の最低又は最高限を規定し得るのである。今其の全文 を示せ

ば失 の知き ものである 。

註 11 昭和 九年一月八日 東京朝日参照

設 12 昭和え舟ー二月八日 大限毎日の夕刊参照
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第十一線 行政官民 ρ 土地 ノ状況ュ依 lJ 4寺ュ必要 干認ム Fレ干寺戸区域手 指定ジ、英ノ区域内二於ケ Jレ

建築 物 ノ高ノ : 最低限度叉内最高限度チ定ムルコトチ得、く11)

• • 
とある。 此の規定は 、土地のJ伏i兄K より 、建築物の最低又は故直i限度を定むる事が 出来

るもので 、此の規定を運用して空港敷地境界 1
1付近一帯の地域に劃 して離着陸に於ける飛行

機の上昇角度等を参酌して高度地院を指定 し、到2築物に劃する尚さの制限をなさん とする

考へ方である。本法は市街地建築物法 lと規定する建築物に到してのみその効 )) を愛するも

ので、それ以外の物件K 制しては効 )) がない詩zであるが放 に、此の割に附しては 別段の研

究が必要である。

三九:1亡ささ港附近に於け る人工的に煤煙を著しく l1i牟什iする工場vc 12":1 しては然るべき島理を命

ヂると とも、此の法律によれば可能な詩である。即 ち同法施行規WJ第40依ノ 2 tては次の如

く規定 してゐ る。

第四十傑 ノニ 地方長官 ハ汽餓尖ノ {也多量ノ燃料チ使用スル設備ニ封ジ共ノ燃料ノ種類 、盆及土地ノ

状況ニ依 lJ 煤煙チ霊堂散 セザル装置ノ設備チ命ズルコトチ緑、

と、 あり 。前言日高さの制限の規定と此の規定との運用によって成る程度定地を保護する

事も可能である諜である 。が然し、質際問題としては 、飛行機の隊着陸の方向 l乙於て 、支障物

がイ千代する時、 之れが移輔、除却 も命ぜねばなら友い事は岱然考へられる事であるが、此の

場合常に補償と云ふ頗る面倒友問題が附随 して来るのである。此の嬬めには 、建築物にませ

する行玖 措 置として 、 法律の江 ｈ Ｗ 傑及第 Ｑ Ｘ 傑が用意しであるのであるが 、 此の場合 ＲｍＷ Ｑｾ 長

にもとづいて措置し得る様ι 忠へる。即 ち此の規定に従へば 、

第十七{ 際 行政官E車内建築物左ノ各放ノーニ該世スル場合ニ於テハ尖ノ除却、改築、修築、使用禁止、

使用停止尖ノ イ也ノ必要ナ U 措置チ命ス勺レ コ干チ緑、

保安上危険下認 ムル下寺

二 衛生上有害干認ム w 干者

三 本法叉 J 、本法ニ基当 テ後スル命令 ニ主主反 γ テ建築物チ建築 γ タルトキ、

と あ れ l放に本規定に従へば所謂「保安上危険」の部類に入れて措世し得る事の可能性が

考へられる諜である。若し柿備と云ふととになると 、補償審査合などを設けて之れを審査

せねばならないので、事質問題としては、手続共他が煩雑て・宜nJ的で、ないと忠、ふ。けれど

も同方制子第17艇の補償をなす場合の規定によると 、三点; の如く規定してゐる。

第十七係 市街地建物法第十入憐第二 項 ノ規定ニ依リ損失 チ補償スペ寺場合川左ノ各務ノーニ該岱ス

Jレ場合ニ限断 、

( 一、二 、三及四チ省柊ス〉

五建築物ノ高又戸建築物ノ敷地ニ存セジムベキ空地ユ閥スル規定ニ基寺建築物重要構造部ノ除却

チ命 17 タ2レ場合、

そ ζ で止!:J.j包K 問題 となるのは、高度地匝を指定し、施行令に従って補償審査合を設立 し

て之れに備へるか、 或は又法律のみにより所謂「保安上危険」と認めて之れを措置するか

註 13 く11) 11昭和 六年 卜二 月二十凶日初l令第2ヲ4獄による迫力目 、
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の問題が依然として掛るのであるが、此蕗では 、そのいづれによるかピ遁嘗なりやを決定

するの必要を認めない。只事賃上災害或は惨事を惹起し易い空港を 、より安全君主ものにせ

んが矯めには 、嘗局に若 し賞際的の決断の意志さへ遣うれば、その遁は前記の如く 手近に 3うる

ととを指摘すれば材高の起草の目的が達し得るのでは主主いかと思ふ。只蛍f f ! J がいたづらに

封面や縄張上の問題に 、とだはって 、事責上簡貰に防ぎ得る災害や惨事を 、放任して居る様

な現朕を遺憾に思ふのである。閣家の仕事はあくまで、チームワークの精神で之れを行はざ

れば、い くら行玖機構の改善を絶叫したとて、それは馬耳東風に等しいと思ふのである。j {i:

者が嘗て 、此の問題に開し上司の指導の下で I 年有徐を費 して作成した案も、結局縄張J- ，

の閥係で、対易を見守に葬られた如きは、正に此の間の事的 ーを 物語る Ｍ ｾ例でもあらう 。

いづれK せよ園家の仕事であるl製り、現夜遅信省航空局の持つ強制力で不可能の場合l去、

内務省の持つ強制力が巧みに結果合 して、之れ を補強してとそ 、園2誌の仕事が無駄たく

経情的に遂行が出来るのではたいかと思ふ。即ち此の者1I市空港の場合には、交通上の問

題としても遁信省にも内務省にも、はたまた鍛遁省にも聞係を有する問題主主るを以って、よ

ろしく 都市計董的に之れが解決策 を練り 、一日 も早〈災害や惨事の軽減に努力してと そ、

行攻組4お軍用の妙も味ひ得るも のと信やる。然るに我園の現献は 、各官腐は勿論、小さく

はー官鹿内ですら、国家経由上の損失や、貴重伝人命の犠牲をよそに、縄張上りの争ひや、

健面問題に浮身をやっして居るのである。即ち大阪市の賭面にかけて大阪空港が大阪市内

にあらねば友らぬたんで考へ方が、先づ以って島国根生的危小園民的ナローマインド友主

漉であるまいか。ましてや 、恐るべきスピードを有する飛行機ゎ場合に於ては、大阪1 ' 11' 域

なんてほんのー黙にしか過ぎたいので、必やしも狭い行玖匝域にとらはれた考へ方の必要

I' I 毛頭もなく、あくまで都市計霊的に 、地方計重上の交通問題 として之れ を調査研究し、

あくまで技術的に科態的に之れが遁地を見出し、園家の航空運輸のt艇に貰すべきではある

まいか。L終り〉

111 3 6  
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電気科皐館と同館内プ。ラネタソウムの

概 要 立 立 に そ の 設 計 に 就 い て

新 名 手前 夫

1 ・ 建 築 計 量 の 概 要

電気科穆館の建設は 、昭和 8 年の電般市営 10刷 {I三記念事業 として計重せられたもので、

確か、そ の前年のH

弐て. 忽H昭自和 8 王勾年Iド三斗lに乙は 、との建築計聾の1需に委員合が組織せられ、i li 附係者のほかに 、建

築家としては武田五一氏、 i. ! . i 字問責氏、 長谷部銑吉氏、電気の) ，而から伊i I 祭圭二氏の諸氏

が参加、その委員舎で審議決定せられた原案 を土豪 として、ili 営繕課l亡於て設計-を完了、1

H付和 9 年 5 月十亡工事に着手した次第である。

但、背; 初の案1rJ: 、その内容に於て今日 !竣工したものとは多少の相異があ り、 5 階が公衆

食堂、6 階が スタ ー ド リンク、 7 階がその視覚席となる議定であったが 、工事中 、機械

購入費の鈷で行悩んでゐた天象館( プ ラネタリクム〉建設の機運が熟し、同時に 5 階の食堂

は末| 療保・の陳列室に盛夏、6 階、 7 階のJ -.I' C 8 階を増築して、 6、7、8 の 31智を貫通する

内何18m、外需 2 0 m徐のドームを架けてととに天象餅を設置し、スタート・リンクに代へ

るととと友 った。

上部天象10j' の ドーム の部分を除けば、建築は各階何れも、要するに 成い陳列場であり 、そ

れに必要K 膝じてライト ・パーテイシヨンを設けただけで 、とりわけで数へるほどの特徴

もないが 、設計土.多少特殊たり& 考へられる黙を強ひて禦ぐれば 、

1) 3 方道路K 商した敷地の特殊性に依って 、建築雨積を敷地の80%以上に とるとと が

出来た馬に、敷地面積を概度に利用し得たとと 。

1 ) 建物の特殊友用途の潟に、特に地方・長官の認可を得て、地盤上の高さ 53. 5m、階数

15，'皆の高塔を設け、その最上部の 2 階分約 6m の問は四周をプリ スム・ク' ラス張と

し、内部の照明装置に依って、夜間装飾的効果を護揮する様計 聾 したとと 。

1 ) 西及南の主要道路に而したl I i 皆「市電のJ.! J の部分は 、陳列窓の前而が外壁の柱型

に煩はされない ｾｉ 亡、建築線より約 Ｓｭ 後退した位置に杭を設け 、 Ｒ 階以上の外壁

はそれより持出した b ンア イレバーで支持せ しめた るとと 。 ( 巻頭断面固参照〉

従って、西南方の Ｒ 階以上のｾＺは凡て杭 ｬ 乞 妨げられるととたく 、 慌に連続した窓と

なり、 1 階陳列窓 2 筒所の中 1 1，ーは前市の幅約 15mの間全く杭無しで 、そ の問に夜
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問はｾｾｩｊ ｬ のシャツタ ーが 鎖される様 に なってゐる。

lV) 高塔部のエレベータ - 2 必の 中 1 査は 7 階 11". りであるが 、1査は 9(唱で小型と乗り

ｴｾ へて ｪ 持 の 上部 ｬ 亡述する様になってゐ る 。エレベ ー タ ー の莱 織ぎは ア メリカ のず ｾｽ営

地築などでは珍しいととではないそろであるが 、投開では 1 つの新しい例であるか

もう Ｚ ｮ ｾｬ ない 。

地工 l亡就て l士、電気付の大島氏が現場段停としてそ の街Irc Ｇｻ ｾＧ［られたものであるが 、 建物

が狭い敷地一枝に建てられ 、 材料置場 、 仕事場は Ｐｊｾｩ 命 、コ ンク ート・ シユ ート を建てる場

所すらなく 、附近も亦目白の場所のと之とて 、1 昨の: 宅地もなしとの貼施工者側でも非

常に! 不i難を感じたと| 社l く。き;4・にも屯]' 1王道路を隔てて長塀川l ' L i雨し、水運の使に恵まれて ゐ

た Ｑｾ Ｑ 亡麓 介は救はれはしたであらうが 。

その 上 着工後数筒月にして閥商の大風水害がる り 、 餓骨工事 ｬ モ ｾｩ プラヰ・タ リウム への構

［色 ｾ ＢＧｊ 大盤 Ｑ 更などもあって 、よじ Ｑ 院的長いて朋を要したのも ＱＡｬｾｦｬ ｜ｬならぬ次Ｇ引であったと思ふ。

合間ーにrlh紘の部分が多く 、而 も日t芸部の窓サッシコーや連鎖25: 上の庇たどの桜花 、縦又は

t-Jt '(I 亡同一 i仰とてi I t 疏l亡過した部分が非常に多い建物て・あるから、現場防l係者の苦心は想像

以上で・あった ととが感じられる。設計| 綱係者の一人 として、と の貼多謝のほかは友ぃ。

建物 ｪ は全開として「屯気 ｮｾＡ 館」 の 名前で呼ばれるべき性質のものでるるが 、使 Ｑ 工ト ｌ と

れを電気料理さす' ，; 'と天象館 ( プ ラオ・タリウム〕と l乙大別して 説明すると ととす る。

第 1 [函 ・ 寵 無 料 皐 館 桜 翌日ー

1 1 1 3 8  

2 ・ 電 気 科 畢 舘

境川の大阪市ー電気局鹿合 5 階にある電気普

及館と 、同所 1階の「市電の庖」とは、と の新

設'f l ! 気キ: ¥穆i l ' r1・の先蹴であると言へやろ 。

活気K 闘するとの種の施設としては 、上野

公民il の料壊博物館( 文部省設立) 内の屯気l亡附

する部門と 、川崎市の照明感校( 束屯の設ー江〕

との 2 つがあるが、前者は電気I ' L [ij Jする根本

原理をまIpJ f f l ¥せしむる資料の陳列 を宅とし 、後

者は 、前述の屯気3llt 及館[ と同様K 、 +- : として

屯気照明の判U} { 宣怖を目 的として ゐる。

|庇l ツ橋の屯気料製館は 、1階をrih'屯の j吊」と

して 、 電気器具のｼぬダ ｉｊ ｗｪ ［ｩ ｾ を行ふほかは 、 ｬ 七

て屯気臨fll の最新の設備、機械、器具等を蒐

集陳列し、電気知識の普及は勿論、電気文化



の一般生活への導入 、 電気に開ずる護明の指導 、 特許新案品の紹介等 の 役Ｇ， ｾＮ Ｇｊ を受持た ろと

いふ の が 、 その主 要 Ａ な 円的 である。 ｾ ｉ ー とし て 肱月 Ｑ の ルー而 ｬ 亡電 製 ｉｾ を置いた賠が 、 と の 官 民・ の特

徴と 芦へやろ 。

以ー卜‘ の 口的のnl 亡、rtr lのlぬタIJ のほかに 附俳事業として 、関係同手i-の抱W1そ/.1¥、電気t亡

!摘する各種の調査研究とその報許諾:の作 成/+'，版、定期刊行物及古来lの，'1¥版頑布、 取校の;課

外教授&. 講演ず守のHii し、電気に附lする相談への[f/s答なども行ふととになってゐる。

館内の 陳列 にはJ t 常に興味深いも のが多 いから次にそ の概略を皐げると 一一 。

2 暗 弱 電 無 電 館

すーデイすメータ一 、性能検査棒、簡易潟llt 電話主機、N. E. 式潟l f i . 電話主機、共定式電話交換:Il 壁、自働

式電話交換機 、テレすーグラフ 、テレタ イプライタ一 、定井正銀首ニ機 、デー リー グラ 7 、電波賀験終鏡 、

中縫放主主 に闘する説明袋E輩、ホ γ ノフブ『ーユヘ マゲナ スコー プ、 カーヂすグラフ 、主主方制御装置 、 トー

当- t J 故映立立映3認をま聖書袋程 、 トー寺 -tl故映録音機及映潟機 、16 ミリ映稿、交流受信機、光線電信、 テレピ

［Ｏヨ ｙ 電話貸験袋置 、 各種Ｎｴｦｦ幅 Ｚ 方法 ｾ Ｗ 井 Ｒ レターの動作資験装置 、 マヂｾ )J Iレーム 、各種光電管C射撃練

習装置 、問自働選別 、問自働検出袋置、盗難首長防袋置 、船舶用 弱電無電J! I! i .用機器 、飛行機用弱電無電燃

用機銃 、鍛石整流装置 、マイクロフメーゾの炭素抵抗貸主主装置、電系振動及聖堅調質検袋置 、同波長測定袋

置 、 超短波レ ｾｉ レ線 、 サイラト口ｏＯ ｪ 府主装 置 、 騒音測定装 置 、 無理 ｚ 絡放定資験 、 無波 長 治 療機 、 餓脈務

見奨置、周波数分析機

5 階 電 力 電 熱 館

ＱＶ ミ リ 自動映能 、 抵抗催 、 エルー式奴 光催 、 官 ｚ 熱毛僚機 、 誘導線 、 ス オ， Ｇ ｾト電 長王 寺容接機 、電 熱 材 料 、

温風電熱乾像機、官Z熱乾燥機、電熱育器産務 、電熱ロ ール 、温皮測定器及湿皮調整袋置 . 電熱基礎、電動

力基礎、 各種冠動機、 回純計 、 各種高盤機、 繁流器及各穏滋営重十、機械運動模型、小型電動機感 用機

械、定泉時計、官LfI正工事模型、笠井正調笠 Pレーム ゲー ヲー鍵置 、ピール製造工程模型 、徒動力感用機械、

縮彫機、新宮号明考案機b露骨器具類、新聞印刷用高漣皮輪縛機 、クー プルカー模型、主主週日電線、水道利用意苦定

焚授、円ー プ ウエー模型辺 、火力強電所、デ イー セルエユ/ ヂ y 、 .}l ' Y リY 自動車及官i ' : f I ま自動車模型、家庭

用電熱器料金貸裁量安置、 トロ 1] _ ーパス 、 路面電車及エスカ ー V ? ，- 模型 、 :豆電系機関車、 J慎重電車模

型 、電系機開幕模型、スタピラ イザー、 鍛石分離袋置 、官Z泉浮水機 、電泉牧盛装置 、跳開橋模型話 、霊泉

起電機模型、特高} 育f ，早子、超 周期電動機、

4 舘 照 明 館

飛行場照明模型 、 防空 賞 ｾ ｴ 兄パノラマ模型 、 外廊照明 、 Ｑ 6 ミV 映潟装置 、 光撃感用務械類、 闘案構成

器 、コロラマ照明 、建築ずラス熔用照明 、建築イ七照明 、光彩移動式袋飾照明 、特殊器具 、回光遜信袋置 、

無影Ｇｦｬ￭ＧＺ燈 、 ｘ 線工業路用 例 、 聖書科用 ｘ 線 、 聖書療用器具 、 水 泳プール照明 、 自 動 複ｾ袋置 、 街路照明 、 電

球製作過程説明 、エフエゲ干マ γ y、H，Rでま轄しむ音楽、舞選照明 、光交響楽用 デプ マ一、各種デユ/ マ一 、

照明さ ジーイゾグの関係説明 、災業電伎 の模 型、遂行式自動交誼整理機、自動信披装置、ス井 Y チ臆用

各種装置 、各種鈷滅器、 流動サイユ/ 、 燈肇模型 、 燈火のき遜濯 、 電泉より光までの過 程、各種ヰす y 1'tf

燈 、各緬弧光燈、光来言十、 光皮言十、酉E光 に よる照明の分絞、各種照明方式 、光の扱散質例 、反射率言十及

透過率言十、軍医 の電球に及 11 : す影響、照度の貫主主霊安置 、酉日光直腕装置 、各種電球及消費電力測定袋置 、

G.  S. 育種光母[1，1建験 、天然色プイルム 、三 原色の合成装置 、高速度運動惚撮影装置 、光の色 古物惚の色

さの 比較 、 霊堂光 慢 の温度さ 光色 さ の闘係 、 ヲヂすメ ー タ一 、 スベ苧トル ｪ￮ｬｾ 装置 、 ピーコ ｙ 、 光 祭 謄 用

資君主芸者置 、自動電泉潟llt 、照明 の色彩さ 感情 さの闘係、各種投影様 、照明強化のモデル ・2レーム等。

5 階 電 気 原 理 館

3 9 川



有線電話の説明 、無線電信電話賢験超音波苦量生袋置、電波ji(!I:章、電系振動の説明 、民空管作用説明 、

三 極及 三 短真空管 の待性 説明 、 エゲ ソ ゾ 効果説明 、 光電管焚獄 、 光ｾ効果の説明 、 ｅ 雲電気現象 、 Ｑ Ｖ ミリ

白働映善寺、i朝カ利用空安定所 、 レ ゾト ゲ ｙ 線 、 除儀線陽極線賀稔装置 、 真空放電 Ｓ 正・ Ｑ 主炎置 、 ｾ空度三放電

さの関係ￎￎＨｾ余炎置 、 聖霊感ｩｉ￭ｦ の 説明 、 回特訓 ｬ 、向 車事支子 、 水 ｴ ド官 ｚ 灯 、 電動機 の 説明 、 聖堂電機の 説明 、 回締

磁 t1i . 三相交流の説明 、交流の動力三カ率 . 周波数の説明 、低周波交流後電機、導電、絶縁及百E線材料、

すＡｙ ＧＯロゲ ｉ ラフ 、 高周波事 Ｈｾ 量 、 相互及自己誘導作用 予 電泉 谷垣［ 、 直流 ｚ 交流 の 説明 、 水銀整流若葉 、 ｦ 晶状

況流、フレ ミゾグの布手・左手法f ¥IJの説明 、層生界中 の線輸に感府軍電流1l ? 生ずる資Z輩、電磁石、閲形電流

に よリ生ずる磁界 、 夜 流 ｾ ｛ 流 により生ずる磁界 、 電系透析 、 ＡｩＥｾ鎖金 、 各磁 官 Ｒ Ｓ 焦 ｩｬｬ ｬ Ｉ ￭ ｦＺ｟器 、 覇日電盤用官 ｵ 武

百十日器、各極官Z泉3十lIif の原理説明 、積算定力計、漏電感電の説明 、導線の大さ長さ及積類さ抵抗の附係、抵

抗の接綴方法、電池の援fft言電座の関係、電流の熱作用 、電力 ・電ff!!l. 電流の附係‘ 熱電流さ熱官Z封、官Z

カさ電力量、すーム法l ¥IJ の説明 、定Jl- の説明 、磁石の説明 、安定の賀稔、各樋電線・電球線・電績の用

途説明 、 ー衣及 二 次電池 、 官 ｾａ ま資用車位 の 説明 、 地 磁系 の 説明等。

以上. 電気料製{ 併の|旅衣11物 '!) 内容 の慨 略であるが、各装置に はイ"ULもスヰツチ の設備があ

って 、訪問者は各( : 1 に スヰツチを開閉して 、'L. 4r くま でイ冴究を行ふと とが 出 来 る。

3 ・プラネタリウム

プ ラ ヰタリウム ｬ ζ 就いては 、 と れ が ｾｾￌ 宇 ｬ ζ 於ける最初 の 施設である ζ と 、 そ の 機械装置

が 殆ん ど6 0南関 lこ近 い 償 怖の もの であると と等か ら、電気料壊す'11" 内 lζ とれが設置の計費: が

琵 表 せ ら れ て 以 来、キキ) /i 市lて非常なセ ンセイシヨンを起し、その装置に就いて iは 略々新聞

などで紹介碑ではあ るが 、;. k にそ の瓶 要 を説明する と一一。

プラヰタリウムは 、日 月R 辰の位置> > . 運行を模型的K 表現する目的で、最初調乙博物館

長の 才ス カー・ フォ ン. i. ユ ラ- t W:- I: 1亡依ーって考案せられ 、後にツアイス令市 1:のパ・クエ J レス

・ Ｗ エ ｊ レド博士 の完 成した もの で、 ｾ ｉ 三 球 の 内聞全部をリヰ、 ン で Ｑ 寄ったド ーム妖 の映京聞と 、

それ に 天 間 を映 し川す映京装置と の 、大田各 2 つの部分よりたt T  ，殊 に 映 察 装 置 l'I 非 常に笹

ｴｾ￭ Ｚｦ設妙な構造 ｋ 依 っ て 、 殆 ん ど完会 ｬ こ天 慌 の 諸運行を現はすととが出来る 、 言 はピ屯 気 随 ｛

川の械 め て 精 巧 な パ ノラ7 袈置で ある と芦 へやう 。

|吹哀 装 置の原 理 は 要 す る に 一 種の幻舵機であ るが 、 との装置の持つ綿計 40伺 の幻般機に

Jfj ( 附けられた数百例の レンス11 [ . 依って、肉眼で見える天慌の綿てを映し1 - 1 ¥し、更に I決案機

を操 従 し て 、そのl映像 を運行せしめて 、完 全l亡自然の天 惜 運 行 を 模倣 するのである。

我々 の 肉1111で見 られ る天慨は 、恒 弘 、i庄及 、銀 河 、旦 雲、.&.11 T 等々であるが 、 との装 置

を 調節するとと ｬ 亡 依 っ て 、 地球上任意 の 土也賠 の 、任 意 の 時に於けるとれ等 の 天時 の 日ｾ運

行、黄道運行笥: を如 質l亡表現 す ると とが出来るのみ友 ら子 、 日月触の現象は素より、我々

が 生慌を通じて到底質 ｊｒ［ に接し符 る 機 合が ない であらう 極地 ｬ りをける天慌 の 諸相 ＭＭＱｦｴｾ 終

の夜 、 永 遠の去 、J ) l 夜匂;の講現象を表はす ζ とも可能である。

而 も、 機械の取 倣 ひ 方lζ 依 っ て 、1 日の天惜の運 行 は 50秒j う至4 介、 1 j ドの天骨患の迩h

も僚 か に 数 分l亡て賀i貸し終 るととも /1¥来 、引続き種々な る天間現象 を心行くまで槻賞せし

め狩るものである。

1 1 1 4 0  



第 2 図 ・映潟中のプラヰ? < 1) ウム

質月j 方制から見れば 、天文知護の千年&.

l乙役立つと とが第一で 、教室に於け る 1

年の講 義1r.:J: 7・ラヰ タリウムに於ける 1 日

l亡如かやと 言 はれ る程で あるが 、更 l亡、

航 i何者 、航本 家守:峨業_l -.x n壊と 深い閥 係

を持 つ ものが 、阪 念的にではなく 、質際

的 ｴ こ 天 鴨現象を Ｑ Ｇ ｐＺ解す る Ｑ ｾ に 役立つと と

はそれ以上で、得て伊 太利飛行除の jy，j米

への編 除飛 行の成功も 、ツエツペ リンイCI

械の11げよ一周の成就も 、夜間の方・位の難

針。とたE るべ き各地夜々 の且の位置を 、強

め プラ ネタ リクム 1'( 1衣ってマ スターして

置いた事 l亡jq_ ふ所が概めて多かった と言

ふ。

街、 一度 との プラ牛タ リワムの ドー ム

の 中lζ 入った人々 の忠れ難 い印象 1r.:J: 、機

械 に依って映し出 される との 宇宙 現 象

の 、秋 の 夜 ロ コ 内 然 ｬ ζ も 増して我 々 を 子 Ｚ きつける ｾｩ ｬｬｬ 秘的 宗教 的魅力で ある とい ふ。

11制亡一般人 を魅 了するのみな らや 、天文壊専攻の穆 徒 をす ら、宏、我の境に導くといふの

は、悲し 、活動寝具1C1I央 じH1 される自 然の複窯のみーが、本常の 自然 に も増して我々により

印象深いの と同じ 理由か らであ らうか。

バ‘ ウ エ J レス ・フエ J レド博[ .(: のプラ ヰタリウムが

最初に賀現したのは1924年の 8 月 、エー ナの ツア

イス 工 場の屋 トーで 、 ドー ムの内需は 16m、公開岱

日の翻 衆10，000人 に達 した と云はれる。次いで 19

Ｒ Ｖ 午 の Ｑ 月 には ｴ ユンヘンの Ｑ 笥 乙 博 物 ｾ ＱｮＱ Ｑ 己 ｉｬ ｴｙ ｾ で

却 2 蒋目 (fラプラヰタ リウムが 設けれ 、続いて潤乙

の特帯{iili はもと よ り、諸問の持fii liーに相 端、、で設置

r今日では既設の もの 下記の24何所l亡i主し、大阪i li

グ〉 そ れは Ｑ Ｑｴ 界 て・ ｕ ｾＲＴ 帯同 のプラヰタ リ ウ ムと いふ

L けである。

ｾＱｩＺ ￬ 乙 ベルリ ン、ハ ンプJ レ〆 、 ト‘ レステン 、 ラ

イプチヒ 、エーナ 、ハノーパ 、パJ レメン、

第 3 闘 . >、 ノーバの新聞社屋上の ー→

プヲヰ? < 1) ウム

d  

F 圃- に司鎖市町

l:;i13217;i 鍛I

ーIi 片
3 下 回

J  
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デユツセルド J レ

フ 、t ユ ン へ ン 、

ニ ュ ー J レ ン ベ J レ

ヒ、 7 ンハ イム、

シユツツトカーJ レ

ト

填 太 利 ク イ ン

第 4 園 ・口スアユ/ セルス のゲ リアイス天文蓋の

プラヰタリウム〈中央のドーム 〉

伊 太 利

第 5 圏 ・組立中のヰ Y ト守 j J - 7 ; (ペ リ

1 ) ν のプラヰ タリウム 〉

111 4 2  

第 6 闘 ・ヰY トウ jJ - 7; の接合部に使用

ぜら れ る金物

湾 計 典 ス トツクフ才 J レム

露間 Ａｩ ｾ モスクワ 、 レニ ンダラ ード

米 関 シカコ¥ フイラデ J レフイヤ 、ニュー

ヨー ク、 ロスアンゼ J レス

7  ) レゼンチン グエノスア f ν ス

日 本 大 阪

4. a: ーム及その内部構造

a. ド ー ム の 骨 組

H央官機械はプラヰタリク ムの主要部分であ

るが 、その構造は専門外 だ か ら と れ を 省 略

し、諮ではプラヰタリウム の映窮而としての

ドーム内部の構 造 設 備の 大略を) A べるととと

する。

両 ＺｦｾＲＰｭ 前後 の大 ドームを 、如 何にすれば

最も合刊的経緯的に組立て得るかといふとと

は 、|決寓機の機 構 と 共l亡ツ アイス のJ r ，t も背心

した掲!i であった。

との苦 心の結果考案せられたも

の が 、ダイヤモンド型のネットク

ワークである 。 とれは断面 2 2 mm

ｸＸ ｭｭ 長さが Ｚ Ｉ ｬｭ 前後 の ｪ ｦｊ 餓をｾｾ

6 岡の如きク才ツシヤーとボー J レ

J  トと よりなる特殊た接合金物 l亡よ

って 、深はlの 三角 形 を造 りつつ組

合せて行き 、そのJ -_VC厚 さ6c m位



のコンクリートを打ったに過ぎ友いもので 、との構造法も確かツアイスに特許椛があると

記憶してゐるが 、非常に軽いメムパーを以て 、五大なドームを組立てて行く極めて合理的

な構造カー訟である。 との構造法なればとそ 、最初のフ・ラ 4・世リウムをツアイ スの T. 場の屋

上などに、楽々と設置し得たも のであると思ふ。

我閑ても、品i J l戸の中央i!i 場建設K 汗; って 、その 7 ークツト ・ホー J レの一部にと む構造法

を採用するべく 、相常K 研究が行はれたものであったが、種々 f J . る理由か ら質施の運びに

至ら t'I.. かった 。

大阪i !i 屯策手: ¥) 警官官の プラ 4、タリクムのド ー ムの設置は 、丁度鎖骨の施工中に接夏決定せ

られたものであり 、J 士通の ヰ・ツト ・クワ ー クを採用すれば非常に都合のいい拡が多かった

のであるが 、地震そ の他我閣の特殊事情を考慮して、結局ドライグ ν ンクボーグンを組合

せ?とヨ皆通の構造を掠用した。

b. ドーム内部の織這友段備

三大はドームの内聞に強り詰められるべき投映商であるが、内部が完全な球而である震に

次の如き種々 f J . る駄に考慮の必要があった。

1 ) 音の集中反響の防止、

2) 窓に依る自然換気の快如を補ふl乞足る 、充分主主る機械的換気及び媛冷房設備 、

3) 自然採光に代 るべき 充分友る照明装置、

備投映商の映京効果の鈷から 、

4) 投|快商の材料は映寓効果の最良のものとし、投映而以下の壁面 は映寝中全ての光線

を消滅或は吸J ! X する構造及材料たるとと。

以上Ｎ の 如き諸 ｴｾ 犬件を考慮 ｬ 亡入 れて、投映聞 の 材料 イＷＩ 選定、そ の取 附 Ｉ ， ・法 、投映而 より下

部のF，モ而の構造仕上等を工夫する必要があった。

何しろ我問には例のたEい最初の施設である- ' -.1亡 、参考資産:1も槻めて少なく 、僅かにエ ー

ナのラ フ・4‘ タリウム の設計岡 8 枚と 、そ の簡 '1，'l. t'I.. 説 明手: ーとを唯一の指針として、而も 工事

rlJ の設計鐙更だか ら、大会、ぎで設計ーを進め怠ければたら友かったから 、出来上って見ると

案ゃるよりは生むが安かった所もあるし 、あま り重要に考へてゐたかった部分が案外大き

な意味 を持つてゐて失敗した見lj もあるが、兎も frl も、設計中の苦手予は可成りたものであっ

?に。

Ａ［Ｈ ｾ ー ｬ こドーム内の反響 防止 の設 備 であるが 、調乙 ＨＧＩ フ・ラヰタ リウムでは エーナの 例 ＨｴＮＨ ｾＷ

問) にも見られる様l亡、投l決面の後方 l亡、合! 晶板を同の様f"C' ) 長って、反響の集中 を防J l - . L-

てゐるものが最も多い様であるが、工費と施工の|材難と の貼からと の7J・法を探月jせ歩、 ド

ームを構成するスラプに出来るだけ吸音率の高い材料ーを渡り、 ドーム のスラ プ而より約

1 m  隔てて音波を通過する様な材料を投映幕をして取附け るといふプJ 法 で設計ーを進めた。

4 3  11. 



第 7 闘 ・ エ ー ナ の プ ラ ヰ タ リウム. 2 f ' 面闘

24 木 造枠組

25 白色リヰ y

26 厚 0.03"餓板、各片の大き

約2ヤード

27 活動窮民装置

28 同上袋置さ室

29 安全とり出し窓

30 I泉市首室

3 1  従業員宅

上速の吸音材料として

は、大阪の株式取引所の

立台所の壁ｾｚＺ用ひられ

て、好成績を牧 めつつあ

るとい ふ報; 'fI とぷ- いて、

カ ｊ レ アツクスをが ｾＲ｣ｭｊＧＯ

K  喰ると ととし 、投11央幕

K は取りあへや細目 の ド

ンゴ ロス l亡、分 子の市rnか

い銀色ペ ンキを l吹附けて

使用するとととして設計

を進めたがら 、一方屯気

ダ]か ら照明製合及阪大T

製部 l亡4妙見して 、次のキキ

項を調査決定する嬬 lと委

員舎を組織して貰ふとと

とたった。

1 ) ドー ム内投|快而 の

材質及仕上;方法

2) 投映1而下部 の 壁間

に取り附けられる

べき消光板の構定

仕_1--.;1/法

3) ドー ム内の音響的調査

4) ドーム内の一般照明;ケ法

以 kの各項の中 1) 、2) 、4) 1亡就いては主 として照明感合開係の委員 1'1:於て、それから

3) の項は阪大工事部の委員に 於て調査が分指せられた。

第ーに 、3) の項目は阪大の阿部博士の試験及計算K 依 っ て 、 ドー ムの内而f L .v }レテッ

クスを接り 、投 l快幕に布地 を用ふる場合、

残響時間T 与1. 6秒

とな り、 T の最適値 1 秒、と大宗でなき 1直を得て、 ドー ム内の反響l乞針する 心配は先づ解消せ

られた。

第二に、投映商の材料としては一一、

イ〉平織麻布( リ寸、ン) 厚地

111 4 4  



ロ 〉 同

ハ 〉 同

ニ〕綾織木綿布

薄 地( 太糸〕

同( 利H糸〉

厚 地

ホ〕芯地( 才リエンタ J レ・クロース 〕

へ〉 ドンゴ・ロス

ト) トー キー スクリ ー ン( 表師白色塗按碑〕

の 7 種が提出せられ、夫々無塗援の場合主 、ラたの 5 種傾の塗料を 2 回吹附けた場合 主K 就

いて、各種の試験が行はれた。

イ〉ピニ ー J レ樹脂系塗料( Vi n yl  resin)  チタン白使用

ロ) アルキード樹脂系塗料( Al kyd resin)  同

ハ〉酷酸繊 維素系塗料( Acet yl cel l ul ose)  同

ニ〕 硝化綿系塗料( Ni t ro cel l ul ose)  チタン白及亜鉛悲使用

ホ) ifU性塗 料 ( Oi l pai nt )  向上及リトボン使用

試験の結果、塗料を施す場合、投映面の材料としてはZji 織麻布( リヰ、ン) 厚地を最上〔塗

料しない場合は第二位) とし、 塗料 としては Vi nyl resi n が最も好成舗を得たと とが報 告

せられたの

平織麻布而に於ける試験結果表

比よ ｾｉ v. R.  _J  
I  o. P.  I  N.  C. _  1生 地

50 10ヲ 114 104 10 7  85 78 

各 10
0  

104 104 101 99 82 75 

方 20
0  

101 98  95  88 79 72 

向
30

0  
97  94  92  84  75 71 

の

40
0  

93  89 81 72 70  

甥I

50
0  

90  87 84 76 67  67  

皮

60

0  
83 77 70  63  67  

fL?4 ノ、、
70

0  
73 65  59 54  66  

80
0  

46 
49 I  

42 41 38  54 

獄 散 率( %) 79 7 4  78 69 78 86 

反 封 率( " )
86 8 4  81 74  66 67  

0 遜 率( " )
2  3  3  29 

吸 牧 率( り 13 15 17 2 3  3 1  4  

塗料の厚( mm) 0. 15 0 .2 0 .2 0. 3 0. 1  0.25  

反 ?J J"¥ 
30  28  29 2 8  29 26 

色
{l1j- 車最 17 18  17  15  15 15 

I3t f号
33  33  27  33 27  33  

彩

鮮|泳| 真 五霊友 可 精可 劣 劣
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混( 1 ) 赤8 0 V 背9 5 V温色。

混( ヌ〉 亦8 0 V 背6 5 V 混色ス ゲリ- y なしのもの 4 5 V

との報告に依って 、投i決面の材料としてド ンゴ‘ ロスは撤回し、常闇製麻製のリヰ、 ン中、上

述の試験片に近い. ものを選定してとれに代へると ととし、首分は生地の催で使用しつつ汚

れば塗料を施すととにした。

第三に消光板であるが、とれは映寵機に依って映し出される星影を、スカイラインより

上部に於てのみ輝かしめ、スカイライ ンより下部に 入った場合、完全にとれを泊、してしま

ふ嬬に考案せられた装置で、その断面は大韓第 8 固の如きもので鏡板製である。

口論の電気 ｦｾ 墾舘・ の断 面聞に於て、 ドーム の下方半球の終る部分の不規則 左前線は、大

阪市の四周のスカラ 4 ンを幾分抑協を加へ友がら縮少したもので、そ の下I ' C*111かくヲ |かれ

た水平のZ向子線が、泊、光板の露出した部分である。

詳細固に示した如〈 、泊、光板の面に蛍った光線の中反封せられた部分は矢の方面に進ん

で消光板の後に入ってしまふといふ寸法である 。

委員舎に於ける試験の結果、消光板の機能を充分に費揮させる嬬に、板の表面の方は光

津性の黒色塗料を施し、 裏面は吸4支性の黒色に仕上げると之とした。

1lI 4 6  

泊、光板そのものの成績は非常に良好である

が、参考固に j尚光板を取附ける範囲が明示さ

れて危かったの在、 ドーム内の照明装置とし

てドームの下端の部分K 照明樋を取附ける必

要とから、消光板の高さが少な過ぎた鵡K 、星

の映像がi宵光板より下方の壁面に現はれる恐

れのあ るととは I つの失敗である。

5 ・そ の 他

プラネタ リクム の ドーム内K 必要友設備と

して前に掲げた項目の中で、照明に就いては、

映嘉機の装置の中にドーム内の照明装置まで

備って居り、照明種を設け、委員舎にまで諮

ってドーム内の照明を考へ? とととは、我々の

認識不足であったととが映察機の到著K 絞っ

て明かに なった。



そとで残るのは空気調整の問題であ るが 、大阪市のプラヰ、

タリク ムに於ては 、 ドー ムの下方 l亡あ る高さ約 3mの壁而の

周閣に、床上 2.5mの位置VL 16箇所のフレツシユエ ヤ・インレ

ツ トを設け、エキプ ース トは翻52席の床 より床下を通って抜

く様に設計せられ、夏季 と冬季と K 依って 、冷l践雨様の新 し

い空気が金 り込まれる計壷でるる 。

今一つプラネタ リクムの特殊な設備 として拳げな ければ友

らないものに 、視覚席 の椅子がある 。

|吹寝機は室内の 中心K 置かれ、槻衆はそのf ，l ; J悶の同 心尉上

K 最初は 中心に向って座 るわ けであるが 、天障の運行K 従っ

て、概衆が天慌の各部分を 100%に眺 め得る錦には 、視覚席の

椅子は第 9 国の 如き回鱒椅子 主するのが理想であるが、lJX容

人員の聞係から或プラヰ、タ リワム I' I第10固 a の如 き椅子を第

10固bの様に 使用 して半ふ じて目 的 を達してゐる例 もあるが、

大阪市のプラヰ・タリクムでは第11闘の如 き椅子を採用し 、H姿

を少し前方へとらせる とパックが30度位後方へ倒れて 、上 惜

が自 然上向 きとたる様な椅子が設計取附けられてゐる 。

最後に電気科製舘全酷の工事概要を掲げる。

6  ・ 工 事 概 要

位 置 大 阪 市 西 展 西 長 郷北遜 l 了目 5 番地 ノ l

第 9 箇

第 10 園 a

工 桂 起エ 昭和 9 年 5 月27 日

第 10 園

b  

/ ず

、.，

ｾ＠ 11 園

援ヱ 昭和 12年 1 月31日

敷地協積 802卒方米555

建築面積 建坪 643卒カ米78ヲ 延LiP 5，8ω 卒方米223

内課 地階 7962f'方米8 13 1 階 6 182f' 方米990 2階

634卒方米" . 21 3階 633卒方米421 4階 6342f'

方米421 5 階 6342f ' 方米421 6 階 643卒方米

789 7 階 376卒方米田 1 8 階

392卒方米684 塔屋 9 階 239 

2f ' 方米790 塔屋 10階 6 7卒方

米790 塔屋 11階 40卒方米290

塔 屋 12階 ω 卒方米290 塔 屋

13階 79平方米862 塔屋 14階

16. >p: 方米360 塔 屋 15階 8.>p: 方

米oω

建 物 高 軒高 36米50 塔屋高 53米50
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各 階 室別 地 階 宮E集機被室、制筒室、食堂、調理室 、職員宿直室、守衛室、作業室、使了室

1 階 陳列所 ( 市電の庖〉、飾窓 、中央官I l A託相談所 、電系音器具試験場、切符交場、製闘室、

燦接室、事務室、荷解場 . 守衛誌かf

2 陪 官記長武官官( 弱電・無電官官〉、切符J f . . 場、食賓室館長室、定話交換室、電池室、事務室、百七

面所

3 階 電A!i.自官( 電力 ・電熱室〉、事務室

4 階 官tA!i. 6官( 照明白官〉、潟9' {. 1帝室

5 階 電気自官 く 電気原理館 〉 、 切 符 ＮｬＧ ｴ 場 、 研究室 、 闘ｴｉＮｾ と 亙 、 官庫

6 階 天象館〈プラヰ担リウム 〉、休憩室、交!占

1 陪 待合室

8 階 事務室、電糸室

塔 屋 9階 屋上遊歩;場 、康問 、エレペー担一機械室

格 屋10階 - :1:喜屋12陪 防空塔、防空参考品|凍夢I1室

塔 屋13踏 防空塔、燈火管制司令室

堵 屋14階 防空塔、燈火管制監誠室

権 屋15階 防空主答、ェ ν べ - ?I- 一機械室

堵鹿屋上 紳宮趣奔所

建 築 様 式 近 世 式

主積構造銭骨餓筋「コゾゲリート」遺

外 袈 前置 道路側 l 階金玉石、 2 階以上項郷迄ーモザイ : Y1] ・担イ2レ」張

宵薗 l 階人透石洗出塗、 2 階以上頂部迄「毛ザイ : Y' J ・B イル」張

主喜屋 東及南1l¥1J壁一部 2 階以上 12階迄並 ニ131渚壁「ス千- / レサ :Y V ュ、 P イヤグラス」飲込

14階 15階竪「プ リズムグムス」飲込

天象館昼寝 球菌世界地箇有色「モザイ :Y 'J ・9 イル」張

内 装 地階食堂 床「モザイ : Y' J ・n イル」模様張、.¥ll Cラフコート」一昔ri i グラスモザイ :Y 'J J 張 、天

111 4 8  

井照明枠付「 プラス鼻 - J 仕上

調理室 床I 'J lJ  Y カータイル」、腹白色「 ぷイル」張、天井「モ Jレ担 Pレ」塗

玄闇 市電の底出入口及南玄関床「モ ザイ:Y 'J タイル」、!J.i金王石張 、天井交互、透 γ 餓板張

1" 7  ?I- lJ :Y ト」塗

階段室及康聞 東南階段室 ・康問 11床「モ ザ イ: Y' J タイ Fレ」、鐙 l 階以上 6 階迄大理石張、

Ｗ 階 「テラ ｙ ー 」、 ｂ 、 Ｙ 階腹 「 千 ラ ｙ ー」 、 ＱＰ 階以上 ｾｉ 産天井共 「 プラスタ ー」塗、腹「 ペ

j キ」塗

西北階段室.IM間共、床「モザイ アゲタ イpν 」、巾木大理石張 、腹「モルタ Jレ」塗の上

7 ?1- lJ :Y ト」塗、壁及天井「プラス ター」塗、

東北階段室 ・康問床及按共人造石塗析出 、F産及天井「プラス界一」塗

陳列所 床「モザ イ: Y' J タイル」模様張 ‘ 巾木大理石、壁及天井1" 1・ラス 9 ー」塗

4 階電気館 床「フロアリ ユ/ グプロ :Y 'J J 張 、股「 モJレタ イト」塗ノ上「力 Y パス」張 17・Y キ」

塗 、壁及天井「 プラス 昌一」塗

貴賓室・館長室 床「コ・ム タイJVJ 、綬大理石、E産量産紙張、天井「パルポ イド」塗

研究室、圃書室 床「フロア lJ Y グプロクク」張 、腹「モルタ イト」塗ノ上「カ Y パス」張「ベ

ユ/ 寺」塗、壁及天井「 プラスター」塗

4 階事事密室 床 「フロア リ ｹ グプロクク」張 、 ｾｉＦ 及天井「プラス昌一」塗

天象館 床板張ノ上「ゴム部イ pレJ敷、一昔日「テラ Y ー」、仏JI弱腰「モ Jレ旦イ ト」 塗ノ上「カ Y バ



ス」張「ベゾキ 」塗、清光板及「ス カイライユ/ Jtt 餓仮製「ラクカ ー」塗、上部l映潟面 「リ

ヰゾ」張

休憩室待合室 床「フ ロアリ Y グ プ ロクク 」張、壁「テラグ ー」、天井「 プラス喜一」塗

8 階事務室、電気室 床有色「モ ルタ pν 」塗、腰「モル担 pν 」塗ノ上「ペゾ寺 J 士上、壁及天 井

「プラ スター」塗

堵屋各階 床有色「モル担 Pレ」塗、壁天井 、「プ ラス昇一」塗、腹「べ j キ」塗

16気 設備 受電 主主電系統の!l/，なる 高峰 3，3CJ Cf " グすかト J 2ぷxf"キ ログす Jレトアム ベヤ」た 2 回線地

中電綴る以て引込む

配電盤 高堅用 11地階官Z泉 室 に 設 置す 、三菱沼機製袋甲型にして修電時自動 切換袋置えl ? ; ff

す 、 低ｾ 盤 ＱＱ 地 階及 ｂ 階官ｩ［ｦｾｩＮｾに置告 地 ｩ 省 のもの ＱＱ I デ Y トフロゾト」型「プヲ Y ジ

ュJ I ス井 少千」鋼餓板さす

餐堅器 2∞K VA 3輩 、150K W 9輩、50K V A 2套

震源 喜怒ｾＩｦｦｬＺ Ｑ バＺｹ (1 J 俸に 電燈用 450l <VA 、常夜澄用 l∞ K V A、電熱周 450K V A，動力用

4501{ V A，第 6 階以上用6∞ K VA; : : す

非常設電機 受電系統 1J?!Jkにする自動 切換袋置なるに就告設備ぜず

蓄電池 高 ￆ ｬＧ￭ｾ 電 盤操作 電源附 属のもの 及電話用以 外 ｬ こ ＱＱ 設備 ぜ ず

電燈段鋪 合計2 S0 1{ W各室小型掃込460個 、外面「サイユノ」用改備 、質検用各種電源其他床

下線価等主p設備す

動力設備 地階冷房用尚A I∞馬力 、各樋「ポ Y プ」用27.[唱力 、「エレベー# ー J 4変用92 馬力

火災報知機 各階に 2 箇所つづ設備 しれる「ス井 Y 千」及消火栓「ス井 イY チ」の操作によリ

消火用「ポ: Y 7' j 迩車事し同時 に非常「サイ ν : yJ ，""吹鳴す

雷気時計 交流悶 .JtJ l電動機型 にして俗; 慌時 l主役備電池 により総綴i軍事事す 、48個

擁壁器獲量 2 階及 B 階より夫々各階各室に施設ぜる彼自空機により自由に選探放まきす るこ

さら得

電話設備 館内遜信総延長 14，930m

1)  自動式電話交換機の加入線回路容量1 O' l l f 袋 5 、花線回路容量50 、策袋40 、自動

式篭話機tt 卓上29個 、E産接ト5 個さす

2) 共電式手L 設専用直遁電話 8 個

Ilj.t 併 設 備 燭冷房滋置地 階 食堂及 Ｖ ｾ 皆天象館 の ｭ 冷 房袋置 は 「キヤリヤ ー 」温差是皮謝製袋置にして 東 洋

「キヤ 1J ヤー」令枇製惜置糊谷区縦冷凍機 1 ｾ 昼 、 ｭ 房副監 l 縦 、ZE糸温度調整機 l 室 、

t換気装置 多実全国型途風機 1 妻 、同排風機 l '釜

ー般暖房 電系mm;:: す

鎗 水E安倫 井 *用 I lk. アーホ ール ・ポ j プJ 15ぬ:l J I 去 、井水貯水 沈砂械 1 ，態、減過筒 l

基 、市水用機 l 基 、井λ/"<. 用槽i 1;集

雲井 弁筏 10" 深 度 94111 揚 水 量 9，4∞ 石、;J ( 温 10

0

C

給湯設備 給湯舟槽 1]竪1J?設備す

消火設備 消火絵 12個「サ イア ミーズコ Y ヰク ジヨゾJ 1  f国

衛生工事 汚水浄化槽 l 基、 集水槽 l 基

昇防機 乗用「エレ ベータ ーJ 3室乗用及貨物後期 l 袋

設 ;¥-1 大阪市経理部毛筆繕謀

r.f.: '1矛 大阪市電気局主計部言十理課後繕係

施 工 合 資 舎 佐 清 水 組 大 阪支局・
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建 築 家 乞 し て の 法 律 常 識

山 口 儀 三 郎

ま へ が き

近代の社合生活に 11 、色々 の専門的知識必要する。然し乍ら其の各に就いて専門的の知識る習得

する司王11 、到底不可能であるから、奇人 11英の各に就いて 11 、大骨量の知識た以て満足し 、共以上に

闘して 11 、専門家に委 tまなければな らない。其の大健の知識が常識である。此の常識 こそ11 、各専

門知識t a ，. 結合するセ メゾ トである。比のセメエ/ ト無くして 11 、片時も悶泌すぶる社合生活t a ，. 毛筆む司王が

ｈ Ｚｬ ￞ 粍ない。比 の 意 成に 於 て 、 聖書撃 常 識も 、 法事常識も、理撃常識も、工事常識し文筆常識し、ｾ

撃常識も 、すべて必要でわる。就中 、生命の安さたの然 め の瞥拳常諸島、財産1呆諮の縛めの法律常識

11 、何人によっ ても 絶惚に必要である。- 1 ' 1 . 11今、建築家にさって最も必要 吉思 11れる法律常識1.t 若

干説明し、以っ て言者賢の比の方面に於げる注 13" 奥氷さも喚起し7こいのである 。

以下説明に賞っ て 11、用語，l I ; のf也に就いて 、法律的の厳確さに 意 ら周 0¥ず 、専ら2f ' - 易t a，. 旨さす

る。共の結後 め御了解た願ひ1: ぃ。倫説明 11紙数の都合 もあり 、ざたの範囲に止める。

第一 土地 に闘するもの

1. 土地の所有機

2  工事上隣地の使用

3. 排 水

4. 境 界 杭

5  竹 木 の 越 境

目

第 三 建物兵の他の工作物に闘するも の

l 噂 雨 水 の 注 潟

2. 境界線から の後退

3. 境 界 の 塀

4. 目 F塁、

5 英 の イ也

第 三 請 主主について

1. 建築工事の法律的分類

2. 誇主主契約の成立

第ー 土地に闘するもの

1  土 地 の 所 有権

次

3. 引渡〈所有憾の蹄JII)

4. 言青主主人の惚利義務

5. 工事の危険武徳

6 補 修

7.  ｾ 青賞契約の修了

第 四 工 事 代金の確保

1. 工事代金の時効

2. 同時履行の抗緋憾の活用

3.  留置憾の活用

4. 先取待憾の活用

5  工事代金に闘する注意

第 五 市 街地建築物法につい て

し 市街地建築物法の性質

2.  用 語 の 解 説

土 地 の 所 有権 は 、法 令 の fIl lJl 浪内 に 於 て 、共 の 土 地 の 上 l、l亡及ぶのであ る。( 民法却 7) 放

に 他 の 法令に制 限の 無い Ｑ ｉ 良 り、地 表 はもとより、 共の 上 ｾ［［Ｚｾｾ I'C地 1'.tz:去 る迄 、共の所有者ー

は 自由 に 使 用 、B塩分出来る 管 で る る。 ( 然 し 市街 地 建 築物 法 は 、之 に釘 し立関:的 並 に 平 岡
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的に、且つ使用目的に就いて制限を附してゐる 。〉土地の所有権は、共の物質としでの土、

地下水、地上の空気等にも及ぶから 、之等を1弱点的に使用、凪分する事が/H米る。子供の

妨げる肌や、飛行機が、無断で自分の土地の上空を通る事も、巌平容に言へば土地所有権の

｢＼ＧＺ害で ある。然し之等はや Ａ匂 ［の害とたらないから 、之 容 ｾ ［を禁 Ｑ ＱＭＮする事は ｈｾＭＪ ＱＧｊＮい 。 Ｈ之に

就き濁乙には明文がある 。〕然 し其等が若し・主 主なる時は、土地月l i ' 1f植の悦雀として 、) f

法を講やる事がｴｉｾ来る。

他人の土地に盛土をして、共の地表だけのj刑{ 植 を、 fLLi 金日早し 、共の而積の所有権

を主張した者が有ったが、之は認められ友い。

自己所布地の土は自分の! f ' t IJであるが、地中の鏑物は、餓定法の規定により、同家の物で

ある。

三欠K 土地の根切工事中に於て、地中から種々の品物が殻捌される事がある。之は埋蔵物

と稿し、土地の所作者や、設v . u者が直ちに貰ふと 言ふ諦にいかたい。之はを李総署に届け、

六ク月閉会告をたし、共れで所イヲ者の解らない時に於て 、土地所イ王者 と張倒者 とが切学し

て貰ふのである 。( 民法241) 所が共が 、真喜f，;tj 、技蓄基若くは考古の資料にたる時は岡家が取

り上げる 。A の場合は共に相官する金が貰へるので るる。( 遺失秒J法 13)若 し叉、所作者が

六ク月以内に判れば、共の人から報事事金が賞へる 。

叉所省機の効力として、誰かが共の土地に物を置いた場合、共の人に其の物ｾｾ撤去して

貰ふ事も出来、又隣地が崩壊の危険ある場合に共の像防工作を請求する事も山- * る。

2  工事上隣地の使用

工事の者1) 合上、どう しても隣地 を佼肘し友くては工事が出来ない事がある。斯る場合は

必要友る範国内に於て、隣地の使月j を: 請求するととが出来る。( 民法209) 若し相手方・が何

うしても之を承諾をしない場合には、裁判所の力を借れば良い。然し如何に必要でも、隣

地の家屋の中に立入る諾には行かたい。此の場合は相手が臆じなければ、それ迄である。

此の工事上隣地を使用する場合、隣人に損害を加 へ た 時 は 、 勿 論 償金を 山さねばならな

ν、。

此の場合左少し異るが、自分のこu也が他人の土地に取港かれ、公踏に接してゐたい場合

には、周閣の土地の所布者の意志如何に不拘之を通行する事も出来る。( 民法210- 213)

5 排 水

隣地からの水が、自然に流れて来るのは妨げる事を許されたい。( 民法214) 放に自然流

水K 属するものは、如何に迷惑でも致し)J がたい。叉水流が事勤K 因って低地K 溜り、塞

がれた時は、 高地の所有指は、 共の疎通に必要なる工事l をする事が出来る。( 民法215)

之に jメし人工的排水は原良1) として認められない。( 民法216- 221 ) 尤も之の規定は、 tli す

ilJ き所へ流す場合は法支へ 1'J. ぃ。

4 境 界 の 杭
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土地の境界の杭は 、隣地の所有者と 、費用 を切 ' f三して設ける事が II¥*" る。例 し測主; . ｾ亡要

した費用は、 土地 の! 友さに熔じて分指す るのでるる。( 民法223- 224)

5  竹 本 の 越 境

竹木の枝が土地の境界線を越えて、蛍j f '(Cイrt びて* た場合は、; J ，c の竹木の所何者K 、;J，c

の枝の算除を求めると とが ｴｉｾＪＢ る 。 若 し 根が や Ｑ Ｑ び て Ｊｴ｣ 時 は、無断で嘗 Ｚ ｽ［ー が被取っても良

い。 〔 民法 ＲＳＳ Ｉ 隣地の竹がとちらで名ＧｪをＯＱＱした場合も同様である 。 ｾの 依 り ｬｲￄ った 桜 ｾ￬ と

ちらの物となる。

第二 建物其の他の工作物に関するもの

雨 水 の 注 濡

雨水が ｪ 直ちに 隣地に位協す る［ｦ ｊｾ 友 、 屋根共の 他 の工 作物 を設け で はたらたい 。Ｈ 民法

218) 若 し之を設け ると、隣地l乙到し生じた損害の責任を負はねばならない。

2  境界線からの後退

建築物は共の隣地境界線から 1 )(  5  ，j' 以上距す事を要する。悲し之 l乙法反して建築をす

る者に封しては 、隣地 の 所 釘者は 、共 の 建 築 を 庇 Il し、又は之を盤、更せしむる事が111*"

る。 但し 建築着手の時 か ら Ｑ ヶ年を経 過し 又 ｉ Ｇ ￬ｾ の建築が竣 ｊ Ａｘ［ した時 は、底 止 や製更をさ

せる事が出来た くたr: 1) ， 唯共K 閥して慣害賠償の請 求が出来 るだけに なる。( 民法234)

然し此の規定は任意規定であるから、隣地所作者。との聞に妥協が成立すれば、之に従はな

くても 差支広い。此の鈷は 、iiiili 地建築物法施行制lWJ (大阪府〉第 7僚の 、建築物の附自i

は建築線より 45センチメートノレ以上後退せしむ可しとの規定とは、大いに趣が興る o I! il ち

市街地建 築物 法制係は悩行規定で あるから 、 ｩ ｩ ｩｴ が ｾｉ Ｚ で も Ｔ 条文通りなるを要する 。

此の民法上の規定は非常に大切である か ら、解f;Jf，J --，縫製占の生じ易い鮎を詳. : 5 とする U

• ( 1)  ili 街地建築物法第13傑第 2 項とのl制係

市街地建築物法第1311条第 2 項には、防火地区内に於ては建物の部分を鴻す/If j 火抵は. . 1. ) 也

の境界線K 接して設けても良いとの規定がある。之は民法と i li 街地建築物法との競合であ

るO 市街地建築物法は民法 ｋ 到し特 別法 である 。 故に「特別法 は普通 法 ｋ 勝 つ 」 の 民 ｾｗｊ を

治問する 。 依って防火地 ｬ 品内 ｋ 於て、建物 の 部分を ＱＺ ｾす防火照は、民法規定 の 例外と し

て、隣地所作者の意志' ( CfTJ らヂ、 j 二地 の境界線K 接して設ける事が IHd毛るので ある。

( 2) 本僚に於ける建築物の意味

本僚の規定に於ける建築物には、併の如きも のは合まないと解す る。 ( Ili!，AU4  if，)": 苦手|山

判例〉 塀 K 就いては次の境界の塀の唄参照。

( 3)  1 尺 5'寸の基算結

建物の如何たる賠から測り、 境界線迄が 1R  5 寸以上あれば良いか。之K 二つの就があ

る。地上に露 出した( 地下の部を含ま十〉建物の基礎の外似IJ から測 る説 と、 1"J れの部分に
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|浪ら歩、 共の広; も突出 した賠 ( 屋根先等) から測 る読とである。之I ' C ｾ ｊ し法曹合は昭 和 Ｒ

年後説を可 とす、と 決議 した。

( 4) 建物の庇 |上、 盛夏の請求期間

期間 l乞就ては巳 l亡注ベ?とc 然し共の庭 II 叉は盤更を裁判上請求 し、 其の係守手中 に建物が

t変成し た り、!，li: li 1，'j: f .から 1 ナ年を椛過して了ふ場合がある。斯 る場合は其の訴の時計票

?¥' ! として考へる。( 昭和 6 年大創出判例 )

(5) 建物が民界線を越えた場合

本傑の規定は建物が境界線から所定の距離を後退 したい場合に就いて適用されるのであ

って 、 建物が境界線を越えた場合は木僚の適用は 主 主く 、 全然 別 である 。 斯 る場合 Ｑ Ｇｌ ｾ ｴ して

我民法ｉＧｃ ｬｴ￬ｩ 宜接の規定が無い 。 然 し 土 地 所有材ｾＨによる妨害除去請求椛の行使に よ り何時で

も之が除去を求め得る。(n併日2 年法曹合決議〕

5 境 界 の 揖

所有者を異にするこ棟の建物のIml ' C 然地がある時は 、各所有者は他 の所有者と共同の費

用 者 ＿ 以て 、 ｾｾの境 界 ｬ 亡 塀を設ける事が 川 ｾる 。 然して共の塀の構法穂矧 ｾ ｊｲ ｾ Iと高さ等は雨者

が相談して決するのであるが 、協議が，"; . s"jは無い時は 、;阪塀又は竹・11( 1 てして高さは 6 尺とす

るし( 民法255) 然しーんが共より夏に高償な塀で然も 6 Ｉｾ以上にする事を欲する場合は 、

: ，1 1 ，: の精領を自ら蝕分に負併する 。( 民法227) 備共の地プ'/ I ' C 以上と異る符慣があれば共に従

ふのである 。( 民 法22R) 尚此の外にも境界の塀に閥し若干の規定がある。( 民法229 - 2:¥) )  

4 目 隠

岐界線から: ¥Ｉｾ ［ 判的の距離に於て、他人 の Ｇ む地 を 抑ーすす べ き［窓又は紘Ｑｈ Ｑ Ｑ を設ける者は目

限 引lj.f ける事 を要する。然して共の距離は、港; 叉は級1HI Jの放も隣地K 近い貼から mllるので

あるG 此の円隠及び、前;主の境界線から建物が I 尺 5 ・1-以上後退する規定は、共の地方に

以.1-. j! . s べたと異る習慣があれば、共 I'L従ふのである。( 民法2:¥6)

5 其 の 他

共の他の工作秒91'L就いても規定があるが、都合l乞は飴 り必要な規定でないから省略して

次 K 移る。( 民法2: ¥7- 238)

第 三 請 負 に つ い て

建築工事の法律的分類

月rf 謂建築工事の中には 、色々た行1 ; & が含まれてゐる。然し之を法律的に考へて見る之 、

請負 、雇仏If 、賢買の三つに大別される 。

請負とは或る仕事を完成する事を約束し、共の仕事の結果にま¥t し報酬を貰ふ約束であ

る。( 民法632) 一式請負、分割請負は勿論、手間請負等も之に入る。即ち請負は仕事の結

果 と報酬の交換である 。然るに雇1}，j fは之と趣を異にし 、参事務に劃して報酬 を奥へる約束で
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ある 。( 民 法623) 即 ち! ) } 務共物 と報酬の交換であるから、砂務の結果は法律上問題K なら

友い。m面で働く職工11: 共の典型的のものである。醤師の治療も 、結果を問題とせす= 報酬

を得る貼から言 ふて一種の 原日If である。叉建築工事の 中に 11:1fl l l : と目される 仕事もある。

( 民法555) 遊には主として請負K 就いて説明する。

2  請負契約の成立

或る仕事を完成するとと L 、; }. t: 1' L釘し報酬を興 へるがj 来が常事者間I ' L I - J - I ，来れば、其で請

負契約は成立する のである。}'l IJ I ' L契約i ii を諮る事は 、契約の成) [ 要件でない。然し普通は

後日の紛糾を防ぐために、仕事の範 ｬｾｩ 、令額 、代 Ｑ［ＺＭ支挑ＩＩ法 、竣工期日 Ａ ｾｦＮ を 明記した契約

三'i: を間製するのである。例，; 命之は結構な事である。否 、是非そうしたい。種々の場合を橡

想して 出来るだけ明車l Ht;r 契約7? を作る可きである。強行規定に違反しない限 り、且つ公の

秩序又は警良の風俗に反し友い限り、如何なる契約でも- 1 J l J ¥はすべて有効である。( 民法90

〉 之を契約自 rhの版川と 言ふ。 例 へ ば Tb街地建築物法に祇 摘する紘ーな工事内符の契約

は、強行規定違反として無効であり、叉イ"I 月1"I 日迄に竣 1: しない時は、腕を切って放すと

か、入墨 ( 文身〕 を承知すると 言 った械な契約は 、良序公f谷lモ反するから 、全然無効であ

る。之I'[_ }支3しJ主約の場合は11，;J 火を提供するとか 、別府 へ案内すると 言ふ様な契約11 : 有効で

ある。以下説明する規定のl多くは 、特約の無い場合に於て遁f I j されるのである。

5  引渡 ( 所有権の昂属〕

請負人が主として向己の材料で工事をする場合は、 1・事中は0 /1論の事 、工事が完成して

も其の建物jの所有材Il il 1: 需，!i :tt A  VL ｊ Ｚるする 。 共の所有権を 』げ 究者 Ｈ 施宅、以 ド ｾ ｴ 文者を施 ＮＧ ｉ ｾ と

言 ふ事にする 。 ) ｉＧｌ ［ 移す行 Ｑｾ が ＧＩ 1被である。引i皮は之を特I ' L ，; 1波である事を 明言 したくと

も、'J1i度と認められる行加を以て足る。- ) ;"，; li度の無い詰! ? 負工事もあり得る 。例 へばYF た

る町付工 事、家屋の修統工事等に於ては 、工事が請負であっても 、請負人 III 始めか ら共の

所有様を持た友い。l故に，; Ｑ 波 の 絵地が無い 。 家 屋 の修統の場合 Ｑ ＱＺ 、 家屋共物の所有が施 ｩ ｾ

ＱＧｌ Ｑｾ する事は初論の事、之に使用する各材れが ＱＰＱ へ請負人が提供した物でも、家屋 ｋ 取付

けると同時に共の所有機は施主に移って了ふ。( 民法242) 工事代金 を肖ったか、貰はない

かは問題とたらえEい。 請負人は 、共の 取 附 け た 材 料K 釘しては所有権が無いのであるか

ら、 工事代令の支抄 ＱＱ が ｾｦｴｾ いからと 言 って 、之 を取外 す 事は許され主主い 。 斯る場合 ｖ け をて 、

若 し家屋は施主の所イf 、1政令i けた材料は前負人の所有とす ると、請負人は時に、折f(l 取付

けた材料 を取外すか も知れたEい。之は賞事者の不利益であるばかりで無く、同家主して の

不利金主主主る 。 放 ｉＧｚ こ民法はｾｬｉｦく規定した のである。 Ｈ 民法 ＲＴＲＩ 然も此の規定は強行規定と

解する。

遊に問題とたる のは 、施主が主要建築材料を供した場合で②る。建築材料は動産である

から 、修繕の場合の理論 を共のま L 常て依める詩に も行かない。之に針し最近の判例は 、

共の建築物が竣工すると同時に 、共の所有機が施主に移るものとした。 ( 昭和 7 年大審院
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ｾ ｬ ￨ ｬｊ 例 〕 従って此の場合l亡於ても ')l j肢を要さない事になる。

ｆ 人 Ｚｋ 市 Ａｩｪｾｬ 人が自己の材料でｔＮｾｾを始め 、建中或 る事 ｴｬＡｪ Ｍ のため ｝ー事 を 中 Ｑ Ｑ した 。 施 工 Ｑ Ｚ は ＱＱ Ｎ

む危く其の後の材料全部を自ら購入して共の建物を完成せし めた。共の場合の所有椛は 、

施主と請負人 の れが供給した材料の償特と、ｾの材料 ｬ 亡 ｔｦ 告 を 力ｦｉ へた が ＱｾＱ 亡生じ た依格と

の和の大 小 を 比較し、 ｾＴ［の大なる Ｉｊ ーに所有機が干了する 行 を 判 示 した 。 Ｈ 昭和 Ｔ ｦｪ 三東京 地方 ー裁

判所'1制約

4  請負人の樺利義務

本Ni で就く事はすべて請負人の材'I i 利と義務に閲する事ばかりであるが、本坑 11: 特K 共の

謀本的の、報 酬Fl!i 求村wと、 工事完成義務に就いて一言する。

( 1) 報酬請求椛

己にたｾ ベ ア ζ 枝 κ 、詰 ｾｩ ｴ ｬ は仕事 の ｦ､ 果 ｋ 到して報酬を作る契約でＮｾ うるから 、伊 ｪ へ持務を法

行しでも所期の結果が生じ友かった場合には 、報酬を得る事が H¥* たい。然して報酬を得

る時期は、引放の ある市!i 負lて於ては，; ｬ ｩＩｾ の時、づ ｬ ｩ 肢の ＱＡ Ａｦい請負 ｬ 乞於ては仕事完成の時と規

定されてゐる。( 民法631) 然し此の悦定は打・意規定であるから、必やしも，] 1波或は仕事完

成の時 とする必要は無い。橡め通常な中間支榊の特約 を結んで置けば良い。代令請求の方

法に就ては後筒にたｾべる 。

( 2) 工事完成義務

市! ; 負人は契約の期間内にで事 を完成したE くてはならない。若し之を芯った場合には 、施

ＮＭ ＱＺ ｋ 釘し共 のｬＮ ｾｋ 生じた担当Ｚをｊｬ ｬｾＱ￹ し友ければた らない 。 之に闘し何等かの特約がしてあ

れば、 ｍ 論 ｾｾｋ よる 。 然し乍ら前負は原仰とは異り、特約の無い限り、向己が努・務 ｋｾｾ さ

なく ても 良い。第三者を 自己の事i!i D)} 者として佼mしで も良い し、 叉第三者 f-C 1'- 言! ?をさ せて

も良い。然しnrr る場合請負人は共の第三者の行路K つい Iて責任 を負ふのである。 然し施主

が共の第 三者 を桁定 した時は、共のtr.d手についてのみ立任を負ふ。

5  工事上の危険負強

工事中 l亡建物が火災に巡ったり、 又は 倒れたりして、建物自 身K 損害を蒙る事や又は第

三者 I-C釘 して損害 を911.へる事が i ｉ ｾ 々に ある 。 斯 る場合共の損害の負 憶は之を悲起した者が

しなけれ ば たら友い 。 然し共 の災害が諜の行 Ｑｾ Ｑ 亡も起 附しない 場合がある。

( 1) 工事の加害

工事中 の建物が火災K [ ，I . ; ¥って焼失しでも、普通の上必合は共の失火者に損害を賠償させる

諜に行かない。( 明治32年法律JMO蹴〉 叉地震 、大風生存に よって大破した場合は其の責任者

が無い。又暴動により破壊 されても共の責任者を求める事が出来ない。 ( フランス K 於て

は恭委J J K よって費生した損害は、共の暴動の起った土地の自 治聞慌をして賠償せしめる。〉

以上の如き i品合の損害は施主の負飽か、請負人の負抗か。澗乙に於ては、請負人はサ li度迄

の 間を 負 慌し、 若 し施 主が受領遅滞げ Ａ 被を 求めた の に施主が之 ｋｾ じなかった場合 〕の
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時は施ヰ〈の負挽 とし、 日. つ施主の提供 し?と材料が偶然の事自により 、滅失叉は皇空間しでも

請負人 ｋ 責任無し と の規定がある 。 然し吾閣に於ては之に闘し宜接の規定が無い Ｑｾ ＱＧｃ設が

11皮れる。然し普通は潤乙 K} j ぞけると同じ校に考へる。判例も同様である。叉引lJlt を要 しな

い請負に於ては 、仕事の完成前は請負人の損、完成後は施主の損左たる。尤も之の毛胎施

主が提 供し た材 ｾＺＺ ｉ Ｎ ｉＧｃ就いてのみは前足ｾの通りである 。

扶［に盗難に就いて考へる。之も清負人ｾ ｉＧｃ 施主の行 ￜ ｾ ｉＧｃ起訴 ｬ す るも ので 無いから ｟Ｈ Ｍ ｟ 漣の

理を遁用する。然し請負人の保管、管理の不完全によって盗難を招いた時は 、請負人に責

任が ある。

( 2) 第三者K 蒙らせた損害

建築のこ『ー事中に於て第三者K 損害を蒙らせる事は屡々あるわ例へば様切工事に於て隣地

の地盤に悪影響を興へた り、 杭打の振動によって近隣の建物を段損 したり 、或は コンク リ

ート手T K際し共の飛沫によって隣家を汚したり 、貴に其の例枚皐に遺伝い。叉特別の場合

として工事中の建物或はホイ ス ト等が倒壊して隣家 を・犬航する場合等も ある。斯る場合の

責任の蹄風に聞しては 、 Ｑ 事 ノ ｢ 扶が ｾ ， ＡＱ 負聞係 て‘ある か、聴仏 ｉ ｬｉ ａ ｲＮ Ｑ 係であるかに依って大いに

異る 。 請負である場合は 、 施 了 ｉ ｾ に点 ｦ ｈｒｾ しとの明火が ある ο Ｈ 民法 Ｗ Ｑ Ｖ Ｉ 但し施主が其 の託 ｼ

丈叉は指| 品|に過失がる った場合は此の IlN ＱＩ でない 。 ｾｬｊ ｲ るｊＺｾｽ合は事責聞係 ｋ［Ｉｩ 存き施七 ￞￬ 其の

一点イT: の一部氏は全部を負ふのである。訪れ人と 1" 請との閥係もやはり請負であるから 、此

の理論をi盛tlil+l l'* る' l i である。 そうすると次の如き場合が考へられる。成る大請負千切|の

建築 Ｑ ・事に於て 、 ｦｊｾ 切 一 ｬ ・事 のため隣 地が崩壊したとする ｏ 共'の場合J与の請負合制は収切工

事を成る 1" 市'H乙; 背負はした事を担1¥111 として、 Jd; の}主 1下を |J j市に軸嫁する。所が其の 1; 請が

更に ご ｼ 二丁Ｎの Ｚｴ 見 ＩＯＱＧ｛ 請負はしめた事を ｦｬ ｬ｜ 山 として、共の占イ干ーをゴ， Ｍ 仁 の 刻 Ｉｩ ｬＧｃ 料賊 ｈｾ ， ，Ｊる事に

なる。之 1i J : 王将命として間違で Ict ｾｾｾいが 、 然し討［県として、 ｊｾ の事業の最 ｬ 、ーｽ青 の者を して、

海惣せざる危険の負併をかけるｾｽｾに於て、近代法作文化のがｪＡ念ｉＧｃ ｊ メする 。 放に斯る ｊ 必合

は 、請負人は |、請に当分し桁阿を過ったと f符し、請負人 lモ責任 を負すii f きで あらう 。

若し此の工事) ，法が前負開係で友ぃ± 必合には次' の候文をi産iJ 'lJすii J きである。

「或事業ノ嬬メニ 他人テ使用スノレ者 ハ被月1者カ' 共事-' } ( &ノ執行ニ 付 キ第三者ニ カfI へタノレ損

害ア賠償ス J レ責ニ任ス. 但使用者ガ被用者ノ選任及 ピ共事業ノ 監督ニ付牛相 'ifl・ノ i:fて意テ鴻

シタ J レトキ叉ハ相官ノ注意テ錦スモ損害カポ生ス・ベカリシトキハ此限ニイEラス¥ 使用者ニ代

ハ リア事業テ監督ス J レ者モ亦前項ノ 責ニ任 ズ、前二項ノ規定ハ使用者叉ハ耽替者ヨリ被用

者ニ封ス J レ求償権ノ行使テ妨 グスーJ ( 民法715)

次に特別の場合を述べる 。建 物、ホイスト 、テ リツク等が倒れて第三者に損害を蒙らし

めた場合である 。斯る土地の工作物の設置又は保存が完全てあったのに 、不可抗力によっ

て 倒 れた様友 場 合は 、 ｚ ｉ｝ ｋ 何等の責任も生じな い 。 然し共 の設置叉 は保存が不完全ＱＧｊＺｾＱＧｃ

損害が生 じた場合は 、共の被害者に劃して請負人或は l、請が損害を賠償する。設置又は保
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存の不完: . 1 : が一閃た る以_( -. 、共の他に向然カ或は被害者の行罵が原因に加っても同様で あ

る。然し請負人或Ir:t f"前 ( 共の物の占有者〉が 、損害の費生を防止するに必要友誼意を し

た事を立設すれば 、共の責任を売れ、今度は其の物の所イf者が賠償責任 を負ぷ高1 ' 0 1 る。

所有者は責任 をすth る方法が無い。然し斯く損害の生じた事に就き責任を負ふ者が他に あ

る場合tとは共の ..fi"1'C到して 、被o存者k 支椀った と同額の請求が /"1'，来る。( 民法717)

以上の各場合は民事戸卜. の責任に就い て述べたので ある。人 を負傷させた場合は刑事上の

ＱＱ ・任を負ひ 、［ｦＮｉｾ の ｊＭ Ｎ ｉＧｃ更に上記 の民事責任を負ふの で ある。

6 補 修

請負の仕事の目的物即 ち、建築物に陥快の るつた場合に釣 し、 民法は極めて詳細た規定

を設けて居る。施主は請負工事の快陥 を鷲見した時は 、請負人 K 針 して相官の期間内に共

のネ ｬ ｦｩ 修 を 求 める事が ｴ ｬｾ Ｊ る 。叉 損 害の ｊｉ 在ＧｦＱｾを 求める事も ｈ｜ｐｉ ミる 。 然し共 の 快陥が、施主 の

供した材料又は胞 Eの興へたる指固に よる時は 、請負人に責任は友い。然 し乍ら請負人が

施人の 供した材料 又は栴 ｉｾ ｉ の 不泊 Ｇ ［ ｩＧｾ な事的、 ｈ り 乍ら之を施主に計らなかっ た時は、請負人

の立イモとなるし( 民法6]4、636) 施 Ｍｉ ＺＺｉ ｲＺｴ建築 Ｑ て事の快 陪 をま Ｇｉｬｾ ｾ として、請負契約の解除を求

める事は 川* ないし( 民法635) 然し其の快|絡は重要な事でなくても 、補修の義務を避ける

事は ，'+'，dt ないの然し乍ら共の快W，が客槻的に電要で" 7 i . く而も井の補修に過分の費用を要す

る時lて| 浪り柿修の義務を免れる 。( 民法634の n 之は請負人K 過大の責任を負はしめたい

Ｑ ｾ と 、 ＭＩ ［ ・一般告で ｗｦ ｟ ｾ ＧＢ の 見地から斯る規定を置いたのである 。 然し避に Ｑ ｴ 意を 要す可 き

は、 1-. 言Eの宇ili 修の義務Ir:t 、引抜の際陀受けた検査に於て 、無事にパス した事 を瑚由主して

ｲｾ れる事の ，ＧＱＧ， Ｊたい事である 。 故に次 κ ［ 主 べる 時効 の完 成する迄は何時でも共の責任を負

はされろ o x; も，] ｉ ｪｬｾ Ｇｩ 愛 ｬ 亡生じた 破損は別 であっ て、 Ｇｊ I被前己に存して 居た快陥が費見され

た場合だけである c 請負人は後日の責任 を負は たい掃に施主と特約をする事が問来る 。然

し地ＭＱ ＺＺ Ｑ て 隠し て ｱｾ Ｑ＼ ζ 快ｊｖ＿ ， ｉＧｃは ｱ ｾｈＺＧ ｊ の ＩｉＡＺ効が及ばない 。Ｈ 民法 ＶＴ Ｐ Ｉ

.1-. 記のj請負工事の快陥宇ilifl 筆の義務l土、請負の性質K より' : I I放の時叉は工事完成の時から

或る期間を終ると消滅する。之が補修義務の時効である。餓筋コンクリート 造 、餓骨造、

餓造 、コンク リート j幸、石造 、煉花道、ゴ二活の場合lr:t l 0年とし共の他の工作物( 木造) 及び

地慌に就 いては 5 年である。叉之等の了ー作物j が工事中の快陥に よって滅失叉Ir:t 段損した時

は、共の時から 1年で ある。 ( 民法63R、639)上記の期間は常事者の合意によって傾仲間来

る。然 し最大限 10年である。

7  請負契約の終了

請負契約は 、請負人が所定の砂務の紡果を造り 、一方施主は所定の報酬を之と引換に興

へる事によ って終りを侍げるのである。 然し次の如き特種の終 り方もある。施: : I : ! は工事の

完成 したEい問 Ir:t 何時で も、 損害を賠償す ると とにより契約 を解除すると之が阿来る。( 民法

641) 然し例 へ引渡前でも工事が完成した院は解除出来ない。此の契約解除は施主の一方
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的意思表示によって効力を生ヂ・る。 放に此の 意思表示後に請負人が 勝手K 工事 を進めて

も 、 施 Ｍ ｾＺＺｉ ＱＺ 共の後 の 分 ｬ モ 就いては 宜接責 任がない 。 即ち解除を通告した時現杭 ｋ 就いて前

負人の損害を賠償すれば足 る。然も此の損害の賠償は契約解除と同時でなく 、L後からでも

良い旨の判例がある。叉特別の場合 とし て、施主が破員長の宣告を受けた時は 、請負人又は

破産管財人は 、契約の解除がI H*る。叉請負人が破旅した場合は 、管財人は必要なる材料

を似てし工事を準行させる事も H' ，* る。( 破産法64)

篇図 工 事 代 金 の 碕 保

建築業者が故も踊を悩すのは此の問題である。 st l ' L 就いては他の取IJI 1'L 1iぞける と同校

i亡、 種々の技巧があるであらう 。然し私は其の中の法伴的た事柄だけを述べる に 11-- める。

1  工事代金の時効

建築K 聞する 工事代合の時効K 二週ある。一つは常仏li の職人の給料に到するも のであ

り、他11: 技師、 棟梁及び請負人に針するものである。前者は 1 年後者は 3 '1三である。 ( 民

法170、174) 工事) J法が請負でない場合の工事人を 、常仙の峨人と見るか 、棟梁と見るか

は事貫問題による。之に閥し而 1" い判例がある。東京の成る大工が 1 日10闘の約束で某家

の建築工事の 監 行を した 。 曲が ｊｾ の報酬 ＲＴＰＰ 闘に就いて訴訟事 Ｑ ｬ ｜ Ｚ ＱＧｌ たった。施主 側 は之を

罪人の給料であるから 1 ' 1三の時効によ り巳に消滅してゐ ると二1:: 漉 した。判決は斯 る場合に

於て共の大l : は) 在家にますし従! 品目f ，J 係が無いから罪人でないとし 、上記の棟梁技f; 1¥I と認め 、

時効11: 3 'F である とした。 ( JI{{ 和 3 "1'- 大審院〉

元来時効は共の期間内一度も 催促もせや且つ内令領4xも無い時に 、相手)，が按fけする武

器たのであ る。 建 中で催促又は 内令領牧が あれば、共の時から更にf . J r定の期間延長するの

である 。 之 を ， 時効の 中断と 言 ふ 。 互主 ｩ 乞 ｪｪ て 意す石 ｉ きは 催促 のメ Ｏ法で ある 。 ｾ ｈ￬ Ｎ tζ 口頒 、電話 、

手 紙等 で Ｑｾ した 催促は、相 手Ｉ Ｏが之 を認め ねｼ 浪り 効ｽＩ がない 。 法律上千 Ｑ 効なる催促 Ｈ 時効

の中断法〉は次の何れかに 該常するもので なくては ならない。

( 1) 裁判上の請求

裁判所に ます し工事代令市lj 求の訴以をt創刊す ると と。

( 2) 支排命令

裁判所から相手) /1'[. 針 し、支拶1: 命令を H¥して賞ふのである。然し法定の期間内に

恨執行の 1¥1=立をしたければなら友い。

( 3 ) 和解の呼出

裁判所l佐和解の手簡を して相手を呼びI i ' ，して賞ふ。然し相手が問頒せや叉和解が

調は たい時は 1 月以内に ( 1) の)/ 法に よらねば友らない。

( 4) 任意出頭

相手)J ・と共に任意に裁判所に 出頭す る。然 し和解が剖はない と、1 月以内に (1)
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の)，法によるを要する。

( 5) 破産手続参加|

相手ノゲが破産の宣告を受けた時は 、所定の期間 l' e 其の裁判所K 債権の届出をする O

( 6) 催告

内海詩明郵伎で相手ノケl'ef  t  1fi: 支U! :の催公をするc 然し 6 月以内に上記( 1 ) 乃至 ( 5)

の手績をしないと効力がない。

以上の如く時効に就いては j 主主主を要する。

2  尻時履行の抗鼎植の活用

引i皮を要しない請負に於ては、雇備の場合と同械に此の抗務持者iは使へないが、引波を要

する請負に於ては 、代令の支HI :がある迄共の週3築物j の1] 1被をmむのである。( 民法533) 然

し之は' J f ( vc 1] 1被を十! i み件るだけで 、共以J-. の権利がない。 換言すれば、合を支械はぬ事

と、建物を ＧＱＱ 自主さない事との根競べが什 ｜Ｎ＿Ｚｉｅ るに ＱＱ まる 。 ｬ放に施ＭＭｴ ｾ が之に よ って痛搾を感じ

ない場合I' I 何の役にも立たない。

5  留 置 権 の 活 用

切置材Yn' I 他人の灼を r片有する』者が、共の物に闘して生じた{ 財界! の排慣を受ける迄其の物

を腎置する将 ｙｾ 利で・ある。Ｈ民法 ＲＹＵＩ 引波を要する建築物は、引波迄 I' I 他人の物で‘無いか

ら、留置椛の針栴K ならない。引i度を要しない工事は 、原則として他人の物であるから 、

切置機を適用 11¥.*る。菅1置権者( 此の場合の工事人) 1公共の建築物を善良なる管理者の注意

を以て内有する義務を負ふから 、( 民法298) 債務者( 施主) の承諾なくして 、共の建物を賃

貸する匂ーの事 I'I IH*友ぃ。然し乍ら通設によれば、f R 置権者は競資誌の規定により其の物

を競資 l'e !I j . t し作ると説く 。然しそれは唯競賢し得るだけで 、共の賢却代令を以て自己の債

権に優先的に充?;t するととは許されない趣行であると解稗する。( 大l E 7 51ミ法曹合決議〉 然

し他市常世材IIi者K 競賢楳友しとする有) ) i怒る反針説もある。若し競費樺無 し之 すれば 、此

の官置椛の作月1も、同時履行の抗帰椛 と同じ程度の事になる。然し乍ら雨者共K 、時には

施主 K とって大崩事である事があらう 。 wr る時に活用すれば、大いに効果がある筈でる

る。

4  先取特権の活用

建築の了ー事費は其の建物に就き先取特権を有する 。( 民法325) 即ち其の建物に劃し他の

債権者に先ちて、優先抱ｾ慣を受ける事が ｉｈ 来る 。 建築の工費を確保する方法 とし て最も有

効である。故に少し詳しく漣ぺる。

( 1) 先取特権の費生

先取特権は常事者の合意VC[ I ; : J って生十、る概利では無く、法律の規定に従ひ常然費生する

法定指保物棋である。

「不動産工事ノ先取特椛ハ 工 匠、技師及ピ請負人が共ノ不動産ニ開シ ア Ｑ ｾ シタ ｊ レ工事ノ
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費用ニ付キ其ノ不動産ノ上ニ存イE ス、前明ノ ;先取特権ハ工事ニ囚リテ生ジタ J レ不動産ノ増

慣が現存スル場合ニ限リ其増慣額ニ付アノ t 存在ス J ( 民法327)

不動産K 劃する権利であるから誉.記 を必要。とする。然してを記を して置けば他の如何怒

る第三者 l亡劃しでも針抗する事がH' ，司王る n 然し其の号記はT . 事 を始め る前にし て置かたい

といけない 。 Ｈ民法 幻自、不 ｾ ｩ Ｉｊ ｩ 索後記法 ＱＮＱｬ Ｕ ￬ 共の烹記 f. 紛の h司法は v長くなるから沿明を略

すが請負契約7作、設111. -' ;1; ー、?象3下71: 、! 品| 聞を携へ、施主と J 与に管車内4F言巳月Ij'の 11ft 近のK ，I: ー人

Ｈ司法 ｩ ｬ［ Ｚ 士〕 に依損すれば簡 ｾｬｬ Ｎｶ｣ IPI*る。登記税は? 象算額の1000分の5. 5である。

( 2) 工事費先取特権の性質及び効力

此の先取特権は 、共の ー1 . 事に閃って生じた償値の増加 l亡すす して効力を有する。故 K 工事

人が材料 を供した場合は、共の建物Jの償値全部が之の効 )J vcmx し、施主が材料を支給した

場合は 、建物の償値から共の材料の債格を引き去った残りが針栴とたる。叉修繕工事の場

合は 、修繕後と修繕前の建物の慣値の差が此の効 力に服すのである。

此の先取特携を有する者は牽記金績の範陪 ｉ ｉＧｃ於ては 、仙 のＱｊ Ｇ Ｈ押 ｉｉｾ 者に優先して 、 自己のイ ｬｴ

材 ｷ の排慣を受け作る 。 ・のみ怒 らや共の建物が火災 ｬ て躍った Ｚｦ ｾＯｪ 合 Ｑ ＱＺｽ｜Ｚの 保険 イ 訟の上 ｉ こも効 ｽＩ

を及ほ・す。叉共の家を施主が仙1 ' C ' i 宝去fl した時は其の究却代金に到して効) ) t r : 有する。又J七

の家を競賀I ' C11付して共の百件令の上 l亡効 )) を及ぼす事も 11¥*る。( 競資法22) 非常に似大

友効力のあるものであるから、之によれば 、先づ問遣がたい。特に施主が破産の宣告を受

けた時でも 、 共の建物について別除離を有するから 、 破産手組外に於て優先事 ｾ ｩ演を受ける

事が! 対米る。

然し乍ら之の不動産了. 事の先取引f将WI ' C 優先するものが一つある。; ! 1 ; は不動産保れの先取

特権である。保仔の先取特将Vi とは 、共の不動産を保存する 1:Z I ' C 必要な罰則を 言ふのであ

る。建物に就いて言へば放置 ｲ ｩＧ ｬ ｾ ミない筒所の修僻説 、 又は必要 上 Ｑ Ｑ 付したる蒋人等 の 費用 を言

ふ。法律は J t : の不動産 l宅附する樺利を保イ千するための抱月1も之の中入れてゐる 。( 民法326)

之等の保イF 費の先取特構も殻記するととを要し( 民法337) 且つ工事の先取特持Vi l ' C優先す

る。〈民法331) 工事の先取特椛が数人ある時は共の令制l亡肱じて按分的K 排i慣を受ける。

( 民法332) 上記の如 く保イ了 の先取特権 を1・事の先取特ffUより優先されたのは 、J t : の保イ{11:

ｾがあっ Ｗ とればとそ 、 共の不動産が償官官の減少、或は消滅を売れたと考へるからである ｣

5  工事代金に闘する注意

以上の如く工事代子訟の確保K 就いては種々の方法があるにも不拘多くの建築業者は之を

活用したEい。之は ::._i 前建築業者の法律的知識の不足と、他は業界の過去の管慣に起臥lする

ものと忠、ふ。

然し乍ら建築業者にとって、工事代金 を得る と得 たいとは自己の死活問題である。故に

業者たるものは技術: JrIToの研究と同時に代令確保 K 就 いても積何的に考究を要する。

近時共の例は稀では あるが 、工事代令が貰へないのに業を煮やし、償憎の飴り施ct l 'C針
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して法 ) J 行鵡をしたり 、建物の一部を破; 反したり 、又は柱 、建具命令ーを外して持ち退ったり

する者がるる。之等はイlI Jれも 刑法F トーのJ じである。如何な る事t，!i るるにせよ 、絶到に酷しま

ねばならたい。

第五 市街地建築物法につし、て

rli 街地建築物法に就いては 、己に大家の著:六l円:- もあり仁、私k如11 1きき者者-はイ小i日げ1

い 。 然し ｴ絃 主 に少少、しく ｊ持キの法伴的の性質 ｖκζ 就いて， ｊ淀 ｾｉ 別り別 ｪ し、併せて ｬ 寸法 ｋ 聞係のイ ｪ Ｚ る法律問凶 ｬ ｩ

2， 3の解説を試みたい。

市街地建物法の性質

￯ ｢ 街地建築物法は 、 ｬ 司法の ｨｬｩ 用ｼ高域内に於ける建築ｾ ｦｾｉ Ｇｌ ｍｍ し 、 閥次の Ａ｛ｦｨ ) J 附係を規定

した行玖的の公法である 。 従って同法剖 ＱＱＰＱ 人間 の 事項ｉＧｌｾ量刑する事 Ｑ ｲＮｴ ｉ ｈｾ ＱＧｊＮＮい。例へば住

居地域に於て 、 成る人が ＲＰ メート ｊ レを超過する建築物を建て 、 共のために隣地の日誌りがｾｾ

ｾｌ＠ : 出るくなったとする。共のJA合共の建築行1;hは l切らかに市街地建築物法施行令第 4 傑の

違反である。然し乍ら隣人が共の違反を埋山として 、市街地建築物法17傑を*R協として共

の建物の除却 、 改築等を［ｊ｜Ｚの人 ｴ 乙求める事は ｬＭｕ ｾｴ ＧｊＮ ぃ 。 叉行場 〈官 ｅｴｾ ＱＧｌ訴求しでも 、 行玖官

出は之が Ｑｾ Ｑ 亡琵到 ｊ の義務を負ふものでない 。 換言すれば市街地建築物法は 、 建築行腐をす

る者とＱｦ攻 Ｇι ｊＡｴｾＧＮ の ＱＱ ｜Ｑ Ｑ 乞於てのみ必 ￙Ｉ ｊ ｾ有するのである 。 然し乍ら同法は第三者にも劫 Ｉｊ :を

作する規定を例外としてー側だけ有する。 I，;J 法第13保政;2 項がそれでるる。

次に ､ｊ 街地建築物法 はえ ｬＡ［ 築に ｼ似し 一 吾人の行 Ｑｾ を 制 限する法律である 。 一極の 制 限法でＭあ

る。民法、商法の如く J十人の:立，ι をt J I l ふものでない。従ってい] 法に制しては岳人の意，ιω

位入する徐地は ｊｮｾ ぃ 。 ｬｬｴ の Ｚ 立 ｬ 刷 乙 於て 悩 行法規である ｯ L'tt  J!l J として自由であるnJ き脊人の建

築u 鳴を 、E J i ; る必要から制限を加| へるのであるから 、I"J 法のi邸内1と解語は 、国家的見地か

ら必要な外は 、なる IIJ くmf {tM的にするを要する。此の鮎、今 日其の峨K ある) J " が々 、此の

態度をとられてゐる事は誠に結構である。然し乍ら法律は然らざる; 場合を慮って欽憾の注

を聞いてゐる 。 ｉ Ｂｊ 法第 ＲＱ 僚による行玖訴 ｊ 鋭、先 ｲｾＲＲ 保によるＱＭｦ ｩ 攻裁判の規定が之である 。 共

の ｊ ｦｩ 政 にあるんみも利 ｬ でない限り 、 Ｑ ， ［ＱＪ見定も ｉｉ 誌は必要 も なのでは ｊＡ ｬｾ からうか 。 然るｉＧｌ ｾ ｦ ・ Ｍ 者五 ｼ社 ｬ

ｉｌ して同規定泌ｉＢｉ ｊ の事例を知らない 。 然し乍らえ ｵ 築 Ｑｴ ｌ 者ーの法律知識Ｉ ｾ 至は法律意識の不足

によるものでＭは Ｑｮｾ いと信十る 。

J 欠K 市街地建築物法を共の内議から見ると、建築物共白身に到する規定J : ! IJ ち賞悼法と 、

Ｔｾ の進行に劃する規定旦 ｩｬ ち手続訟の雨者を併せ省する事に気がつく 。 近 ｬ 時宜開法はｻ犠 ｴ 乙 、

手紙法は簡にと改正のi藍を辿る事は誠K 時詑! ' L ) 直した傾向 と忠、ふ。

2  用 語 の 解 説

以 1" の説明は法律用語として標準のものでるる。然し場合K より t多少、具. った意味K mび

られる事もある事に i主意されたい。
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( 1 ) 看倣ス左推定ス

法の力に よって、一定の事賞に到して下す確定的の推測が「者倣ス」でるる。之に反し

反詮の有るまでの恨定的の推測が「推定ス」でるる。例へば「返事の無い者は不賛成と者

慣すJ とした場合には、共で不賛成が確定する。然るに「返事の無い者は不賛成之推定」

した場合は 、f毘に不賛成として置く、けれども返事はしたかったが事賞は賛成である事が

判った時は賛成になるのでるる。

( 2) 認可左許可

認可は閤家の干渉する事に闘し共の費生、盤夏等に封し行攻官出が差支へ 1t. しと認め

て、: 1 t の効果を終来に Ii. .j って持続させる事でるる。許可は一般に禁止. されて居る事を特定

の場合に行攻官臨が許すととである。認可は常に行攻法上の言葉であるが、許可は然らざ

る事もある。補者の意味の最も異る結は 、認可は永観的であり、討二pJ は特定の場合だけで・

ある 。 例へば使用の認可を侍れは、井寺 Ｓ 反共にす］っと使用 ｴｉｾＪ る。然し使用許可の場合 ｬｴ￬ 一

度使用出来るだけでるる。然し匝別のつき難い事もある。

( 3) 遁用と準用

法律の規定を貫際の事貰 ｴ｣ 蓮月 Ｑ する事が ｪ 道府である 。 ｉｉ たる事宜ｴｌｾ歯周す ｮｊ く設けた規定

を、之 ξ 類似しただ. 事に蓮F月朋l目j する事を準汀朋jξ 言

しめて逗用する。

( 4) 取消主無効

後から共の始めに遡って法律上の効果を無くする事を取泊、と言ふ。 j飲凶も殆んど IriUさ( '1主

に用はれる。無効 とは: 1 t の目的する効果を費生ししい事である。無効と耳元j白、の具る結は無

効は嘗然K 効力を費生したいものであり、取消は後から共の効力を失はしめる鈷にある。

然し市街地建築物法を解く上K 於ては大なる差異を生じ訟い。

( 5) 届主願

届とは私人が或る事買を官雌に通 f与する行馬である。事前の屈と事後の届とを聞はす，

胞である以上認許 、認可、等- を求めるので、無い。従って書式にして不備の無い限り、官胤

の意志如何に不拘所定の効果を費生する。共の結に於て断、申請. 請願 、訴l織と呉る。胤

と申請は 、ほぼ同意義に解してよい。

む す び

以上の他に、建築事務所、請負含 ｊ 祉の現場員、懸賞投 ｾｬ ， ｩ 主主主、寅賀等ｾべたい事は津

山あるが、次の機舎に譲る。

元来此の嵐編は標題に示した様t亡、建築家として心イ尋置く pJ き大惜の法律常識を目的主

したものであって、之を法律的K 見れば用語も型が崩れて居り、説明も査されて居友い。

叉賞用的に見れば説明が断J¥合内で・あって共の用を錫さ左い。然し之は紙数の閥係上止むを

特定Eい事であって、筆者も之をよく承知して居る。然し乍ら此の短編が、建築界の人々を

少しでも法律K 接近させる事K 役立つならば、それだけで揃込である。そして必は次K 析

をj隼めたい。( 昭和12年 2 月9 日〉
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全 景

( アメリカ 〉 競 .罵 場

競馬場計輩の諸要素の複雑さ 11近代

工場のそれた初旬I l さぜる。

その内でも緊要なこさ l工、すべての

角度から 見物出来ろ 視覚席が 同時に聴

手の場所さ して、十分用意がなされて

ゐなくて はならずμ 、迄である。

猶取 引の簡便さ1，ZJ l ' 必要であ る。先づ

こんな要おら満足さ そうさ意図して設

計され7このがこのレーストラ : Y' J であ

る。

Engee. . i ng News- Rcco. . d 誌に依れ

配 置 箇 If トヲツゲの Si gbt- l i ne1. . . 完全に解決

倶 楽 部 外 観

する事 11貨に困離すよ事で 、この場合 L 、

ゲラ 7・J 、ウス、吉ス よヌゾドさ 配置に よっ

て、建物の『克のは しば しで トヲクゲの

幾分が鉄げる税覧席 L 出来て ゐる。こ

の鉄|徐昔日分 か最小限度に食ひ止 める事

力 f 一存よ い技術的解答ff z 忠ふ 。

衣に従行者 、自動車及u，厩 からの競

馬 うまの 3 つのおJ線の解決方法いかん

が 問題て・わる。

( T he  A ..chit ctural  Rc cord_ ， Dec.， 

1  D3i ょリ〉
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アパートメシト平面園種 綱々

ア月時トメ Y トの子面言十主主11先つ 、家具の酉E置、動線、採光等の精霊占から出

重苦さるべきものでわって 、建物の構造の主主易に依って左右さるべ告もので 11 な

いo H ! 構造法の求後建な頃に 11 、アバー干メ ゾ干の プラプも二れに左右される

'，}s分が非常に多 かつに ものであるが、最近の構造法 11:充分 二の困難た解消して 、

完全に用途に出設するプラ Y が建てられる様になっ' j " : 。

第 l 周 11 アパート メ Y トのプラ Y の雪量主主過程の l 例た示す Lのでわ るが 、

l 構造上のコヅペ y γ ョナル ・プラ y 。床面積 11極度に利用ぜ られてゐるが、

階段哀の 2 つの アパート 11f 可さなく空虚な散没な感じがある。

ごさとてのアパート; J Y  Ｑ ‘ Ｑ ｊＮ＾ ｾｩ ｬｻ去に Ｒ 、分しにもの。

J. ス ウエ ーデ〉の建築の影響it. t 受けれさ考へられるプラ Y 0 2 た多少書道形 L

1: もの 0

4，最 後のプラ y に到注する第 l 過程にあるプラ Y 。

Ｕ ，前面に出ｾ及 Ｏｾｽレ コニーや持 つ ＱＺ プラゾ 。但 ｊ ぞ か コユ ー ＱＱ 何れも古車リ利用

されてゐすよい。

観 、アH ー トメ Y トの 7・' } Yの結論さ して示 されるべき 11第 2 箇第 3 闘のロ

ｾＩｊ フ エラー ・ ア パ ー トメ ｙ トのそれであるが 、第 ｉＱ 置 の Ｕ［ＺＺ 比較 するこさに

イたって 、例へ 1:( 浴室が、寝室。化粧室主 11無関係に客聞からも遜山手るこ芝 、及

び主要廊下た遜つ てのサーピスが隊援なしに行11れ得る等、動線が非常に単純

化されてゐるこさが分る。

くA ，' chi tectul' al F Ol ' l ll l1， J an" 1937 より 〉

ロックフエラー ・ア

パートメコト外観

引 RST FぱヌコR S$TH  5T 

ロックフエラー'

アパートメシト

2 陪 平 面 園

ロックフエラー・

アパートメシト

1 階 平 副 置
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T e wi n の住宅外観 線、 天 主査片 ｲｪｦ ｾ 屋根

¥図
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］ニ］コ］コ「 司 ｾー ー一一一一一一一一- 一一一一J

同 上 1 階 平 商 圏 向 上 2 陪 平 面 園

英 園 の 新 住 宅

Archi t ect ural  Rc v i ew の昨年 12 FI 盟主 11 、1935年 1936年 の 2 & 年聞に

央闘に出来1: 新しい傾向た有する住宅301'牛耳Pのぜてゐる。その中 15件 11

t車、天造 、2 イ牛 11鍛骨又 11銭鍍造、2 l'牛11木骨造、11件 11俄筋コ y )J リ ー

ト迭である。勿論之 11特殊な事情の下に撲 It れ1: /J、数であるから 、統 計

的根擦はないが 、; 旅主主遣が非常に多い事 11想像出来ろ。 叉集められれ L

の 111まさんピ全部陸屋根で 、傾斜屋根1，t 持つれ只 l イ牛 ( 3戸) 11片流でわ

る。妓房法 11低竪温水媛房が多く 、 panel  heatin耳l.， 31斗わリ 、其f也石

炭ス干←プ、電熱 、ずスド用ひられてゐる。

( A，' chit ectu，叫 R evie w，D ec.， 1936 より 〉

イ ギ リ ス の 新 住 宅 その 1 T e wi n の住宅 3  11 
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111 6  (  ... 1ヴ〉 濁立家屋のジ - f ルンク

階 平 面 圃

、、

・.

全 豪

Tl i bi ngen の郊外にある l 軒建のミ7- ｾＮ＠

fJ/ Y グで建築家 K arl Wagenbaue，'氏の設

計になる 。土地 11南北に長い 14. 50mx 2 9m 

の匿剖で 、面積420卒方責任の敷地の北寄りに

Mt てられ、南側に石庭さ芝生 古楽関るさ っ

てある。やり方 11今 迄の長屋式 :/ 一ドル ユ/

グさ 同様であるが。 、ゆっくりし1: Lので

ある。かう 云 ふやり方なら If 日本にも採用

出来すよい こさほめるま し、。

く ｄ･ ｬ ｾ Baun.eistel"， J an・，1937 より 〕

t也 陪 平 面 図

2 賠 卒 函 圃

H  I l ' "  

建築家 Kar l W 匂 enbaur
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吉岡一一甚だ潜i趨で御座居ますが、H. - *協舎の

編輯 常務の米席 ｾ ｲ 苦が し て居ります最も年少者三

致し まして、一言御挨拶申上げま す。

本日 11皆さん御多用中御繰合ゼ御参集下さいま

して厚〈御蔵 申上げます。 又先輩の皆様方に もこ

の寒さにも拘らず我々の催を諒 ずして下さい ま し

て、御傍聴に御参集下さい ましれこさ た厚〈御溜

申上げます。 先輩の皆様 方の御意見も本席に於告

まして同時に斧聴しれ いさ 存ず るので御座居ます

が、何分時間が非常 に限 られて居 リますので 、又

イ也日; 直営なる機合さか或11待機なし' ) 1. t 見計らって

御高見た承リ 皮いさ存じて居る 次第で御座居ま

す。何卒怒らす御諒承の程たお願[ } 欽します。

本日比島に御集り願びましれ皆様方11官腹、撃

校、市役所 、事務所主立ぴに令祉の方々で御座居ま

して、申す迄もな く所沼若年建築家さして非常に

優芳なる御方ばかりで御座居ます。倫- *協令の合

員の 中に 11 、この外に 卓越ぜる御意見な り、或 11

御 考な りた御持になって居る御方も多数おわりに

なる こさ11云ふ迄もないのであ りますが、先程申

上げましれやう に合場の都合、或 11時間の都合す正

どで御す起きする こさ が出タ!となかっ 1: :二さら自iJ 以て

是亦御諒 承た願。皮いさ存 じて居る 衣第で御座居

ます。

本日の座談舎の題目 さ致 しまして皆様方に御遁

知申上げれ の Ｑ ＱＱ 建築 ｾｊｲｴ士合全般に附する座談合 ｊ

Z 云ふこさに なって康 リますが 、比間延 11非常に

大きな問題で中々限られれこ の時間 内で 11論議し

て戴く 、或 11 それた設 して裁く さ云ふこさ 11不可

能さ存じますので、 イ殴 りに我々建築家の准むベ告

途 、換言致しますれば、建築家の地位 さ云ふベコう

な こさ 1. t 話題の中心 Z 致しまして座談た証主めて裁

き皮いさ存じて居るのであ ります。 何分こ の0 う

な座r淡舎 11淘 めての飽で御座居まして 、設備瓜端

'，ll;: tご不行Jifrで御座居ま すが 、何卒二の機合1.t 御; f i J

用ドさいまして 、背様方が卒素これ 11非常に大事

な こさ に或 11 これ 11慎重に考へなげれ If ならね二

さにさ思って居られるやうな御意見の一端た忌憾

なく ε・しどしさ御聖堂表、或 11御話合願ぴ皮いさ存

じて 居るんで御座 居 ます。我々建築家仲間 |主 申す

に及 ｉｦ ず 、 或 Ｑ Ｑ 建築昇 、或 ＱＱ 大に致しまし て ＱＱ ｾ 仕

合全般の1: めに、貴重な一石た投じて下さいます

P うに御願ひする次第で御座居ます。

111 6 4  

最後に、 この座談合の主並行上一つ座長たまEに見

えて居 りま す棚橋博士にお願ぴ致し皮いさ思ふの

で御座居ますが、どうか皆さん御 賛成の程らお願

ひ申上げ ます 。

( 1賛成Ji 呉議無 し」 さ呼ぶ者わ り〉

それで は倒橋さんどうぞ

棚橋 一 Ｍｾ・うも平 ｌ よ り も遁嘗な方が滞 ｉ ｬｊおいで

で御座居ますが、御僻退して居る さ時間 らさ りま

すか ら座長さ云ふ名画II] を潜縛さゼ; て主主告 まし て話s

行係た致しまぜう。 併し私のベコ うに世に Ei? ふ所の

象牙の塔に 引能って 居り ます者 11限界が狭いもの

ですから 、却って進行係ド挺々進た間違へるでぜ

うが、 そこ 11皆様の方で如 オなく治1.t>正して頂. き

皮いさ忠ωます 。

先づ最初に森君に一つ何かわ、話願ぴ皮いさ思 ()

ます。森君11 フヲ ν ス政府の招勝留墜さ主さして川

、j ーに 居られれ頃から 、都市縮小 Z 云ふ考た宥っ

て居ら れる さうです 、 それた一つ話 して戴げ まぜ

ぬか。

森一一今日の都市人口の念、激なる晴}JU11必然的

に都市 直般犯にその機構た膨脹d しめて居ます。

この現象11新興図日本のみならず畝米の醤先進圃

に於て、待に大破般廃に起って居りますが、手1. lt

- 一口 Y パの都市古 H 本の都市た比べて見まして

その膨肢の仕方の異る おか一番に痛切に感じまし

れ二芝 、外国で 11普から可 l英美しく住み0 すくl ! 1J

ち、公共的立体的にも華まれれ都舎が今日 L 11 -9こ

れ以上 に人口た牧容する俗、地のないれ めに都心よ

り郊外に l勾() 、夏に新 しU、機能たしつれ都合らし

い部分が冷して行くのであ リますが、我々 の都合

で は その中心が末 t:充貸 しないうちに郊外へ交J i 外

へ芭卒面的にjfo L公共的で はなく個人が勝手 に庭

Z 高い塀ためぐらしれ木造の家が構へ られて書官inー

が次第に康くなリます。このほなわげで目式会IE: の都

市で 11知外の吹主主弔問闘者¥l "fnの建設等の自11rnの披

張的 Ｑ Ｎｦ｟都市計支が必要でありますが我が圏で Ｑ Ｑ ｾ 契

るき ｊｕ 匡の占 ｾｉ￯ ｮ の状態で ＱＱ 逆に都心 の機 構充 Ｑ 聖ゼ し

めて 、7仁: 、v、ピ: 7ヰ不‘ スのT仁; めlぱf T'リ -で( 1口1 なく快j血7な£ 

ｦ住主 居の Ｗ仁 Ｚ めの設備えｾ ［有宥する 月所 ｉ ｪ Ｇ ，品､消ｽ可 ｦ羽 ｩｙｮｧＱｩ 玉立工 ｦ休 イ本ｋ 的 Ｗな正 ｖ ヒピ Ｇｙ ク

セ y タ一完在. . f'作乍る事古が〈必要で lは11，な正μ U

人口の苦割割引 羽 ｪ 合に我 々の郁市の 函 位 ｬは ｴ 大［き旨 過 ［主ｾよ

寸。その1: めに交温、上ド7)<主主主rr その他地 ド埋設

工事等に 巨額の賞用さ時間在要し 、都市の生活 ま

す ます 錯雑さすよ り高償 1.f_ Lのさなる ばかリで一向



に愉快なしのさなりまぜん。これ 11建設期にある

都市に はやむや得ない さ云ふ 二さの以外に我々 の

2衰の γ ステムさそれらか公共的に轡まないこさに

大い に起因するので 11すよいぜうか。この様な日本

の都市の待性に就て 11数年前東大の和辻博士Dずそ

の著作グ風土 川こ引 て我々の傾聴に値する多くの

卓越しれ意見た述べられてたリます。

又我 々の都市が今後共に直面しなければならな

む、重大な 問題 11地震さ空襲であります 、 この場合

のこうむろ災害 11 これらに依る直接の被害よリも

火災に によ る方が甚大であリまぜう。この立場か

らしましても都市谷耐火的にするこさが絶態的に

必要でわります 、その1: めに 11今日 の耐火建築材

料さその済経的関係からして紗くさも数階からな

る立体的な述築が必要でありまぜう。 二三年前 Jレ

・ コルピＷｬＭｾエが彼待柔の柱の上に建つ十数暦の

建境よりなる 立体的な而もそ の建築面伎の僅 1 2 %

さ云ふ多量空地か有する割L市在グ霊堂光都市。 z 名

付 (j で霊堂表しれこさ 11 皆様承知のこさですが、 こ

れに就て 薗 白いこさ 11 アカデミー はじめき見質的な

人々 11 この将来性のあ る計量U. . 夢想すよ りさ至極簡

単に叉冷婚に片付げましれがフラゾスの1 i ' : 昔Eが園

防の見場から強力にこれら支持L 1 : ｾ云ふこさで

す。又近年ドイ Y で 11機械的兵器の充貨の1: めに

直接園民性生活に側係わる自動車工業の安建に着

服し自動車税のJY止や行びまし1: 。 これ等のこさ

えp思C具合しますさ 、我閣に於ても 周防上の立場か

ら立体的な耐火的すよ都市建設のす: めの必要れる公

共的な統制、 援助かすよし叉立的耐火的の建物の減

税等を考へ 、先づ直接園民の生活の容器である都

市の機構の充笈ーから 11 じめなげればならなし、逮思

って居ます。

側溝一一有難う御座居ま し1: 。大雪量面 白い御意

見で … … 。今の都市を耐火 的にするさ云 ふ こさ 11

勿論理想でわリまぜうけれども 、それ 11現t賓の問

題さしてイ中々も、っかい、さ思ふのです 。 そして現

在やって居る『コうな防火地底、 それが交際に効力

がある のか、完成する のか さ云ふこさ 11 ‘ 不L共門

外渓さして、非常に一一どう云ぴますか 、一一憂

慮して 、質現性のないやう に思へてなりまぜ ぬが

その塗の 二さについて何かお話たして戴けまぜん

T' o  

荒 木一一今森さんの云 11れれ0 うに日本の町が

唯1ごたつ府 くて 、焚時みれいな木造の建物で埋っ

て居ろで云ふこさ 11確かに日 ;本の都市の特殊性ぢ

。ないかさ思びます。これ 11又日; 本の、現代の待

殊性か最もよく現11 して居るのぢ『コないかさ忠、ふ

のです。そ れは患に日本人が、 きう云ふ高層建築

物た逢らぬ造れなかっ7: tf 云ふのぢゃなくて 、大

骨量日本の町古云ふ Lのに住んで居る市民さ云ふ者

が一般的に非常に 外 闘 に 比 べ て生活の程度が低

い。 それで己むを得ず さう云ふ非常に低いー一一現

代の建築技術の進歩か ら云へ It 、 もう前世 組の物

さ見られるやうな木造の家に我' 慢して居るさ云ふ

状態にわるんぢP ないか芝居、ふのです。それでよ

く日; 本に来ろ外鴎人が日本に就ての印象詑た一一

この聞の 7 ア Y ゲ博士なんか も第一印象る述べて

居る時に 11貨に日; 本の待殊性たよく漣べて居る。

フアゾゲ博士11 日本の町に就い て、大都市 の住宅

11 ' r i l に醜い o #t - し丸の内 11 ジピア ゲセ Y 担一11伺!

? ごさいって居リます。今までの日本さいふもの

11、明治維新以来の 日本 11馳包で外図に逗付かう

さして居つれので官臓の建築在中心に積極の大建

築物 11ー遜リ整って来れからジピ Y lJ セ Y ター丈

t . _ . 見るさ外図さ同じ程皮位に出来て居る。まア何

虎の街上さも東京の丸の内 11 立証Eださいふこさ i.. 

7 ア Y ク博士がいって居ります。この言 11 日本の

街らよく現 11 l て居ろさ思ふ。今迄日本でやられ

れ都市計査の考古いふ Lの 11市街地の住 居の問題

さいふよりも 、 日;本の街在外関に劣 らないや うに

立振にしゃう。見える底t . _ . 立源にしゃうさ U、ふや

うなこさが非常に よく現11れて居るんで 、防火地

区なんかも森さんがい 11れれ0 うに日本の都市住

民の住家た高居にしゃうさ b 、ふのではなくて 、都

市か さうい ふ風に整備しゃうさ b 、ふや リ方で 、指

定されれんぢゃないか。だから都市金惚1 t 高} 菅述

築にしゃうさ U、ふやうな考方 11全く ないのぢdゃな

いかさ思 11れます。今の防火地匿の指定の片方で

11主に 一等閣の外閣の都市に比べてもまア見1: 慮

丈 11一泡立仮にしゃう 、 その代リ一般市民の住宅

11己た得ない から動物的なく失望書〉ねぐら凡1: や

うな物でも仕tJftがすμ 、。住宅のレベル在上げ' " " " う

さいふ" " " うなこさに就て 11今まで殆ど考慮されて

居ないP うに思 11れる。これから森さんが今ν 11

れれやうに都市私立穏化するさいふこさ 11非常に

いν こささ忠 11れます 、是非AやらなけれIt ならな

6 5
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いさ思ＨＩ｜ますが 、ジ ピクゲセＺＯｾヌー Ｑ ござか官ＡＡｬの

建築物さかさいふものた中間にして一般の住宅 11

きうしないさいふのであれば意味がない諜で 、 そ

う云ふ中心的建築物 11欽 っ て お い て も 耐火構 造

化高層化する 。1ごから日本の都市の市民全1涯の住

居た向上さぜなげればならない。それに就て の根

本的1[. 封策がなければどうし都市の立ff霊化の iH!短

11一歩 L 墓め ない0 うに思へます。

棚橋一一宮間さんどうです何 か。

富田一一 事務所の方さ 官服の方面三 11 その主張

にってい積極意見もあリまてまうが、_ f Ll ，都市綿少

について は大限市のそれについては幾分捌心らも

って居リますが、 この方面のこさ 11技術者のみの

I: G題でなく 、叉行政官の聞にも種種論議されて居

るのでありまして 、大阪市の場合 L その一例であ

ります。最近税制j 問題でも 、F付加税さ地方貌の関

連に於ても 、都市の納主党組織が、市民大衆よりの

納税た都市の中心地域に 流入されるか 、 そうでな

い場合 11地方税さすよって人数の比絞的少い都市郊

外へ流出 して行吾、この間際にある不頁住宅地域

に及 lまされきう にない事が多多わりますが、 これ

なども都市が地域的に過大化 されれこさにも起因

するんですが、かういふ黙らもっさ留意してスラ

ム地域にももっさかういふ都市から ｾｷｴＺ 税金た浸

i聞きすべ告で 、矢 張 リスラム地域の人主主も都市の

重要なる構成員である以上十分都市の恩恵た及ぼ

して dやらなければならぬ こささ思 びますが、 さう

いふ果占1. t 建築家さしても附心を持ち 、更に、組織

内に於げる経湾問題 も一考すべ告 1f z 忠、びます。

棚億一一 耐火建築さ v'...; 、間短古住宅問題 11 、'ri f

際の現状ざして非常に向性れてゐますね。住宅 11 耐

火建築の目標にならないさいふやうな 、 さういふ

ギヤ Y プ力 ξ わって 、 これらどうわるかさいふこさ

について 何誰か。

西山一一現在我閣の都市 11防空さいふ問題に直

面 して居ろ認でその結果、防火地区なんか非常に

康範な面積に亘って 指定されて居るやうになっ1:

吉思びます。底力 ξ さうu、ふ防火地区に} I つ建築1.t

考へて見ます之 、防火建築ばどうしても経済的側

係から高居であるこぜた必要さするさ思びます。

その結果 もし、非常に賢い 面積に亘って高j育建築

が建てられるさ します之 、従ってそこ に非常な大

きな建築容積が生ずるこさ になるさ 思びます。 そ
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の建築容積から種々都市の機能に営てられるこさ

になり ますがそれら住居用に 使 11ずし て、f也のも

ので消化し弔うさするさ 、言ても1: I 1T 1げよいこさぢ

ゃないかさ思びます。それは数字的に調べれば ｾ ｉ

るさ忠、びますが 、 常識的に ｾ ｉ 断してきういふ こさ

になるで想像します。若しさうしますさ 、出来1:

主主積在住居に包・てられるやうな方法た講じなげれ

If 、都市に防火建築が建つでいふ前提がなくなる

かさ思ひます。底力£現在日本に高府住居が行11れ

4与すよいの は、 生活様式共他種々の問題が関係して

ゐるさ思iびますが、主主して経湊的の問題即ち地

代、 家賃等さいふ ものに関係して ゐるので 11ない

かさ忠、びます o 2&t J { 一般に 、都市の後展 11必然的

に地代た上げる方に主主み ます。一方住居資も 、ー

燃物伎の上り 、地代の上りが要素さなって鎚化す

るのですが、防火建築ら必要さする司コうな中心匡

で 11地代 l主主さ してそ の土地た直接生産に別用す

る貼から計算さす1 - 1: 基礎に基いて漸次に上げられ

るものさ思びます。従って 、吐舎の霊堂展につれて

住 居1' ( 1 ，段段上げられるもので怒びますが、住居

授が上るよりl ，a : ら に早い地代の上 リさいふもの

が 、若しこのままに放置して置け If 、都市が霊堂展

するに従っ て金 相々i釣的に 、住居の質的低下えT*

す風に作用して来ろのぢ" " 2 1 . よいかさ思ωます。之

に封して 、園策的な見地 から遁蛍すよ施設か施さ な

い以 上11住居の質が段々下るこさ 11営然f f z 忠、ひ

ます。これ 11非常に基礎のずれ、話ですが、 さうい

ふこさ九夕、明確に数字的基礎の上に示 し、住居問

題の適切な封策がどれ程緊急のものかぜいふこさ

か明かに示す こさ 11我 々建築家並に都市立I計家の

一つの任務ぢゃないかさ思びます。

和国一一西 山君の言つれ様に園策的な見地 11勿

論必要ですが、現代の様な資本主義社令組織で 11

比等自慢が一つの利潤這求の針高等Jl Pち企業さして

成立つて居りますから建築家111こに個々の施主の

要求する範囲内で建築技術た提供すろ If かりで

なく 、どんすよ使用目的らもつれ建築をどの程度の

築建容積構透で具現化しでいつれ方が企業綬済的

にも 、都市計覧上からも遁蛍であるかさいつれ様

な建築企宣の方面など、考へ てやる 方 D旬、、 のじ

。ない かさ市びます 。先日もあ ろ人に土地をもっ

て居るが建築し7こい。食事務所もどうか三思ふが

何んな種絞の ものが よいか さ聞 かれれ こさ があっ



1:。地域的に見てi "，. ν - D'  J I1 どうです 、さ言っ

て見も しれが 、貨に研究的でない。あやふベコな答

へしか出来なかっ1: ので残念でし仁 。

富田一一一昨年東京市役所の統計で出しれ都市

建築物調査表ざいふ面 白い ものがあリま す。その

調査表 11都市人口の分布、或 11 1 日の人聞 の移動

状況、1 日の ラ; : ; ' : / ユアローの交遜の研 究、 こk

らから初って来ろ筈でわ るさい ふ。 さう いふこさ

か基礎さして 、 この調査表が作られる原悶さなっ

て居ろ。その表に 11種々 の数字が皐げられて居リ

ますが待に僕等が見て関心ら持つの 11建築自怪1 . t

大きく経理事的に見直して行くこさなど大告な示I!IO:

に官 む Lの さ思びま す。叉その表た見て 、f主等の

感 じる こさ 11、坪 数の計算の仕 方、 さういふもの

について随分杜撲でわる之いふ こさ が見 られる 。

棚福一一今の耐火建築、住宅さい ふ こさ11経済

の係イ牛に非常に障碍があるさいふ こさ11 勿論わリ

まぜうが、 その他 に副原因さい ぴますか 、例へ 11:

日本人 11木造住宅ですよげれIt、いかわさいふやうな

感じカですもの 、 それから 今の洋式の大暑いピル

デ Y グ 11大抵の場合大告すよ資本の 下に 建てられ

る。住宅 11 さう いふ資本の下で 11経倍されて居な

い。さいふや うなこ< : l . ，原因さしてあるんで はな

いか Z 思びますがね。今の住宅さいふものに謝す

る日本人の考方がどうですか。堀さん、新しい住

宅ｾｍｬｴ てられ て津山御経験 がおあ りで ぜ うがピう

でt ! う。さういふこさに IUJ 係してのお考 11…・- 。

郷ーー さうです 、今の住宅た立健化す るさいふ

こさ11経波野的に困難ださい ふ こ主 主，西 山 さんがい

11れましれが 、経済的に考へ7こらバ ラクゲ 見れや

うな木透借家にするよ リ11 、矢つ張り銭材の暴騰

して居る 時 11別さしまして、鍛筋混 i疑土のカが永

久的の ものである銭に 、経 費7，10劉嘗 て1: らそのブJ

が 、 ｊＯＮ ｾ霊的ア ｈ ート式 の 住宅を やる カ ド経演 的で

す。 立惚的にするこさ 11経渡的に六ク敷いんぢゃ

なしに 、 それらや リます企業家が少いんぢベコない

かさかう足、ふんで御座います。

酉山一一住宅綬笹が危険脱 されれ企業 fごからで

なくて 、英経替が寄生的な 「家主、地主」的f全体

たもって行11れ て 初 めて成立 ち得るも のであっ

て、 さういふI帳面上から叡j出 されるべコうな経後方

法三少し遠ふ からぢ弓つな いですか。

森一 一それですから 、試 みなげればなら 7t . い之

いふのであっ て、試み る必要 11わる さ忠ふ 、 それ

らや るに11 さういつれ資本らもっ て居ろしの かさ

ういつれ方面に注 目して貰ひ 1: い さ忠び ます。

これが出来れら啓蒙も出来ます。日本人が非常

に蔚い 日;本式の住宅に住んで居るか ら、外 図式の

狭いアパ ートに住 まふのた不愉快なものさ全昔st J {

j忍ふかさいふ さ、 さうでもな いですか ら。

堀一一一生活様式の錫に住宅在高層化す る こさが

いげな いさいふこ さはない 。間取さへょ くすれば

貸現性 11わ るさ忍びます。

川 勝 一一 普遁の借家で ＱＱ 投歎 Ｑｾ Ｎ げた 問 題 に して

設備なんか問題にしないんですからね。

菌山一一一投歎ら盟主へる や うな生活在して居る 。

面積的に住宅に住んで居る。現' I i l の住居水準から

考へる芝生活様式や、間取設備な ε・問題になり得

ね号コうな状態にある Z 足、( J I ます。

調白井一一我々 の境1 & さして住宅の 問題 11非常に

- t ) ) 貨に考へ て居 ります。我々のイ中間でよく座談合

な どや りましても よく出る 間正直ですが、今の世の

中で I U支えF建 てょう か或11借家に入らうかさ考へ

てゐる 人が随分わ るさ恩びま す。その場合に先づ

借家だった ら十年 にs・れ位か k る家1，t k! t てるさ 初

めにどれ丈の資本で 、年 にピれ丈要る さ考へて 、

結 局今 までい 11れ t: 。う な企業さするんで はなし

に、自分の所宥住宅さし て考へt: 時に 、花 11具骨豊

策さ して11 同じゃ うな境遇、同じゃうな希翠のも

の が数人集って 、 それで一つの ア月一ト た造れ11."

設備も少く て済 む し、可すより整つれ理想的の具イ

プ で以て 、 ａ 放 、 ｂ Ｄｪ，ｾ 、 ｃ Ｓｴ ￮ｾ い ふやうな 償絡の

奴 ｾ ｲ 翠 山作 って Ｑｾ へ Ｑ ＱＺ 、 その 中で自分塗に遁すろ

ものた作つれ らどう か思ひさます。それ11例へ 11."

近郊の悶舎の町内で相談たして、こ の町内 11 かう

いふものら透らう。或11舎前士仲間ですさ 仲間; 1. 集

めて 、 その仲間でかういふも のた作らう 、 それ11

結局集合住宅になリますけれ ど も、 さういふもの

た遁つれ らどう かさ思ふんです。 さういふ もの こ

そかういふ協舎で一つタ イプた決めてプヲ Y な り

或 11 その経費、今 までの個人的の木造住宅に比べ

てな るべく有刻なやう に解決してP つ 1: らU、、ぢ

ゃな いか芝居、びます。

それから 一般に経済上に も斯う し、ふのがし、 k ん

です よさ 遁常な方法で勧めてやれlてどんどん建て

るぢベコな いかさ忠びます 。東 主主で いへ It 同i悶舎凡
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1:。うな組織がい ‘ ぢゃないか さ思びます。 我々

もア月一 下に住んで居 りま す か ら確 かに使利で

す。

大石一一 併 し後利的になって居るもの 11 、一坪

溢リ何十聞かの家賃らさらないさ算盤がれ k ない

。住宅に 二割 、三割の利組りた要求するのは少し

不都合ださ思びますね。

村 弁一一今お話になりましれげれ ど も者jl 市の住

宅ら自分の家ざして考へる考方11 恐らく駄目だら

うさ恩[ ) ¥ます。それ 11都市 に住んで居る人間さい

ふもの 11 自分の家た持つに遁しない生活らしなげ

ればならざるら得な くなって居る んです。例へ If

自分の家た一つ遁つれさ考へま す。子供が出* - " こ

ら部屋が足 1) なく なる。さうするさ子供の 出来る

方が 、金が溜って椴築が出来る やう になるよリ L

早いです。 さうなるさ 、兎に角今度矢つ張 り借家

た借リて 、 それる又後へて行くさいつれ弔うな考

方 かしなげれば佐へなくなってしまふ Ｑｾ らう。家

11 自分のものさするより 11 、失つ張 り都市の家11

借 家fごさし、ふ慮か ら出俊して行かなげれば勧告が

されない こさになり 11 しないかさ思ふんです。ド

イ少のナ千 スでやって居る住宅政策さして自分の

家主，持1: ぜるさいふやうな考方 も流行って居るゃ

うですが、果して成功するかしないか卯lつ切リ し

にこさ 11分り栄ねます 。

荒木一一精井君が云 11れれやうに者jl 市の住宅さ

いふも のた自分のものさ して考へろのも家主のも

のさ考へろのもおかしいさ思ひます。結局者jl 市の

ものさして 、 もっさ都市的に大告くいへ If 園家的

の考から 住宅ざいふも のた考へなげればいげない

時まで行ってゐるんぢゃないかさ忠びます。先刻

い11れれやう に儲かれlれ、 、5交が建つが{請か らな

けれIf 建7こねか ら放っさ げ。 さういふ問題ぢ" CJ 1，よ

いさ思びますが、矢 張 り出来ろ『コうに考へなげれ

If いかん。自分がIl ¥* ぬからしないさいふんぢゃ

な い こ、 矢つ猿リ都市計主的の考からそれで出来

なければ園家的の考 t ' ら、 さういふものからもっ

さい 、住宅が出来るやう に、 考へなければいげな

いさ思びます 。

増弁一一そ れ 11理想 さして IH 、けず技術 さして

どうでぜ う。

村 井一一 公共的の頭で 、威力さいふやうなも の

ではいかぬ さ思びます 。
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富田一ーさ うい ふ事 11建築家にも 責任が あ る。

建築家ざい ふもの 11動もすれば建築の出来上る こ

さ丈に興味た持ちれがるさいふよ りは 、建築技術

の全般が鼠にそ うであるかの様に思はれるこささ

へあ ります 。建築技術の適用範I盟11本来から云へ

If 、例へ lて住宅問題、住宅政策又一園の住宅図策

ざいふ こさにまでも 一つの家た建て る建築の皐問

的能力た際用す べきもので 、建築技術の確閲さし

1: 一分野f f Z 思びます。

田中 撃校11建築技術のこさ 11種々講座があ

るんですげれども 、1費社舎に出て建築家がどう い

ふ風に設計らする。結局どういふ家島建て 、それ

でどういふ風に経俸をして行つれら儲かるか何さ

かいふこさが直接の問題になって来るんですか

ら、撃校11 それを技術的に餓筋たこ L に11三本入

れる 、四本入れる。あれも勿論大切です け れ ど

も、 それ以上に建築の経惨さか 、建築行政さかい

ふさ ういふ講座た、一つ入れれらい k ぢゃないか

でJ思ふんですがね。

棚橋一一段々高級的技術者が徐 りつ 、あるんじ

ゃないかさ思ふんですが、本2言の計査の方に参興

して行かなげればならぬ状態になりつ 、わるやう

に忠、びます。

川勝一一 僕 この ごろ考へますが、兎 に角こうい

ふ風な 問題 11 、企業さしても少し考へなげれIf い

かねさいふ こさはあるんでぜうげれどもその他 に

矢 張 リ図策的の見地 から 、何か計量五しなげれ If 、

云 ο かへますさ園策的の方法さ何ごかがなげれIf

やって行げすよいざするならば、どうも日本なんか

一般的の文化施設さが、文化的の技術さいふP う

なものが、非常に外園から比べるさ ν ベルが低い

ですね。日本の住宅 11先刻からい 11れれ ように水

準ド低い。 これ 11或 11園民性 さか種々なこ Z もあ

りまぜうげれども 、 さういふものさ 11別に 、 その

園策1a? 主主行する鋳のまわ住宅法にしろ 、住宅経管

法にしろ 、 さういふものが依り に必要であり戒 11

都市建設の角にM径の園策的のものが必要である

さいふ忠ふんです 。今 まできういふ風i H十鼓さか

図策さかいふものが我園で 11非常に少ないんです

が 、そのにめには今日のやうな時期が一番都合が

い 丸んで はない かさ思ふんです。 さいふの 11 日本

の工業主か技術ざいふもの 11 日本の待殊性ださい

はれ て居る。その待殊性の中 に軍需工業さいびま



すか さう いふ方面の工業のやうなものが非常に他

のもの に比べ進歩安建して居る 、民主力f 、今 日の社

令状況ら建築家の立場から考へて み ますさ 園防的

の見地 から或 I'l: 都市防空f七さいふやうな こさ L考

へられて居りますから 、かういふ時期に建築家が

さういふものか利用するさし、ふか 、3利用されるさ

いふか、 さういふこさ に して、 この際に官iJ に云つ

1:様な政策的のしのた後件する時期ぢゃないが さ

恩びますね。

内藤一一少くさも 、今まで建築さいふものた一

つの矢張 リ建築物か宥機的に見るさいふ こさ が比

較的関即 されて居1:" 9 うで 、最近さうし、ふ 方面

に、非常に 単一の L のさ して よリ L群さしての こ

さが考へられ、叉都市の 問題 L単なろ都市在ーっ

さして見ないで 、深 山の都市或11封農村さ か、 さ

うむ、ふ有機的群さして集合的に統一体 さしての建

築物さいふ こさま考へられて 、寧ろ これか らは有

機 的に行かななげればならぬさ 思 びますが、而 も

それら封枇合 さいふ こさに闘漣きして有機体さし

て行かすよげればならぬさ思び ます。さういふおか

ら一個の住宅問題の研究も非常に必要ですけれε-

L 都市計業や艶農村或 11艶他の都市 、例へ 11衛

星都市 さういふものさ有機的に これか ら見 て行か

なければならない 。例へ 11都市計叢の上か らいへ

11、或 11町村或 11 都市計叢さいふ自に 見 て行っ

て、その結果宮市市の膨脹さか高層化 さいふやうな

こさも考へなければならぬぢ予ない か。一方住宅

問題 L現在の庶民住宅さいふやうな こさが比較 的

閑却 されて居れ んで11ないか。 きう して却って 永

年それに注目し て、建 築仲間の頭の 中に 11わって

い却って1 t i : 部さか内閣調査局の調査官さういふ

方面から先手た打 1:れてそれに便乗しゃう 一一今

からで L退 くずれ、ぜいふやうな考へ方 L あ ろかも

列 リまぜぬが、 そのお建築家にも多少怠』慢の誇た

免れない。 我々 もさういふ風に欠勘九? 出 しにさ思

ふんですが、兎 も角結論からいへ 11、単一体 の建

築物た群さし ての、組織さしての建築物、 それか

ら皐ーの都市 も無論考へなげれ11な りまぜぬが、

大阪或11東 京で も、謝地方問題、 さういふ貼も 一

緒 に考へ なげれば解決 が出来な いんち・0 ないかざ

いふやう に考へま す。 誠 に組 りま ぜんけれ: ; : ・も。

高山一一僕 11考へ ますが、 日本の建 築生産 11二

つの主要なる部門に別れて居るさ思ふ。 その一つ

ＱＱ 明治維新以 来 起 つ れ官 ｾ述 祭 主 ， 中 心 にし て 、 そ

れから段々後五毒してTI打 ; 新 らしい技術、新しむ、材

料 、新らしい構造さう ν ふものか用υて来、大建

築 . 大ピルイ Y グの生産。之 l二到して片方に古 い

技術さ古い生産法たそのま 、か踏襲 して来1: 大部

分の建築かさうでわる 、数多い群小の建築、 さう

し、ふ二つ に分れ るんぢゃないかさ 思ふ。 その 中間

に立つ虎の建築が 少ないさいふ こさが 日本に 自由

建築家が少 いさ U、ふ理.由になるのぢゃないか之 忍

びますが、 さういふこつのものさしてハクキ 1) : 考

へる こさが必要で 11ないかさ 思ふ。漠然 さ「建築」

さいふものに謝 して 「建築 家」を考へろより も、

二つの領分に夫々建築家さ いふものがどう いふ風

に働〈べ吾ものであるかさ いふ こさた考へな げれ

ばならないさ思ひます。ぜ ころが建築及建築撃の

此進歩が浅 されれ 圏民大衆生活に重大な る関係ら

もつ しかもそれが建築生産の九割以上る占めてゐ

る、住宅建築さ云ふ L のが全く放置されてゐ るさ

いふ こさを意識、無意識樫に忘れ られて居 ろんぢ

ゃないかさ思びます。之 に到 して 、従来建築行政

さいふものが行 11れて米ましれが 、比建築行政が

日本で 11待殊の意味を持ち特にさういふ領域の建

築 に相謝して働きかくべき使命た持ってゐ るさ云

ふ事た 明に する必要が あるさ忍び ます。我々建築

家 11 この浅 されれ九割の多数の建築に聖書して所 !11

建築家さなって注文たさつ1: ｾ ｊ 、吹 頁し ＱＺ ｾ ｊ し 。

うさ考へ? こな ら11・、夫 11主任く誤ってゐる 。どう し

ても夫11行政的方法で勧告かけないさいげな ν 。

それには住宅政策など種 々問題 になって来 るさ思

ひます。 従って住宅其他の枇合的な問題 11決しで

建築家の領域から離し れ「高等な 問題」で は な

い。現在で も多くの建築家が、自分の領域外に さ

ういふものがあるさ いふ風に 手た扶 ゐ て 居 るの

は、 建築之いふものの領域た見誤って居ろんぢゃ

ないかさ忠、びます 。

棚徳一一兎に 角九割の浅 されれ もの に建築行政

ぜいふ方面から進出 して行つれさいふ関係が正 し

いんぢ『つないですか。日本のきま展が正 しい途在進

んで居るさいふ こさになるさも思び ます。 それか

ら、 きういふものの統制 さいふか何 か言十支えP奥へ

なげれば'すよらぬです か ら、 さう いふ こさも 取扱ふ

さいふ こさはい、 こさですね。

酉山一一併し 現在の建 築行政 さいふ もの さ11少
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L 遣って ゐ るや うに思ひます 、 さういふ こさ11僕

等 11門外渓でいへまぜ ぬけれピ L。

郷福 少く さしさういふ こごた提案 され るで

、ふ こ": 1主将氷の後展性九，物語って居るさ 思 ぴ ま

すれ。

荒木一一建 築 家が見放して 居る L の1，J?建築行政

が自らかけて ゐる。 日本の住宅の殆大部分 11建 築

家の 目に鯖れないさ いふ こさ11、こ れか ら愈々さ

れ 、ふ住宅に封して建築家が個々 に解決し0 うざ

いう や り方で 11ゃれない 、行政的なやり方で働告

かげなければさうていゃれな いさb、ふ弔う な こさ

が いへるさ思ふですがね。

西山一一建築行政さい ふ Lの 114寺殊建築でな く

て、住宅建築ら主要な目 的に しれら い k んぢゃな

いか さ忠ふ 、 さうい ふ方が本来の窓義 l二日十ふさ忠

びま す。待殊建築ほどっちか さいふさ I I l : 築家に委

して置 くや うに し詳細 な規定なんか もっ さ融活性

1，J?持1: しれ :方百九、 、ぢゃない かさ忠、ふんです 。ア

メ l} jJ な んかで は何か火災保険規定などで規準が

貨際上作ら れ て居 るさうですが、 さう いふ風な方

法の方が、 よりよ い建 築ら得るに めによ い方法 ぢ

ゃな いでぜうか。 よい建築物た生産す るさ云ふ符

!こ 11。

中井一一 西山 さんの先の御諸に11至極向 感で 、

所 ｾ ＱＱ 建築家から 今 まで係り注 目さ れ て居な か っ ＱＺ

住宅述築、借家建築に建築家が都市計ID:;:: 云 ふ方

面か ら近付し、て行く こさIH 、、こ さで 、? 吉然 さう

あ るべ 告 こさ1こさ思びます 、 この こさに つ r てf仕

合的な一般的なお話 11飢にあ りま し1: か ら、 その

方にお願。す る こさに致しま して他に花が平常'考

へて居 ります こさ 11、建築家丈でま わ自由 になる

こぜ建築家の考へ方 さいび ますか、技術的の 内容

の 二さで御座います 。述築家の教育法や研究J湿度

に ｾ Ｇ ｊ して直接工率 的 なも の 、 Ｑ 十 ｬｬｩ ー の 基 本 的 な ｌ の

それ か ら都市計設な ものか もっ さ分業的に研究す

るやうな 方向に主主んにな ら、建築家の 技術的 内

符 ‘ 団Il lt 、意 味の技術的内答が まだま t: .伸び る可能

性があ るんぢP ないかさ忠び ます。

小 池ー一一先移ーから 技術方面が非常に諸に上 リま

すけ れ ｾ Ｎ b ，技術 11相74・の鬼まで研究 されで居 る

さ思、ふ。きう して、その技術によっ て 可すよ り純粋

の建築も 作 る こさが出来ろ 。出来つ k わる 。底力ず

さういつれ純粋の 出来ない ものが、 さういふ 間短
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に、建築に 打イ寸かろ認ですから 、 その理由 1J ?知る

には、建築の生産関係に建築家 11 目か向 げなけれ

11なら わ さ思 ひ ます。それか ら建築に封してか ら

いふ一つの性質が あるさ思ふ。それ11投術的の1"1:

賀、員士令的の性質が あるさ 思ふ。技術的の性質古

いふの 11建 築の技術者方面の研 究、最士舎的性質さ

いふの 11建 築の生産倒係1;-Z 思ふ 。今の建築家11

前者 11多 くやつれげれ どl ， ｾ ，走者 ＱＱ 吉宗 り やら なか っ

1: 。 それに は一般的法制 L経済 もさういふ分野に

までもっさ建築が入って行かな けれIflt 、かねさ 思

びます。さうして僕11今 一番号コリれ いさ思って居

るの 11建築の社合的性 質の研究ださ 思びます 。技

術の方面の研 究 Lや らな いかんですげれど も、 そ

れさ孤行に やつれらし 、¥;:: 忠、ぴます 。

川勝一一今 、西山君の設に 11趣 旨さして賛成で

すが、現状さしてさういふ風に緩々大資本の F に

経後 される やうな建築物 1J? ，自由 に放任 してい 、

やうな状態に はないさ 思ふんですがれ。 1ごか ら主

旨に 11賛成ですげれ ε. b，現状さしてそれら放っ

て置いれで 11矢張リ ー ・・ 。

西山一一 それ は さうでぜうね 。建築士法案が問

題 になっ て居 りますが、どういふ こさにな るか解

りまぜぬが、出来れば特殊建築物法などそ の方に

まかして、段督11するが融遜性を も1: しれカドい

、三思び ます 。

川勝一一一西 ILJ さんの子、渉 しなくてい、 、僚に考

へら れ るやうなものまで考へな げれ11己た件ぬや

うな状態 さ思びます 。

西山一一 それ丈建築家の地位が低 い課です。認

め られぬ認ですね。 いふこさについて 11鑓り な，、

です。

御福一一一 この迭で十分 11 かリ休憩致 します 。

森一一〈退出〉

〈休 憩〉

( 再 開〉

榔福一一 それで ほこれか ら再開致しま す。今度

l主題 民さ して先程吉 岡さんのい 11れ ま しれ建築家

の職 分、任務 さいびます か、 さうい ふ様なこさ施

に建築教育に闘する種々の御意見込、横 岡 さん ま

に章受言がない0 うですが…一。

横田一一先程西 山 さんのい 11れれ安い建築に 針

して考慮る扮11れるさいふこさ 11僕も賛成です。

が何故貸際問題に謝し て考慮が扮 11れ11." 、かさ い



ふドミ 11 、今 までの議論で遁究さ れるんぢ。な v .  

かさ思ふ。 それ 11何さすよくつまらぬ。銭筋か抜く

やうなこの安い建築を解決してゆかうていふ こさ

11 どうも 見祭えがしなし、。安いの 11建築家のやる

べ吾 仕事で 11ない。さう u、ふ風な感じで 、持闘が

こっち に肉/ J ' ないんぢゃないかさ 思 ふ。それで筑ー

際11何でも理吉命が完全ですぷげればならぬが理論の

ある丈結構ですげれども 、 その; 場合最善のものた

透って行く o ｾｊ へ ｉｴ ・ 現 在の 住宅でもｾ Ｎ うし ても 相

官・の精々 安い建築が惑って行くんですから 、 その

安 い建築の一割乃至二割の経費でやれるなら 、ぜ

めて隣から煩燥しな ν 位の建築か建てるやう にし

ＱＺ ぃ。 平ＧＱＮ ＱＱ Ｍ 皮 混 ｾｫ 土 の 家に入 って居 リましれ

が 、今 まで混i凝土の家に入ろまで 11 、どうか知ら

ぬ 、岩穴の rt に入る 0 うな長まがしないかさ考へま

しれが、馴れ るさ 何さ もない。叉さきに なるさ寒い

かさ思って居ましれが、 それ 11滋I疑土の銭に寒い

のが、大阪に初めて来れんですから泉伎の銭か分

らぬですが、 それよリ 一番感 じ1: こさ 11 、隣から

燃えない。今までの焚際の感じたいひます芝 、花

11東京に居つれ時分 11 家が木造で 、令制: が混 l疑土

でし1: 。それで自分の持物、大事な本なんかどっ

ちに置かうさいふやうな時に、令祉 に持って行つ

れ。 E包が今皮大限に ' *て 11 自分の芸震が混凝土で墜

校が木 造ですから 、何でも今までの習慣で 、本で

L 一寸持って来ゃうさ思びます。撃校に持って行

く芝 、暫くして漸くこれ 11逆 fごつれ; : : 思って犯の

家に持って来る。それから叉この間図に締りまし

れが、園に錆って居る問でも 木造に居る時の安全

ささいふもの 11 非常な差がある。そ こで 、安い建

築 の一 割乃至 二 割 の 精ｾ Ｎで隣から燃えないやう

な 、 完 ＮｾＱ ｊＺ音 量が見ても非難のないやうな構造Ｑ＼＿透

るさいふこさ 11 困難ですが、差蛍り 安い建築で、

安い費用で今の最善さいふものを皆研究して予つ

れら v' ， t;，'.."，な いか。 事校なんかで意匠の懸賞募

集をして居る。あれも結構なこさですが、 もっさ

機 国一一 降 得 さし、ふさ。

小池 一 理論より賀行に移すれ、はれ るが、理

論理P賢際化する場合に障碍に打炎かる。例へ It 防

火的 ア H ートかi金らうさすろ時に透らして呉れな

いさ U、ふやうな 問題に打突つれらどうします 。

積回一一 それ 11仕方がな v' ，隊碍のない最小限

度で 、制限を受ける範閣で。

小池一一併 し制限の範園が非常に小さいものだ

っ1: らどうです 。

棚橋一一 それをすら 我 々が怠って居るさむす、問

題でぜう。

積回ー一一貴金リ上る見ないで 、 もう少し下た見て

の研究 L必要 fごさ思ふんです。

機構一一 同惑です 。

小 池ー さういふ場合に 障碍に打突か リま す

ね。その場合どう し? こらし 川 んです。

横田一一際碍さいふ意味か分らぬで すが 、僕が

混1疑土の家百九、 、からさいって 、自分の家たま量る

場合に 11 、混1疑土の家主l . " I l t " てるかさいふさ 、 それ

11金がないさします。さ う し1: 場合に11豆鉛張リ

にしゃうが制限がわります芝 、それで 以下の最上

のもの私選んでやり 1: いぜいふやう に常に考へ て

居 りま す。

小池一一 併 しそれ t; ゃ非常に消極的になリやし

すよ し、です が。

横回一一消極的でわって L 考へすよいよ りIH 、

込 。

棚橋 一 一 全鐙的 の 見方が ｬ 必要で 、 技術 ｌ 必 要 ｴ ｾＧ

が 、 その技術的の方面で閑却 されて居る部分があ

るさいふお話 11僕 11 同感です 。

小池一 一僕11別の話でわって障碍に打つかっ 1:

時に … …。

西山一一一般の場合、極 く具惚的の話で 、隊車専

に直面しれら どう するかさ いふ弔うな こさ 11'" 。

宮田一一一突蛍ってからの こさ ですね。

西山一一 「一般的」にさう u、ふ問題を取上げるの

今度11方向を後へて 、泥棒の入らない窓、さか 、隣 11鎚ぢゃないですか。それ 11打賞，) まぜう。打営

から ;J /( が移ら ないやうな一寸聴い地」二、 さうい ふ つれ時に 考へるべ告もので、 それた一般的に打蛍

やうな構造園さいふやうなさういふものか懸 賞で つれ らどうするさいふやうな こ. : 11抽象的な閃組

出しれらどうかさ思びます。皆様如何でぜう。 ぢゃないでぜうか。

小池←一一寸質問があ りま す 、今の理論た賀行 小池一一 併し今 まで打2言って居るんぢ0 ないで

に移す場合に或る障碍に打突 つ れらどうします ぜうか。

か。 棚橋 一一金骨量的の問題で障得た排除するさいふ
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こ さ ぢゃなくて 、 今仰遺 るの は今 の ｉｾ 力 火 設 備 の こ れ る風に傾いて 行つ 1: さ忠、ふ.l l t v' 建 築生産が非常

ぜてぜう。 に六ク敷くなり複雑化 L1: 結果意匠家が技術家に

堀 一一 二 れ ｬｩｩｬｾ 凝 土 よ りも耐 火 構造でＭＧￇ＾ って 見 雛リ 、技術的な問題た主さして研究す るベコう にな

'亡 、それか ら大奇なしのに移し1:11、さU、ふんです り、準 問 L 段々 霊堂注して・際完成 し1: 。う な形に

か ら、こ れ は さう隙五時の起 ろ こさ 11少いんぢゃな なって居 リますが、意匠家から 技術家になるさ 同

いかさ忠、びますがね。穏営なお考でわって 、ぃ 、 時に金々建築家が一介の技術者に なり 下って 行っ

さ思びます 。 さ i で ぜ うれ。 1:弔うな傾向 にわるさ思ふ 。慮が建築さ いふ もの

術福一一 横岡さんのお話し になっ1: こさヘ ノト 11各々の施主 にさってその生産 11一回的な もので

池 さんの考へられる こさl羽目ぴ鬼が主主ふん Uゃな すが、常に建築生産の金行程に携っ て居 る建築家

いですか。 にさって 11 、建築の最初の企劃から 仕上に到ろま

富田一一西山君の い11れれ建築家が住宅政策 さ でが、常に くりかへ される 行程であリます。 他の

か行政化 さかい ふやうな こぜか各種の委員合等で 生産部内で あリ ます さ、生産計蜜ぜいふ もの I-r 技

建築家の意 見 さ して出 します芝 、今日 迄建築家が 術屋のP ろしのでなくて 企業家のベコ るも のです。

住宅終演の方に無側心でどうしれら家炉建つ か さ 1:. が 建築生産らやる 企業家さいふもの 11建 築た建

いふやうな設計の技術のブJ にのみ始終して ゐるこ てるさいふ こさにつν て 11 、住宅経替なんかかlで

さら技術家らし吾ピユ 1) !J. Y 的1[. プヲウドか以っ すけれεl . 、 その他 11V、づれし 全 くー図的であり

て岡守する在来のJぷい影響力 f 反映して、いざさな ます。だから生産計設、建築企鼓さいふもの 11主主

るさ西山君が建 築 家へ希望する主主要な根本的の方 築家が婚蛍 して然るベーもので 11ないか。 それが

聞はわ、株か法律家等lこさられて しまって 、政策の 最I . ;J直営 ぢゃないか さ思ふ。慮が一介の技術者さ

賀行のや うな末梢的の こさ丈委さ れるさ いふやう な り下 リっ 、わる建築家11 、建築の金主主さいふ方

なのが 今 日の状態です。 それ 11主主等家の地位に係 面た忘れてし まって 、只奥へ られれ燦件に 劃 して

ってゐる 問題でなく 、金銭上に11見向き もしない 設計す るさいふ態度 lてかし養成されてゐず 、生産

建築家のプヲ ウ ドの影響でありま す。 の企覧さいふ領域に主主:出する基礎1J?失って 居るさ

西山一 一金総さ して も今の建築家の地位 11 さう 忠( ) ま す。 外園の建築家11; 芸術さして訓練 されて

にさ足、() ます。 居り ますから 、一致的建築企輩たやる方面に携 る

宮回一一 市役所の場合 に於 て特に さういふ風に 際に し その霊芸術家的素養が非常に役 に立つ 。共

考へ られ る。1ごか ら建 築家 11建築に齢! す る綬漬か 結果建築会主主などを割合手際 よく 『コつ ての けます

充分客観的 に把握 して ど しどし この方面に 司与えF仰 が 、 日本の11只 の技術家であ ります。或11単な る

す こさが必要て' はなか らうか。 この前 もわろ機令 闘築家であり ます。そして建 築企叢 さいふ方 面に

にこ の問題につい て 建 築家 さしての 意見た出 し 11殆ど自 主P塞 いて仲居る謬です。それ 11非常' に訣っ

て、 もっ さ建築家 た重要減ぜ よさいつれ時に 、理 て居 る方向 ぢ『つない かさ思ふんです 。建築家11会

論 11首貸 され ろが、 それ 11建 築家の手前勝手な一 々これから建築の企叢 さいふも のに鈴しぞ そのま主

人よ がしj 過 ぎろ さげなさ れ てしまって 、随分憤慨 路を開拓すべきで 11ない かさ思びま す。

しれんて・すが、今までの行政家な どの建築家 さい 滋島一一今 、岡山 さんのい11れれ『コう に現在の

ふ もの 、先 の概念さ いふ Lの 11 、随分建築家さ い 建築 家が 技術者 さい ふも のにな リ下っ てゐる傾向

ふ もの11 技術方面丈土制をさ いふ穆皮に理解しで ゐ が確かにあ るさ 思び ます し、わる 意味に於て在建

ないら しい。 11考へ直 さなけ ればな らな い事大・さ思びます。

西山一一僕 11建 築家 さいふもの たかう いふへつう 先程からのわ、話しの様 に、折角建築家が最善之

に考へま す 。建築家さ いふも の 11建 築生産の技術 考へ計鼓た し て い 種 の々事情に 11 ¥"ま れ て、そ

的指導に営 ろ地位に あ ります o .llt が建築生産 11造 れが賀行に移 されなかっ1: り、或0¥11 、近頃漸く 、

形産業ですか ら、一般の産業さ 巡っ て、技術のみ 問題に な リつ k わる慮の住宅問題の解決に蛍 りま

な ら ず 、 婆 術 家意匠 家 など Ｑ ｊ＿ｾ 必要 さ して来る。 Ｑ ご して い 先づ考へ なげれ 11ならない事 11、花蓮建

か ら今 まで建築家 11意匠家 、悶案家さして教育・ さ 築家の立場 、或 ぴ11趣 旨、主張か 、その銭政者及
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一般 社 令 に封 ｌ て 、 如何に ｈｕｩｬ ｾ て Ｇ あ ろか さ 云 ふ こ

さです 、伊lへ11御存知の如く 、 この方 面たリード

して行く綜合的機関 芭しての都市計 鼓委員舎につ

いて も、果 してその令に幾人の建築家ら主主つ- ( ゐ

る こさかた考へ てみ ます に、昭和十一年現在で 、

技師総費支が七十六人で 、 その 中土木闘係者が六十

人、建築関係者が八人公園開係者が入人 さいつれ

や うな割合で 、しか も建築関係技術者 の中 、凶人ま

でが粂任の方で占 めら れてゐる 現在の状態です。

この様に逮築技術者 11全委員数に謝して、常に僅

かすよ % か示して居るわけです。そ の銭 に建 築家 が

常に提唱し て居る 意 見が務へ られなかっ1: り、或

11)雲々 、支障の多い問題に逢着しれり す るで 11な

いか芝居、ふのです。そ れで基幹究述築に闘する種々

の軍要な事柄 も社合政策さ して、研究し 、叉1附子

する 上に於て も先づ先程申 しま しれ委員舎に花蓮

建 築仲間からもっ さも っさ 数 多くの技師た是非逸

出す必要が生 じて来るさ 考へます。そして 、耳立、建

一 同、大同国緒 、手た携へ合って 、事 に衝リ 、大

いに祉舎に働告かけなげれ 11ならない事 さ信 じま

す。

郷徳一一一介の技術者にな り下リっ 、あろさい

ふ こで11 、僕 11考へ ますに技術家三い ふ L の 11 勿

論必要です。nri l， 日本で 11 f;獲が。って 居ろ方の講

遣の方 で し 技 術 者 11 世界の水準 よりも 高いか 同

じ0 うな程度に 行って居 るか さいふさ未 1: 行つて

ないさ 思、びますが。1ごから技術者でも矢張りま に

まだやるべ 吾 こさ水準君P高めるべ吾 こさ11随分わ

る三 思 ひます 。 それで欠つ張リ技術者 11技術者 さ

して 完成しなげればなら ぬ し、我 々さしてしっか

リやって 行 かなければならぬさ思ぴますが、一介

の 技術者a さして完成するこさが各部分の賞揚に必

要であ らうさ思 びます 。

和国 一一初か ら家t.eot ろさいふ技術 、それ 11初

めから 技術が目 的1ご。

機権一一 それ自 身 L 必要 1: ' らう芝 居、 ぴ ま す が

ね。

和田一一先進闘に 主主tj ぬ『コう に、新 ら L v、技術

1: ' 1)' ら。

薬師神一一今迄の御話さ 11逆の。うな こ さ で

不断から疑問に思っ て居るんですげれど、皆様の

先刻から の御話 11 勿論'品・然な御話 さ して諮醸 して

居づ 1: 衣第ですが 、今迄御 f司し1:様11. 理論11矢張

リ行政なんかの方てし 考へて照るん1 ' ; ゃないス

ゼうか。さうするご勿論それし知って泣かなげれ

11ならぬが、技術者 さして先づ最初に治前して泣

くさいふ こさ古〈一審技術者 さしーに大切 ぢ0 なし‘ か

ｾ＠ )忠、心 ます。

村 井一ー さいふ意味 11 、技術者 さ して込隠して

さいふ意味11 0

穣師事申一- f業主主力 f 先刻から磁々な迎3命令l吐い1:

認ですが、 それ 11f業主主丈考 へ て 居 る ん で 11 なし

に 、イ也 の分野の人 々も ｾの分野 ｴ ｊ＿ 通 じて随分考へ

て居るんぢ伊すよいかさ思ひますが、 その人建11矢

張 リその人主主で這鰐しゃ うさして努力して居ろん

に さすれ11技術者 11技術者 さ して、追究して行吾 、

さう してお五に木営に 手た渥らな げれば本包・の こ

さ11 出来ないさ 思ふ 。こ れ 11僕が不断か ら主主って

ゐる疑問] なんです げれど L れ、技術者 さしての民

の生命11技術の泣窮 にあ るのか理論的に わるのか

その全部た統合して居るのた技術者 三いふのか、

それが本常かどうか。

西山一 一それは棚橋 さんのい 11れれ『コ うに 、積

々の立場 によって分携が主主ふでぜう 、企E庄の方に

ま住むべ き人もあるさいふ こさたいつれので 、技術

11金々 探究すべ き もの だ さ思 びます 。只それ丈に

凝 ｾ Ｉ困 まって居って い 、 も の か さ ｕ 、ふ 疑 問 た提 出

しれのです 。

施福一一塚本さん何 かお話にな リまぜぬか。最

近外随t)?廻って来られれ きうですが、今 までの話

ｾ ＱＱ 少 し方向 Ｑ Ｎ･重量へて頂いて ｌ 結構 ですから。

塚 本 一唯今のお話で 、建築家が耐: 合行政の方

に立入るさいふ 問題 、 それ 11矢 張 リまわ建築 の仕

事 さいふ L の11非常に多方 面に頁って居って 、技

術 さして事ぷにも 、一人の人間で 11一生涯かげて

も不可能の"¥':Jう な大 告な問題で 、一つ家 1.e建 てる

にしてし随分種々 のフ ア グターが入って来て 、只

それら技術的に完成する に しても総ての自 然現象

に謝 して 、最 も自 然な解決方法で我 々の生活 に遇

する伊うな家1"，建 てればな らない。 か ういふ 問題

た解決するさいふ こさも 我 建々築家に奥へられれ

I:I !題ですし 、先刻い 11れ1:企政さいふ |問題 L 我々

に奥へられれ II l.1mであっ て、 それは行政の方建さ

一緒にJi. ひに研究し互 にデータか分ち 合って 、そ

れで准んで行かなげればなら ぬ さ思び ます。卑近

な側主甘い ふさ、街廊なんかの l問題 で し 今 ま で 土
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木屋に委されて居っ て、道路の鏑なんか決めろ場 料が木材であっ t : さいふ こさがあ川、ふものた} l

合でも 、随分無 茶苦 茶 ぜ い ふ さ 詩聖書があります さぜ1: のにさ 云ふ こさでも分るさ思び ます。 さう

が 、将来②交遜量の考へさ同時に日本なんかにわ いふものか新 らしく 我々 が待7こセ メ : y ]' ，砂 、砂

って 11 島固であるし 、全健的にスクールの小さい 利等さいふやうなものによって 、外袋して行くさ

園にあって 、道路なんかも外園のも のそのま 、遜 いふ こさ11 1， 刊 ですけれ ど し 外 聞 に 向って 見苦

りで 11いけな b、げれご・し そ れら外閣のものたそ しいからさ か、外園人が嫌ふか らさかいふ0 うな

のま 、取入れれ りして 、外廓た決める。外園さ 主主 そんな卑下し1: 泉持さいふもの 11捨 てなげればい

つれ褒展た して来れそして叉す る筈であろ都市に げなし 、さ恩びます 。スラム街の住民が非常に泉の

外図風のものたそのま k デザイ Y して行くさいふ 号な生活かされて居るさいふやう なこさ 11失張 り

やうな二さも 、反省して見なければならぬさ 恩 ひ 煉 i ，¥遣 、石迭の外国に於 ても あるん ぢゃないかさ

ます。つまり都市建築が今の0 うに新 らしい霊堂展

た して来1: 以上、 それに添ふべき矢張リ街廓を透

っ て行かなければならわさ思びます 。次にこれ11

行政上の事になるさ思びますけれども 、お互に土

地たもって居る人建が、プロ少苧さい ふものた も

っさ大きく認識して 、 これは普か ら先純{事 *のも

のだかち 、土地もさっちゃいげないさか。この家

た潰しゃ図るさかさういふこさか'止 めて 、お互に

ｊｊ Ｚｙ ゲ 口 ＺＩｬ Ｉｊ ピル Ｑｾ 透く ってゆくこ さ が これ から

11必要で 11ないかさ忽びます。今で L随分新 らし

いデザイ Y の建物が出来て居ます けれ .;:' b、あの

建物た佐! こやつれらもう少しむ、、ものが 出来1: '" 

らうさかいふやうな差営って我々が設計さぜて項

いて居るものでも 、半 分片到の設計え" ，- 9 つれ り、

将来 このエク今ステ : YV' ヨY からどうもさ U、ふ。

うな 問題 11、irf: 舎の人主主がもっさ 気持のし 川 空Sま

たもってお互に 、大限なんか さういふ考古 ξ 待にぴ

: 0: ・いさ思 (j¥ます けれε' 1， 、自分の家1J ?} I て 1: ぃ。

ピルの借家住 ゐ11 いやだきういふ感情を捨て ヘ

大きなプロ : ) l ) J の 家、 きうしてその ポグ ジヨゾに

合つれ家宅P建てる 。 これが我々の任務ぢゃな いか

さ思び ます 、 そして露首線について b: 1l t 面た芝、

のへる意味か ら高さの制限た今少しフレケ γ プル

に してもよいさ忠、 び ます。高 きなんかの 問題につ

忠、びます。伊太利何かで ひさ' 1，、事です さ、道路一

間 しかないｾに Ｕ 階も Ｖ 階も の 家を建 て 人 その

間にお互に慾から慾に 綱 た 渡 して腹宅きた下げれ

り 、 アＡＮＡｉＮ＾ｾ ｾ＠ > f らつるくつれりして居る 庖 もある

んですし、同会に行げ lて電燈のつかない慮もある

んです。日本の文化が外園に劣っ て居るさ いふや

うなこさを我々 11木造建築であるから卑下するさ

いふ必要は ない。 日本の文化が劣っ て居るさいふ

こさは いほれまぜうけれｾＮ しそれ Ｑ Ｑ 外 劉 のやう

・に今 まで何 千年間物質文明たもつれ薗芝 、U、、精

神文化らも って 来1: 日本のキ目;主であって 、 二れか

ら11矢張 リ精紳文明 主物質文明のコゾパ イY され

1: 一つの大告すよ理想 に近付い て行く 。ですか らし

て意 味が飛 ｗ ｾｾ し ますが一例さ し て ア パー干建 築さ

いふ弔うなものが恐らくこれから都市の恥ひに L

必要でぜうし、昔日外に も而も それは日本の風土さ

時代に遁しれものですよげればならぬさ思ひます。

そしてア パートか建てるについてそれに至る虎の

道路の完成さいふやうなものもーの 問題化さ思び

ます。我々の靴た見るさ泥t: . らげになって居るさ

いふやうな こさ 11外図人が 見1: ら貨に不愉快に 見

る1:' らうさ思びます 。 これ は矢 張 り日本の図土台ず

然らしめるｾでありますけれ ε Ｎ b， これから土木

屋さんに期待する凪 11矢張リ道路の完成さいつれ

いても 、種々あるゃうですが 、失張り高いも の 11 - 9 うなものぢゃない かさ思び ます . それ は鑓〈僅

透っても 駄 目で、結局 B 階か 9 階透 りのもの 、高 な税金で以て出来るんぢ号つない かさ思ひます 。道

さ 120尺位が遁営ぢゃないかさ思び ます。それか E寄が完成きれて来れば、我々 の生活も塵の少い生

ら最前ア月一トの話が出1: ゃう ですげれども 住宅 活になって来るーし、撲が少いこさ 11 アパー干の主主

の問題に関聯して明治時代 か ら念激に聖堂展 U : 日 活に向ふ一つの好際件になるわげです。 併じ煎つ

本た顧みて、従来わっ1: 日本の建築ら待に 卑下す て見る芝 、後先近く投の上で浴衣 が げ で 綾 嶋 ん

ろ必要111 . よいさ思びます。夫 11人間さ自然さ云ふ で 、園扇た使 ひ乍ら ピーかた飲むさいふやうなi 1 .

問題に 立入って考へねばならぬさ思ひます。例へ 分も捨て劉tぃ。そんな$. t ' ら考へて行く芝 、今念

It 3t の大 工 さん建が土地の 山か ら切出して局毛沢材 l二外圏た模倣 するさいふのも聖警なものにし 、 そこ
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に多くの反省すぺ吾 Lの L深 山奥へられて居るや

うに考へます。

棚橋一一一松森さん何かお話願へまぜぬか。

松森一 - ;fLl t 自分の仕事さして 、今種々問題に

なって居リます。 m，iI' J都市住宅 なる Lのた毎 日検

査して 歩いて居るんです。そ の間感じ 1: こさらー

すお話し1: いさ忠 び ます。A I， jIJ 現在の住宅がよ

くないさ今迄のお話しによ って L建 築仲間でされ

て居るんですが、現在の都市住宅さいてものが全

然建築家の未知の 世界であっ て、職人さ幾人かの

小資本家の施主によ っ て建築され患に利純ら目的

に建設されて行告ます。 何等かの方法で我 々が職

人た指導する司王が出来れ らさ。 … … … 考へ方によ

って It 小: : S 1J!問題かも しれまぜんが、現在必要さ

されて居る積極的の間短ぢや問題で 11ないか三思

ます 。で筒康一義の意成で建築家の位置 に も関連 し

て来るので 11ないかさ忠 び ます。住宅改反問題に

就いて 11闘家的政策さか 、令祉制度にして大量生

産するさか都市計霊的政策によってや るさか方法

11極々あるんですが、ほんの犯の考ですが最 L よ

い結巣た得られる の は、 最近 I H並歩l 1 : 建築材

料 、施工法が色々 あ リ叉務表 されて居りますか ら

少し建築家が職人 1.t 指導的立場から君主育が H.1来1:

ら現在の住宅建築が改瓦され 11 しないかさ思ふん

です 。建築屋自身 の技術たよリ磨く こさ11現在必

要な事- - : 思 び ますが工事の最前線に立つ職人た、

建築家がーす諸材料祭さか構造墜 さか意匠墜さ い

ふや うな しのか教へ1: ら、簡単で面 白い住宅が生

れて氷るんぢ司つない かさ考へ ます。

大石←ー只今のお話にあつれや うに建築たベつっ

て居る上層に立って 居る人 11相官建築技術屋さし

て注 築の各方面に明 いですげれども 、 その下に立

って 腐る賢施建築の施工た話 ｅ めて 行くか ｲ［ ［ ｉＧｉｾ 人さ

かさ ういふ人主主 11制合にこ の建築; : : i1' _i 、Lのに 封

して 明くな ぃ。さう いふ こさが確かに現在の建築

の安建九?1;ll 害す るんぢゃないかさ存じます。そ れ

て現在花共の勤 めて 居り ます 府立の西野岡職工撃

校の j J で 11 .f1(間のカに六ク月 の期間で 、 さうい ふ

人建た重苦象に して授業料等 11不要で講座ら開いて

居リますげれども 、資際にその講座に集って来る

人寺 11 我 々が期待して居るやうな 、質務に仕事に

携って居るやうな人が少い現状です。皆様現場に

居られ右 時になる べくかういふ設備に潔山 さうい

ふやうな人々 1J."IB されるやうに勧誘し て項告? 辻 、

認です 。叉現在 犯の この撃校が職工事校三 いふ。

うな極く焚務に従事す る人々か教育する 。 され、

ふや うな立場にあリますけれども 、併 し撃絞ら山

て行って三五年' flf 際に携っ て居るさ 、現在の刑: 令

状態で 11欠張リさうし、ふ0 うな下の方向に行かな

いで 、或 る程度政1予さか さうい ふ地位に行 くP う

な現状であリまして 、 L うーっこ の下の方の人々

を教育しなければ建築の遜 ｾ ＱＱ ￭ｩｬ ｬ 筈されるんぢゃ

ないか。さういふ風に感じて居リま す 。

和 国一一建築家にも自由建築家三服飾建築家さ

のこ樋が あって 、主さして建築家の地位の 問題に

それが 関係して来る 0 うに思 びます 。最近の新聞

に よリます言 、司子園ホテルがこ 11 されて新らしく

。 り普へられる 。 さうして近世の名建築家ラ イト

の建築がむき' むざさ嬢されて行 くさいふこさに は

日本の建築家 11無関心なんです。無関心さいふよ

リも寧 ろ何 L いへすよし、程地位が低いんださ忠 ぴ ま

す。所j l1自分の作品について著作植がないさいふ

鮎もありますが o 7・2レト ・9 ウトが言って居る様

に現在の建築家11矢張リ施主 にE買を下げて仕へて

仕事たして行かなげればいかぬさいふ風 に西献の

建築家の それさ比べて非常に地位が低いさ忠、ふん

ですがね。この こさ11事貸さして 11正しい 抱摘で

すが相官t その分析が必要にさ忍び ます。

機矯一一地位さいふよりも今のお話し 11寧ろ護

術的自究之い ふ こさになるんぢ『コないですか。著

作懐 古かいふ こさになるさ花の考へ 11又一寸主主ぴ

ます。

和国一一非常に地位が低 いの 11 ど ういふ理由で

あらうか Z いふ『コうな こさを考へます言 、 日本で

11丙献の それの様すよ建築家主事術家さしての歴史た

もれない明治新政府の1: め建築の単なろ直潟11. 技

術た拠供する銭に主主られて居るんですね。大祭に

於て 11造家祭料さむ、 ふ名高ヰが用 ひら l1.. 1: 。建築家

の官費生白惚が 日本で 11待異であっ 1: のです。

小池一一建築家の地位が低いさいふの 11資本家

でな い さいふ こさが原因で 、生産手段さして技術

さいふ勢力の みを提供する。結局f止令的に 支飽き

れる分野に属して居るんぢゃな いでd うか 。

国中一一 建築家の地位が低い向上さぜるさいっ

て も建築以外の範国に飛tHさなくっちゃ大工さ同

じゃうな地位に笛然置かれるんぢ『コないですか
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れ。

西山一一資本家であろさかないさかさういふこ

さらいって居ろんぢゃなしに 、外周三比べて1 J J : い

さいってるのでぜう。資本家に飛出すこｾ 1J ? 考へ

るの 11 、問題が退って居るさ忠、びます。

荒木一一和国君のいつれこさ 11 、日本に於て地

位が低いぜいふの 11婆術家主して の建築家主?指 し

て居られるのださ忠びます。一寸補足しれいの

は、 日本 11大惚建築 らしい建築11官耳患の建築及官

臆た中心にしれ建築で 、 ｲｦｲｾ ＱＧｊ自由職業さしての建

築さいふもの 11最初 11考へられなかっ7こんですか

ら 、 必要がな ｢ 、。それでさうい ふ教 育法Ｑ，ｾ ら

れ、最初から日本の建築家さいふもの 11官鹿の替

絡職員 、公共悶憾の瞥総職員 、各令祉の生野終戦尽

さうし、ふ型のし ので 、 月 ｬｩＧｾｉＧＱ 建築のデザイＺｶ Ｑ Ｎ�する

やうなさういふ自由職業 Z しての} s : 築家さいふし

の 11 、日本て' 主主つ建物で腕か鷲ふ場所が非常に狭

かつ1: 。それが念惑な泣舎の査を展がきういふ建築

家の地位1J?謹命づけれんぢゃないかさ思ふんで

す。だから護術家主しての建築家が出なかっ1: ん

ぢゃないかさ思ふんです 。そ れで西洋の建築家さ

日本のさ比べて技術的に 、 さう比べ物にならぬ程

地位が低いさ 111，、 11れない。だから、日本の建築

家 11駄目 1ごさいふ0 うなこさにはなら ぬぢ0 ない

かさ忠、ふ。

捌徳一一そ れ 11 さうですね。

荒木一一 それ丈日本の建築家11猫立し て霊芸術家

さしての建築家11 出なかっ 1: けれども 、技術た獲

得するさいふおに於 て ＱＱ 非常にｼ閉口 Ｑ ｊ＿ｾ く種々。

りましれし 、只これから先刻西山君の いつ 1: 。う

すよ 、 もっさ個々 の技術でなくて 、 きういふ ものた

使って本営の企創たやるやうな機舎かこれから得

る『コうに努カすべ吾ぢゃないかさ恩ふ。さうい ふ

際に 11矢張リ霊芸術家主して の建築家さい ふよりも

もっさ大告な建築家さいふもの、腕の振ひ揚があ

るんぢゃないか。 日;本の所矧国家芝、日本の建築

技術が結付いて居るさいふこさ 11或ろ程度却って

よかっれのぢベコないかさいふ風に考へられます。

必しも外図さ比較して日本の建築家が技術家ご し

て地位が低いからつまらぬさいふや うなこでばか

しぢゃないさ思ふ。 併しそ のこさ 11事 貨11認めな

げればな らぬさ忍びます。

冨山一一一現在の建築家の地位か論ずる人11多く
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建築家た自由職業さ前提して論じて居るゃうです

が 、 それ 11問巡って居 る。よい建築た生産するさ

云ふ動か ら考へて L 自由職業11必ず[ . 1 ，必要保件

で はない。百貨広の傭人が γ ョウウイゾドーたデ

ザイ Y する。自由悶案者が小さい商広のデザイ: v

かする。 ｾ ・ っちがよいデザイ ν たすよし得るかさい

ふ こさ11客観的に見て問題である。同様に自由職

業主? 前提さして建築家の地位か論ずるさいふこさ

11少し危険だ らうさ 思 ひます。建築家が自由職業

であるかないかさいふこさ 11社合金也、建築地主

金 程の怪制か ら決定される こさで 、建築家1J ?或る

期間使ふる必要さする施主が津山わって 、 それが

ｾ惚 さして建築物か 次々に企 てるさい ふ Ｐ うな卒

均的状態を保ち得る小施主力 f 津 山わる闘で 11 自由

職業が成立つ。底力ず日本 11 さういふ状態です1.1， 、の

ですから 、 そこで自由職業建築家主p第ーの nJ 致貼

さして種々論じるさいふこさ 11建築家の地位に つ

いてまだ欧米民倣主義さいふ『コうなものた残して

居ろんぢ『コないか芝居、ふ。その考方に於て。

荒木一一参考の潟に昨日 建 築協舎の合員の職業

J.: II %をさって見1: んです。それに 11教育側係者: 35

名、都市計窓関係者 6 名、建築行政36名、官服修繕

50名、公共闘惚瞥絡 101名、事奇利令枇楼繕 180;s 、

自由職業建築家61名、事務所に働い て ゐ る 者 79

名、請責に働いて居るもの 199名、工務腐主人: 35

名、工場1苫員51名、 その他25名程わるので 、%11

官公支 39. 7 %約三分のー近くある 、 それから令枇

員さいふのが 11. 6 %、所初自由職業 1118. 3%しか

ない 、誇 頁 11相営多 く37 %さうするさ矢張り自 由

職 業の建築家さいふもので建築家 さいふ Lのか考

へるさ 日本で 11一寸 おかし いんぢゃないかさ 忠ひ

ます。

回中一一ー西山君さ一致しれんですね。

川勝一一話がJ. : IJ になるかし知れまぜぬが、官ir 月

の 日［本評ｾｾＭＺ何かに 、 林要さん台 Ｇ￭ 人間性の喪失」

。さかいふ題で、資本主義の一定の時刻、自由経済

的の時期に 11人聞の個性さいふもの 11市場の状態

で自由に 伸 されるけれさ. 1 " 今日のやうな統制緩

演 の時代に入るさ人聞 の個性さいふものも少し主主

つれ考方たしなくて 11いかぬ之容いて居られる 。

茶の場合建築家に個性自由た自由に許し得るさい

ふの 11前のやうな状態です 。今日の状態で 11建 築

技術もどんな形かで政策的のものさ ε・うにか歩調



1.，.合d なければど うに もlli lJ ; きがされわわけです。 ないかさ忠、びます。

かういふ際ですから 、矢 張 り建築家が政策家さな ・棚矯一一 ど うも種々三 面 白い話か津山お話下さい

るさかいふこさ は まわ出来ない相談ですから又全 まして お互に科盆する底力 ξ 多かつ7こさ忠、ひます。

郁なつれら悶ろわげですから 、矢張リ建築家の中 今日 11時間 L 規定の時間た1't. しまし1:ので 、 これ

からさういふ風な鋭い腕さいふが凡諮らもつれ人 で二の座談舎は| 羽ぢ1: いで思びます。

が 段 出々 て来る こさ が望ましいんぢゃないか古い 吉田一一皆様方に 11長時間に亙リまして戒 11都

ふ伊うに考へます。 r間十鼓のI l U底 、或 11住宅問題 、或 11建 築企業の肉

細橋一一外関 に於げ る霊華街家芭しての建築家主 題 、或 I UI t 築行政の問題、或 11建築家の地位さい

いふの 11 ヰY サ Y ス以来の1事統ぢ0 ないですか。 ふやうなこさにつきまして御熱心に宴に熱誠なる

和田一ーさういふ頭で日本に居ろさ建築家の地 態皮;' j_.1， 1: れまして御討議下さいましれ こさた主

位なんか諒解し基盤いんぢP わりまゼぬか。 催者の一員三致しまして厚く御認申上げます。座

荒木 一 一フ アｏＯ ｾ 11 自分た評して日く 、見る人 長の任にtzって下計、ましれ棚橋さんら始め皆様

聞 くマウゲゾメゾジ エ ゾ〉さいって居 ります。形 或 11御 将縮に終始この座談合たお蕗き下さいまし

丈よリ見ないからわけ、ふ風すよ見方し; か出来ない れ 、先輩の皆嫌に厚く 御設中上げま す。で 11 これ

んぢゃないかさ思[ } ますがね。松主主11皐校で随分 で! 羽合致します。どう も有難う御座いま し1: 。

マウゲ 0/ ) 10/ ' : / エユ/ さしての教育た受げますが、 ひ!J 手走塁ろ 〉

それが摘する場合が得らする場合よリ多いんぢ『コ ( 午後九時二十分散含〉

お 二 と は り

本記事 11 出来得る限り座談舎のさ主ぷ1，j ; >叙述する 1: め、速

記録に披 1) 主しれが、紙数尖の他 の者¥;合で 、適宜加減 し

1:所がわリます。又、中に 11多少訣って記載されれ所わ

るやも計 リ難いさ思ひます 。共に 怒しから ず御隷if<. の稜

たお願ひ致します。
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今丹波11衣の言書籍 について感想ら述べる。

会

ロ

第 二 巻 日 本 建 築 の 研 究( 下 ) Cl J 伊藤忠

太建築文献 菊タIJ 454頁 図 版7l j;{ 6 悶 飽11骨従

軍苦行

本替の内容11総 説|こ放の日 ;本建築史数よリ飛鳥

時代の建築 、天4 ' - 時代の建築、桃山時代の建築 、

江 戸の建築さ 、かつて 、同丈館の工業大僻典に載

ぜられれもの在のぜ 、次に{ 弗寺 、市申請士、廟 、宮殿

域 、住宅 、文 様 につ告博士の論文を集録しにもの

である。

第 三 巻 東 洋 建 築 の 研 究 ( 上 〉 菊列594頁

闘版9 1J支 六 回

本番 l: t 博士の支那、及び満州図に闘する論文た

集められれ L ので 、支那建築史、活園北京紫築城

殿 門 の 建 築、北済建築調査報告、満 洲 の 偽 寺 建

築 、茶他支那の住宅等に闘する論設が集められて

ゐろ。

就中 、支那建築史 l:t l 頁より 216頁迄らしめ 、宥

史以前よリ明清建築迄、述べられれ Lのである。本

ｾ ｬ Ｚｴ 単行本もあるが 、 イ也 の篤 ｬ Ｚｴ＿ ＩｲｾｦＱ 支那建築史の

各請で 、今日迄 、容易に見得なかっ1: ものである

が本替にまさめられて 、見得られる『コうになっ1:

ものである 。

第 五 巻 見 事 紀 行 菊剣616頁 闘 版83頁

木容 は足跡天下 に普き博士の琉球、支那、印度 、

土耳来、 ｾｮ挺 等の旅行談た興 味深〈のべられ Ｑ Ｚ も

ので 、 この全集中最 L興味の深告 ものである 。旅

行詑 l:t1: tごの建築、遺政見懇の みでなく 、批令の事

情の凡てにわ1: ｾＩ 、 ー 図の 新 風土認を見るやうで

ある。博士の筆 に なる 地 図 、 スクク千台＼ｾＮｾ宮に挿

入され 、興趣多告ものがある。

第 六 巻 論 叢 、 随 想 、 漫 筆 菊剣702頁

6 回

本番l:t アーキテグ千 ユー ルの本義た論じて某の

1 1 7 8  

言事務 lこ及ぶた巻頭さし、種々の論文谷集められれ

もので 、嘗ての「木片集」の味。1にiJ2l 1: もので 、博

士の一面がうかがはれるものである。只時:i;J H風刺

の没苦言11博士の許可ないので載ぜなかっ止さい ほ

れてるがこれ は残念の こさである。

以上四者きが既刊で 、第一替の日本建築の研究

Ｈ 上 〕 、 第四宅きの東洋建築の研究 ｃ ｦ ｾ のニ 傘 Ｑ Ｑ 米切

である。

機 言す れば 、伊澱宏、大降寸ゴの文献集11東洋建築

等 、東洋婆術の知識の源泉である。汲めごも っき

ぬ泉であるこれら設むこさ に よって新し告問題11

雲の如く起る。只我々さして 11 、 これ等の武重な

論文の知識ら持7これる伊藤博士! J <、打って一丸さ

しれ源然1: : & 東洋建築史、或 11. 印皮、支那、 日本

の建築史の代表的 . 教科書的著作ら 、 Lのされん

こさら翠 むのである 。この著作が出来1: 後 ‘ 英語

にで L滅却して置いれら 、外図人の 日本建築、東

洋建築 lこi tーする眼も開げてくる こ芝、 信ずる。

遜讃の使宣から 言へ IL 潟民版も本文中 、通常

な所へ 、持入して U、1: Ｑ Ｂ ｾＱＺ かつれ。叉 、 最後に

全巻の索ヲ |さ時司王言風刺の没草寺集さる出されれこさ

や望み1: い。本容 IH 象約出版物 ( 6im' 33闘〉である

が 、容広 lこよって 11分受( 1冊 6 悶〉も して ゐる 。

C2J  F i na l  R epor t  o f  t h e  S t e el  

S t - r uc t ur es  R esearch  Commi t te. - Depa.'t-

ment  of  8c ient i日c and  indust口 al Research 

( B r itish) 頁歎572頁 償 128 6d 丸善 10悶6鳴

本書 ｬ Ｚｴｾ園 の科昼 、 工業研究所の鍛骨構造に測

する研究報告容である。同報告曾 l:t、 1232年 1934

年に第一 ，:m; 二屯，出し 、1936年に出しれものは、

第三報告容で 、最絡の報告書である。俄骨格主主に

闘して 11 、餓筋コゲゲ リート構造に比して 、報番

少〈 、毛足場等に於 て11困華il : が多い 。本替の最初の

三主主 l:t 、ホテル 、事務所建築、ア月一トメ y ぃ、

ウスの骨組に於げる ｾ ｊ 断力分布の研究で 、 之の研

究法も 、只数率的に紙上でo つれのですよく 、1を際

の建物に於て建築中 、荷重かかげて 、資験的に測

っ1: もので 、第一報告に於て 、笈ー物大の試験7むな

してゐ1: 精神の徹底し1: もので 、 その熱心なるに

芝、如何に組織的に大規模に研究して ゐるがわか

る。未閣の構造祭者 R. Fl e ming 氏さへ 、「米国

に於て、斯様な試験かするさ 想像するこささへ困

難である 」さ 漣ベてゐる 。我図の現A犬に考へ、 ま



にまださいふ泉がするのである 。 その外 、柱三梁 に於て 、数鞭7，t ぜられる事約 10年 、鹿義の耐震、

さの接合部の質検的研究、端モーメ Y トた考へ7二 日jJ-火、I( 方空方面の研究家さして知られてゐる 人で

梁の設計法 、ホ・ - / ν ト援会の研究、牛肉定骨組に ある。今度の新著11: 氏か 、数獲上に於て二 、ろみ

働く風懸の設言十等 、数 多 く 我 々 に 指嫉 ら うなが られれ多数の議案た整理して上梓され1: もので 、

し、l暗示か奥へ る研究 lこ富んでゐろ 。 少頁放の問に 、 伊レイ: ; / 柱及梁 、餓 塔、水槽等、

( 3)  最新鎖骨憐造計算法 山口儀三-m[( 著、 ノト数料容に fi EU・比な告昔日分迄紋d られ 、絡リ lこ11 、

菊剣 189頁 18問、 餓道闘 i.]} 局( 1) ( 2) に漣ぺ1: も 氏の言十経になる三個の設計事t伺lたイナぜられれ もの

の( 1: 寄贈Eきでないが、本書( 1: 、最近、協舎に寄i槍に で、教科 ￭ ＮＡＮｴ 及び ｾｬ 場員の勉撃 の 好 ｉｧＱＪ である 。

なつれものである 、 着替山口氏 Ｑ Ｑ 、者 ｾ ｉ 島工業率校

( 本 競 執 筆 者 紹 介 1
く五十音順〉

内 山 新 之 助
大阪市港湾部部長

大 内 秀 良日
大阪市電系局笹繕係長

亀 井 幸 次 郎
大阪府警察官E建築課 ・技師

tλ14t r  

tm 夫 神奈川県菜替繕謀技師

業li 名 種 夫 大限市経理部修繕謀設計係長本協合常務
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ニイ夜、J 都市計査事業ニ図、H普ジ 0 利金手受苧 pレ

者チジテ. : J t : ノ受 )J jレ利盆ノ限度= 於 テ自iIl項 ノ1'l.

用ノ全部叉ハ一部チ寅婚セジムルコトチ件

前項ノ質婚 金川公共闘健手続銘ス ｰ レ行政ｾ都市

第 1il 策 本 舎 ニ於 テ訊市計量主ト 肩車ス yレ丹市街地 ノ 言十笠事業チ執行スル場合 二在 、j テハ某ノ公共'咽

創 設 又ノ、攻支ノ 匁 ニ必要ナル交沼、衛生、保安 惚ノ』投入トス

経i努等ニ1 #1スル重要施設ノ百十輩ニジ テ都市計主主 >B6  I1際 公共闘* 豊川前線ノ費用 ニ充 Y J レ然 退湾総

区域ニイナ脇行スペ寺モノチ ｾ ｉＧ フ 督ノ定ムル月1j - ニ依 '1 都市計輩稔チ賦課スルコト

第 2 線都市計並区域及都市計i I E>、華樽都市計笈 チ件

委員合ノ意見チ問寺 重量海績啓之チ決定ス 第 7 (際 都 市 計E庄司王業ノ執行ニ要スル費用チ主主権

翠輝総督災害英ノイ也待別ノ事情 ニ図 114寺= 念施 スル公 共闘惚ユ讃 γ 図庫 、91'1叉 ノ、鹿地方1'l. >、共

チ要ス干認ムルト寺内部! 項ノ :規定二拘ラズ直ニ ノ費用ノー官官チ補助ス ルコ下手得

都市計箆広域叉ハ都市計鉱チ決定スバノコトチ得 第 8ft華 都市言十議事業ノ執行 ニ肉 1) 道 路、府主号 、

都市計鼓区域又 J 、都市計鼓ノ鑓変ニジテ軽易ナ 河川 、公園尖ノ 他 公共ノ用 ニ供スル モノノ全部

pレモノニイナ亦同D ' 又 ρ 一昔日チ底止 γ ?' Jレ然不用= 錆 ジタル官有地

翠輝総督部1二項ノ決定チ錫 γ 担 Jレトキノ、都市計 ハ第 5 線ノ費用チ主主措スル公共闘惚 = 無l賞= テ

致 医波及都市計量Eノ要領チ告示 ス 之チ下付ス Jレコトチ得

第 J {燦 蓋 湾都市計j j E委 口 合 = 闘 γ 必要ナ Jレ事項 第 9 線 第 2 {隊第 3 項チ規定ニイ'1< JV都市計笠ノ要

円三塁湾総 督之チ定 ム 領 ノ 告示 アリ担 2レ後道路、康場、河 川 、港苦号 、

第 4i!燦 都市計君主事業ハ重量湾総督ノ怠ムル所ュイ衣 公園其ノ イ也聖書号線督ノ 指定スル施設 ユ閥ス ル高官

1) 行 政廊乙チ執行ス 市計設事業= 必要 ナル土地ノ: 境域内ニ於 テ土地

重量湾総督待別ノ必要アリト 認 ムル ト寺内某 ノ怠 ノ形質チ事盛夏 γ 、工作物ノ ;新築、改築、増築、

ムル所 ニ依リ行政腐ユ非ザル者チジ テ1t ノ出願 大修繕若ノ、除却チ銭円物件チ附加増髭 γ 叉円

二依リ寄s市計設事業ノ 一部チ執行セジムルコト 知事若 ハ腐長ノ指定ス断 、竹木土石ノ類 チ採取

チ得 セ Y トスル者川知事叉ハ嵐長ノ 許可チ受ゲベジ

者I! 市計部: 事業執行者ハ事業若手品ir J t;ノ 筑ー施計放 但 γ 命令 チ以 テ許可チ要セズ干規定ジ? ' Jレト寺

エイナ華湾総督ノ 認 可チ受ケ ベジ ハ比ノ| 浪土在 ラ ズ

選 湾総督前j 二項ノ規定 ユイte. JVj j 包分チ n γ ?< Jレト 知事 叉内 臓長 ｊ 、前項ノ規定 ニ主 主反 ｖ＿Ｇｊ レ 者 ユ ｾ ｦ

寺 J 、共ノ旨チ告示ス ジ原状同 i支チ命ス勺レコトチ得

第 5 係 者I! 市計良事業ノ執行 ι 要 スル食用ハ行政 第 10線 道 路、fM場 、W) ¥I 、港湾、公園.:Jt: ノ他者

官E理之 チ 執行ス ル場 合 二夜 、! テ、図庫 、公共闘 湾総督ノ指定 スル施設ニ闘スル都市計致事業 ユ

惚 チ統轄スル行政! t i 乙チ 執行スル場合 ニ在 、1 テ 必要 ナル土地、 英ノ土地ユ定著ス ル物件ユジテ

ノ 、 ｾノ 公共図骨量 、 行政勝 ニ非ザル 者之 チ 執行ス 事業ノ錫! 必要ナルモノ及某ノ土地物件= 闘スル

ル場合ニ在 1) テノ、英ノ者ノ賞揚トス 所宥憾以外ノ様利ハ之チ』技用又 J 、使用ス Jレコト

壷輝総督必要 アリト認ムルト寺ハ尖ノ ;定ムル所 チ得

111  8 0  



が! l e R 土地附近ノ土地 ニジテ都市計金事業 トジテ タルモノト若( 故ス

ノ建築敷地造成ニ必要ナルモノ及其ノ土地 ニ閥 第 16総 本令若ハ本令= 主主寺テ後ス ル命令叉山之

スル所宥機以外ノ機不十、釜輝総督ノ定ムル所ニ ニイ次、j テ潟ス品分ニ依リ 5fL 人ノ義務 ニj昆スル主主

依リ之チJ j 主用又 ρ 使用スルコトチ待 婚金其ノイ也ノ焚用ハ行政e変海図税i数牧規則ノ

前項ノ規定ユ依リ収用 γ ? < Jレ土地 ノ管理及易分 例ニ依リ之チ徴収スルコトチ待

コｦＪ ｬγ 必要ナル ｉ ｊ｝Ｚ ｾ＾ 、遣を湾総督之チ定 ム 前項ノ ; 規定ニ依 り公共闘惚チ統時スル行政腿ノ

:;r; 11傑 前 i傑ノ規定 ニ依 Jレ牧周又 ρ 使用ニ鞠ジテ 徴収スル徴牧金ノ先取待椛ノ順位此ニ共ノ逗徴

J 、本令ユEIJ 段ノ定アル場合チ除。ノ外玄海土地 主置付及時効ニ付テハ茶ノ公共四位ノ i数牧金ノ例

. ! J k用規}( I J チ適用ス ニ倹 yレ

第 12fl 条公共倒惚チ統轄スル行政鹿都市計室事業 第 17保 行 政 官itl>、本令叉 ρ 本令ユ基寺テ後ス Jレ

執行ノ潟土地 、物件及土地物件ニ閥スル所有憾 命令ニ依 2レ認可申請ニ封ジ申請ノ趣旨ニ反セズ

以外ノ械利子収用 γ ?< Jレト寺 ρ 共ノ憾利 ρ 其ノ ト認ムル範囲内二於 テ変正ジテ認可チ奥 7 Jレコ

公共[ 羽惚之チ取俳ス土地、 物イ11'及土地物件二草月 下チ俳

スル所有機以外ノ機利チ使用 γ ? < Jレト寺其ノ使

}fl 俄ユイサ亦同グ

第 ＱＳｦｾ 選輝総督必一安アリト認ムルト寺ハ都市計

致事業 ユ| 可リ生 1/タ ル骨造物ノ管理者及管理方

＿よチ 指 ，ￌＡＺス ｰ レ コトチ ｱｾ Ｎ十

ｾｾＱＴ 係 者世市計支 ニ日トl スル調査ノ銭必要ア pレトキ

ノ 、 首該官吏叉 ｊ 、支只 ノ 、 ｾｦ 湾総督ノ ￆ ム ｰ レ月 ｉｲ ニイ ｫ

リ他人ノ土地 = 立入リ テ1Jl IJ 企若ノ、溺査チ銭 γ 叉

ハ己ムコトチ俳ずかトキ ノ、共ノ土地 ニ存スル障

害物チ喜重克若 ρ 除却スル コ トチ得

前項ノ; 規定ハ都市計1EIJ玉栄執行者事業ノ鍔l必要

アル場合叉 ρ 書1i 市計輩事業ノ執行チ出願セゾト

スル者共ノ出版ノ然必要アル場合ニ之チ準用ス

古lij 2 項ノ規定ニイ炎ル行局ニ囚リ般客チ受ケタル

モノアルト寺 ρ 変湾総督ノ定ムル所ニ依リ鴎庫

都市百十業事業執行者又 ρ 都市計2監事業ノ執行チ

III 願セ Y トスル者= 於 テ共ノ; 損害チ補償スベジ

古 ￭ｪ ｾ 頁ノ ［ 規定ニ依リ補償スベキ金額ノ、協議ニ依リ

之 チ定ム協議謝ハザルトキ叉ハ協議チ鋳スコト

古ｾ＾、ザルト寺山知事叉ハ嵐長之 チ 決定ス

!I ij 工員ノ決定ニ不11民アル者円単語号線倖ノ ;定ム Fレ所

ユ依リ R ノ裁決チ 申請スル コトチ俳

第 15u革 行政官鹿又円高11市計量f IJ玉栄執行者ハ住所

又 ｊ 、居所ノ不分明ｾノ 他ノ Ｚ 司王由ニ依 Ｑ｝ 本令又ハ

本令ニ基寺テ努ス pレ命令ニイわレ管支民ノ迭付チ鋳

スコト能川ザルトキハ蜜湾総督ノ定ムル所ニ依

リ公告チ匁スベジ

画 ￭ｪ ｾ 頁ノＺ規定ニ依 Ｑ｝ 公告チ潟 γ ｬｊＮ Jレ場合ニ於テ共

ノ公告チ角 γ おか日ノ翌日目 1] 起集ジ' 20 日チ経

過 γ ? < Jレトキ ノ、 JCノ;末[ i ，-: 於 テ書類ノ到建アリ

第 2 i;主 地域及地区ノ設定世

ニ 建 築 物 等 ノ 制 限

第 18保選湾総督ノ、都市計l ! t 区域内ニ左ノ 地 域叉

ノ、地区チ都市計: J l f ノ施設トジテ設定ス Jレコト

チ件

l 住居地域、商 業地 域叉 ρ 工業地成

2. 風致地区 、美 被地区 、lI方火 地区叉ハ風紀地区

盗罪号総督ハ術 生、保 安、経済等ニ開 γ 待ニ必要ア

Ｑ｝ ト認ムルト寺戸自 ￭ｪｾ 民第 ｬ 務ノ各 地域内 ニ都市

計鼓ノ施設トジテ待> ，: IJ地匿チ設定スルコトチ得

ｾ Ｑ Ｙ 線住居 地域 内ニ 於 テハ住居ノ安寧チ害ス ｰν

ｾアル用途ニ 供ス ル建築物ハ之チ建 築ス ルコ ト

ヲｾｾ手ス ｦ

第20線 商 業地域内 ニ於 テノ、商業ノ ;利便チ害スル

民アル用途ニ供スル建築物ρ 之チ建築スルコト

チ 件 ズ

第2 1憐 工 業地域内 ニ非ザレバ工場、倉庫其ノ 他

之ユ主体ス' ペ当建築物ニジテ規模大ナルモノ叉ハ

衛生上有害若 ρ 保安上危険ノ l実アル用途ニ供ス

pレモノノ、乙チ建築ス pレコト チ得ズ

第22f!燦 前 3 傑 ェ規定スル建築物ノ秘主i ' ( > 、E量的総

督之チ JSム

第23U条 釜 湾 縫 替 J 、待別地 区ニ闘 γ 建築物ノ用途

ニ付必要ナル規定チ設 }J Jレコト得

第24燦 前 3 燦ノ; 規定ノ遁用ニイ寸テノ、新 ニ建築物

ノ用途チ定メ叉ハ建築物チ他 ノ用途ニ供スルト

キハｾノ用途ニ供スル迷築物チ建築スルモノト

宥倣ス

第25保護湾総督ハ風致地区内ニ於- 7 / レ土地ノ形

nノ鐙夏、工作物ノ新築、改築 、府築、大 修繕 又
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ノ、除却、物件ノ附h口増置、竹木土石ノ類ノ採取芙 第 37係都市計笠区域内ニ於クル建築物左ノ各競

ノ他風 致維持ニ影響チ及 ホ・ス 良アル行鋳ノ禁止 ノー ニ該営ス ル ト寺戸行政官邸内尖ノ建築物ノ

叉 ρ 制 限 ニ闘 ジ必要ナル規定手設 lJ 1レコ干チ得 除却、改築、修 繕、使用禁止、使用停止某ノ イ也

第26f燦 重量輝総督ハ美被地区内ニ於 クル建築物 ノ ノ必要ナル措置 チ命ス勺レコト チ得

構造、設備又戸敷地 ニ閥 γ 美淑上必要ナ ル規定 1 . 保安上危険ト認ムル下寺

チ設ケルコトチ得 2. 衛生上有害ト認ムル干キ

第27ft菜 室輝総督円防火地区内 ニ於 クル防火設備 Ｓ 本主 主 ノ Ｚ 規定叉《本ｾノ Ｚ 規 定 ニ 基当 テ 聖堂スル 命

叉戸建築物ノ防火構造ュ閥ジ火災故防上必要ナ 令 ニ遮反 γ テ建築物チ建築ジ担ルト寺

ル規定手設ゲルコトチ得 第38113望都市計: l l i : 区域ノ決定、地域叉戸地区ノ設

第28篠! f 湾総督ハ風紀地医内 ニ於 クル建築物叉 定共ノイ也ノ; 治会ニ於 テ従来存在スル建築物 t . ;Jt

ノ、修業ニ 胸 γ 風車巴上必要ナル規定チ設ゲル コ ト ノ後新 ユ建築セラレタリトセ バヌド本 ノ:規定叉ハ

チ得 本意 ノ規定ユ基寺 テ褒スル命令 ニ法反スペ寺モ

第29篠 都市計重医域内 ニ於ケ ル建築物ノ、英ノ !数 ノナルト寺山行政官 ｅ 室内相＿吉ノ ［ 期間チ指定 ｶ ［Ａ ｾ

地方・蓋湾総督 ノ定 ムル所ニイ炭 V 道路敷地 ニ接ス ノ建築物 ニイ寸断I隊 二掲ゲル必要ナ ル措置チ命ズ

ルニ非ザ ν バ之チ建築スルコトチ得ズ但 ジ特別 Jレコ干 チ得

ノ事由アル場合= 於テ行政官廊ノ 許可チ受クタ 前j 項ノ規定 ニ依 政措置チ命ズルト寺山 選輝総督

Pレト寺山 比 ノ限 ニ在ラス' ノ定ム ル所 ュ依l J klt築物所在地ノ公共闘惚チジ

第30! 傑 建 築 線 ハ 都 市 計E並区域内 ニ於クル道路市高 テ扱筈 チ補償セジム

ノ境界線トス但ジ特別ノ事由アルトキノ、行政官 第 Ｑ Ｔｻ 傑第 Ｔｾ 民及第 Ｕ 項ノ規定内面 ￭ｅ 頁ノＺ場合 ユ之

E車内都市計輩区域内ニ於 テ1:

'

J ニ建築線チ指定ス チ準用ス

pレコ 干チf寺 第3ヲ係 建築主、建築工事2青貴人、建築工事管恕

第3 1燦 都市計輩区域内ニ於 ケル建築物 J 、建築 線 者叉 J 、建築物ノ所有者若 J 、占有者本主主ノ :規定若

ヨリ突出 γ テ之チ建築スルコトチ得ズ但 γ 建 築 ハ本主主ノ :規定ニ基当 テ妥スル命令叉 ρ 之 = 基当

物ノ 地盤面下ニ在 pレ昔自分 ノ、 比ノ限 ニ在 ラズ テ 匁ス 』 包 分ュ ｩｬｬｾ 反 γ タ ルト寺内 Ｒ ， αＩＨＩ 別以 下ノ

第32( l 袋行政官腐 ρ 都市計量E区域内 ニ於 テ市街ノ 罰金叉内科料 ニ島ス

構成上必要 アリト 認 ムルト寺 ρ 建築線 ニ面 ジテ 第40ft革 前 憐 ノ ;規定 ρ 同僚 ニ掲グル者法人ナル 1、

建築スル建築物 ノ 壁 面 ノ 位置チ 指定スルコト 寺川理事 、取締役; J t ノ 他ノ 法人ノ業務 チ執行ス

チ得 ｊ レ 役只 ュ 、 未 成年 者 叉 ハ 禁 治産者ナル下寺川 ［Ａ ｾ

第33( 1 祭都市計輩区域内ニ於 クル道路 ニジテ行 政 ノ法定代理. 人ユ之 チ適用ス但ジ管業 ユ皆目 γ 成年

官耳車ノ 指定スルモノユ沿ヒ テ建築物チ建築スル 者 ト同 一ノ能力チ 有ス ル求成年者共ノ替業 = 附

者ノ、選湾総督ノ定ムル所 ニイ炭 V 亭臼: 脚 叉 J 、之 ニ γ liiffl 燦ニ規定スル主主反 ラ;おジ担 2レトキノ、比ノ限

準ズ ル設備 チ設 苧ベジ ユ生ヲ ズ

第34{隊 肇湾総督ノ、者11市計査区域内ニ於ク ル建築 ｾ ￭ｦｦｬ 保 二 掲 ゲル 者ハ共 ノ代 理人 、 戸 主 、 家族 、 同

物ノ高サ 、構 造、設備若 ハ敷地叉ハ尖ノ敷地内 居者 、伯『人;lt ノ他ノ ;従業者ず共ノ業務 ニ闘 γl i if

ユ存セミノムベキ空地 ユ闘 γ 必要ナル規定チ設ク i保ュ規定ス政治反 チ銭 γ 担Jレト当ハ自己ノ 指栂

3レコ トチ得 ＮＺＺＮ ｬｉ ｊ デザ ｊ ν ノ故チ以 テ 虚 罰 チ菟 Ｓ レル コ下 チ ｾ ｾ ト ズ

第35隣 室 輝 総 督 ρ 都市計護区域内 ニ於 7 1レ拳 校 第 ＴＱｦｴ 革本 ｉｅ］ 於 テ 道路ト務スル ｊ 、第 Ｒｦｴ 革ｾｽ 3 :1.:民

集合場、劇場、放館、工場、倉庫 、病院 、市場 第49除司'?;5 J.: 氏叉 川第53線第 2 項 ノ規定ニイ氏、j 告

居場 、火葬場ー其ノ 他共ノ 指定スル特殊建築物ノ 示 V ! J . fl / 道総及道路玖定地 チ，¥l' l7

位置 、構 造、設備叉川敷地 ニ胸 γ 必要 ナル規 定 第42ft革 本 手 ノ 規 定 ハ 空海総督 ノ;定 ムル所 ヱイ."/( -=-

チ設 ケpレコトチ得 建築工事中ノ述築物、建築工事ニ若手セ ザル宅

第36fj 菜 室 湾 総 督 ハ 都 市 計E並区域内 二於 クル建築 設計ア ル主主築物叉ノ、建築物 ニ非ザル工作物 ニ乙

物ノ工事執行= 閥ジ必要 ナル限定 手設 lJ iレコト チ準用スルコトチ得

チ斜 第43( 1 革本草ノ規定ノ全部叉 J 、一昔日 ノi盛期 チ必要
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下セザ ｊ レ建築物ハ ｾ 湾総替之チ定ム

第44fi 茶 室輝総怒必要アリト 認 ムル トキ ノ、都市計

輩区域内ニ於 テ区域チ 指定ジ木本ノ規定 ノー官官

チ; 車用セ ザル コト チ得

J，P; 45fi草 木立ノ規定 ノ一昔Eハ変輝総評ノ; 泡 ムル所

ユ 依 ＱＩ 占 ｾｉ 市 計 ｅ 住区［域 ニ 手 Ｑ ， ザル 地域 ュ 之チ準用ス

Jレコトチ得

第 3 宇 土地厄制整理

第46{際 本主主 ニ於 テ土地 匝創笠王里ト若手スルハ都市

言十歪E函域内ニ於 テ市 街地 トジテノ土地 ノ利 用チ

場進スル封 的 チ以 テ本主主ノ規定ニ伎 1) 土地 ノ交

換 、分合 、地 目雪遊換尖ノ イ也ノ l亙剖形質ノ慶更叉

J 、道路 、康宅島、河 川、公国等ノ設置 、費量.![若 ハ

底止 チ 行フョトチ ｾ ｉ ｾ ｦ 7  

第47除 土地 l孟剖整理ハ本主主 ユ$IJ 段ノ定アル場合

チ除ク ノ外土地 ノ所有者 ニ限 1) 之チ施行スルコ

トチ得

第 4 隊第 2 項ノ規怠 ノ、土地 |孟創整理 ニ付テ ノ、之

チ遁用セズ

第48係 左 ニ掲 グル者ノ、本平ノ規定ノ週月 ニイミj テ

J 、之チ土地ノ 所有者ト若{ 故ス

1，永代借権者

2 蓋湾官有財産管理規則第 9 俗、 第 17保又ハ第

2 1{傑ノ規定ニ依リ土地 ノ資抑ノ後約 チ受 クn

Jレ者

3，蜜湾官森林原野及産物待.l l IJ E包分令:w; 1  (傑ノ 規

定ニ依 1) 土地 ノ資波 ノ議 約 チ受ク 担Jレ者

第 49( l 葉土地 ノ所有者土地 匝劉整理チ施行セ ゾ ト

ス Jレト寺内設計t J .t チ作 1) 土地 ニ付 所有 憾以外ノ

主主li E γ タル機利 チ有スル者 ノ同意書チ添九、数

人共 同ジテ施行セ Y トス ル場合ニ 在 1) テハ倫規

約チ作 、} 、室湾総督 ノ認可チ受ゲペジ但 γ 同意

チ得 ｰ レコト 能 川ザ ルト寺 川 英ノ Ｚｴｊ ｾ 由 チ 詑殺ジ Ｙ

3レ香 西 チ添付 スペジ

設計替 、規約若 J 、土地 l謡宣11鐙理施行 く地l孟以下

整理施行地l長ト 稀 ス〉 手重量変 γ 一 人 ユテ施行ス

ル土地医劃需産理 手袋 ジ テ数 人共 同ノ施行トナ γ

叉川事業チ停止若 ρ B止セ ゾトス pレト寺ハ之ニ

剛スル l必要 ノ;' Jj:項 チ定メ老湾総督 ノ 認可 チ受 ク

ペジ

自iJ 項 ノ整理抱行地悩 ノ努変 ニ依 リ新 ニ整理施行

地区 ニ編入 セ ラルベ 寺土地 ニイ寸テハ第 1 ｾ 頁 ノ同

意書 ニ側ス ル規 定 チ準備ス

債務ノ 分抑 ニ胸スル規 約 ノ鑓変4Jj : 業ノ i盗止又 ハ

整 理施行地区 ノ減少 ノ認 可 チ受 ケゾトスル場 合

ニ於 テ土地|高劃整理ノ然 ユ然 ジ{l. /レf昔入金アル

ト寺川償協者ノ同意 チ件 Jレコ ト チ要 ス但 γ 同意

チ 俳 ｊ レ コト能ハ ザル ト 寺 戸 尖 ノ事由ヲ ｾ ｅ ￭ ｬ 花 γ ｮ

pレヨ} 面 チ添付ース ベγ

選 湾総 フＧ ｦｬｦＮ 第 Ｑ ｾ 久ハ 第 Ｒ 項 ノ 認可 チ 奥入 占 ｊ レ ト

寺山英ノ旨反設計"¥t'= ノ要領 チ告示ス

設計替 、規 約若 ρ 整理施行地l直ノ受変又ρ 事 業

ノ停止若 J 、NI 止 円前項ノ告示 アル迄之 チ以 テ第

三者 ニ謝抗スルコト チ得スe

第50(l革 都市 計nr トジテ決定 γ タル土地i亙剖整 理

ニイ寸 テノ、英ノ整理施行地区内ノ土地 ノ所有者室

湾 総督 ノ指定 ス ル 期 限内 ニ 土地区制慾理施行

( 以下整理施行干穏ス〉 ノ認可 チ申誇セズ叉ハ

申請スルモ兵ノ内容遁1 j f ; ナラズト認 ムルトキ ノ、

翠 梅線督ノ、行政廊チジ テ都市計輩事業トジ テ土

地|孟創整理 チ施行セ γ ムル コ トチ得

第5 1{際 選 輝総督 都市計叢トジ テ決定 γ {l. /レ土地

l亙劉笠翠ノ施行ノ 認 可チ取消 γ {l. /レ場合 ユ於 テ

ノ、行政腐チジ テ都市計E監事業トジ テ土地! 亙制経

理手施行セジ ムルコトチ得

第 52{際 都市計量Eトジテ 決定 γ {l. /レ土地庖創整理

ニ付災害共ノ イ也特.ll IJ ノ事情 ニ図 、J4寺ニ念総チ要

スル場合 ニ於 テ土地 ノ所有者ノ整理施行ノ 認可

申請チ侠 !)> s良ナ γ ト認ムルト寺戸蓋湾 総督 J 、行

政 廊 チジテ 都市計査事業トジ テ土地区劃整理 チ

施行セジムルコ下チ待

第 53燦 前 3 {燦ノ :規定 ニ依リ笠理施行チ命 セラ ν

{l. Ｏ レ 行政 ｾ＾ 、設 計 ｦ ｊ ｽ 及土 地 医 劃 笠理 施 行規 程

( 以下整理.施 行規程ト稀ス 〉ニ十j 選輝総督 ノ認

可 チ受 ゲペ ジ

室湾総督 前 項 チ奥 A タJレト寺川 英 ノ旨及 設 計fJ: :

ノ要領 チ告示 ス

第54{傑 行 政 廊 ノ 施 行 ス ル 土地|孟創整理 ニ要 ス Jレ

':J!( 用 ノ、変 務総督 ノ定ムル所 ニイ炭 1) 整理施行地 区

内ノ土地 ノ所有者叉 ρ 登 記 ジタル質他者 、地上

持軍者若 ハ賃借憾者 チジテ: J t ノ全部叉ハ一部 チ主主

携 セ ジム ルコ干 チ件

第5{! 集第3項ノ規定 ハ前項ノ責措金ニ之 チ準用ス

第55線 本主主ノ ;規定叉 J 、本一平 ノ規 定 ニ基寺 テ妥ス

Fレ命令 ニ依 1) 1事ジタル民主分 、手綴共ノ イ也 ノ行銭

円土地 blii ;[IJ 繁理施行地( 以 F笠理施行地 ト稗 ス〉

叉ハ共 ノ上 ニ存 スル工作物 ニ付機利 チ有 スル者
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ノ承縫人ニ翁ジテモ其ノ効カチ宥ス 付テ ρ 輩輝総督ハ $Ij 段定メチ銭スコトチ得

第 5 6燦 整 理 施 行 地 ノ 所 有 者 ニ麗ス pν 土地匿劃整 第 64傑 換 地 ρ $IJ 段 ノ定ア ル 場 合 チ 除 。 ノ 外 第

王里ユ閥スル持腕リ義務ハ土地ノ所有様ト共ニ某ノ 70燦 第 4 項 ノ 告示ノ 日ヨ 1J 之チ従前ノ土地ト若手

承継人ニ移鴇ス 倣ス

前 項ノ: 規定ノ遁用= 付テノ、第48{際ノ :規定ニイ友、I 新E頁ノ規定ハ行政上又 ρ 裁卵I上ノ底分 ニジテ 土

土地ノ所有者干妻子{ 故サ ν 担Jν 者 ニ付 テρ 永代 借 地 ニ専属ス Jレモ ノ ニ影響チ及ポ サス

地師事叉 J 、E筆者普官有財産管理規員IJ若: ρ 釜高号官有森 第 65篠 整理施行者 ρ 整理施行ノ :潟必要アルトキ

林 原野 及 産 物 特別 虎分令 ニ依 Fレ権利 チ以 テ土地 ρ 整 理施行地区内 ノ工作 物又ハ木 石 等 チ雪量夏除

ノ所有権干着倣ス 却 叉 ρ 破棄スルコト チ得

第57ft草 木 本 ニ別段ノ定アル場合 チ除苧 ノ外整理 第 14隊 第 3 項乃至第 5 項ノ規定 J 、前項ノ場合 ニ

施 行地叉 ρ 尖ノ上ニ存ズ Jレ工作物 ニイ寸縫芳IJ チ宥 乙チ主体用ス

スル者 ρ 整理施行ニ聖母γ テ異議チ漣プルコトチ 第6 6鎌 野 里 施 行地 ニイ寸漁業憾存ズル場合ニ於 テ

得 ズ ハ漁業継者ニ重苦ジ漁業様及入漁l報存ス勺ν 場合ニ

第58燦 第 14{際ノ ;規定ハ整理施行ノ認可チ 申請セ 於 テハ漁業憧者及入漁村事者 ニ妾t v 整理施行者 ノ、

:y トスル者ハ 叉ノ、第49{l革 ニ規 定ス Jレ土地 l亙剖 笠 整 理 施 行 ユ図リ生ズベ寺損害チ補償スベジ

理施行者( 以下整連施行者ト務ス ) 71' 整理施行 第 ＱＴｪ 隊 第 Ｔｊ 長及第 Ｕｾ 民ノ規定円高 ￭ ｪ 項ノ場合ニ之

ニ闘スル準備 チ銭ス場合 ニ乙チ準用ス チ準用ス

第 59篠 宮室王里総行ノ認可チ申請セ Y トスル者又ハ 第 1 ｾ頁ノ規定 ニ イん レ 補償 チ受伊 ｊ レ縫不 Ｑ Ｑ > 、被業憾

笠ヨ里施行者 ρ 整理施行地 チ管結ス Jレ漁業ユ捌ス 者及入加費者共同ジ テ之チ有スルモノトス

ｰ レ宅長銀官薦 、 土 地 ｾ帳所管底 、 戸口調査簿所管 整 理 施 行者 ρ 第 l 項 ノ;規定ニ依リ損害ノ :補償チ

底 、市役所又ハ街庄区役場ニ就寺無手数料ユテ 鎗 γ 担 Jレ後ニ非ザ ν 戸工事ニ着手スルコトチ待

土地 鼠査tJ 整理 工関 γ 必 要 ナル簿* 闘面 ノ閲覧叉 ス' 但 γ ;Itノ 損害ノ補償チ受 伊pレ権不11者ノ同意チ

ノ、勝潟 チ求ム Jν コ干 千件 但 V 漁業ユ閥ス Jレ登録 件 !J. ｉ レトキ 、 ｾ湾都市計輩 闘係 民法等待例第 ＱＱ

官E車、土地牽 帳所管廊叉ハ戸 口調査簿所官E草川 傑ノ :規定 ニ依 1J Ｃは ｅ チタ事ジｾ Iレト当叉 J 、第 2 項

必 要 7 1J ト認ムル干寺川請求1 J l ' ノ資格ニ閥スル ノ規定ニイ夫リ知事若ハ嵐長ノ決定 V タ yν 金額チ

市予街庄長叉ハ大正 9 J f - 勅令第 361裁 第 2 {l革ノ 供 託 ジタル干寺戸 此ノ限 ニ在ラズ

庖長ノ i詮 明書チ提出- l < V ムルコトチ得 第67{際 整 理 施 行 地 鼠 内 ノ 土地叉ハ共ノ上ニ存ス

第 Ｖｾ 整 理 施 行 ノ: 持官有叉ハ 公共闘惚 ノ所有 ニ Jレ工作物 ニイ寸f l Uリチ宥スル者ハ土地区制整理ノ

思スル道路、厳場 、 河)1¥、公園美ノ 他 公 共 ノ用 食受クタル損害ノ :補償 チ請求スルコトチ俳ズ但

ニ供ス pレモノノ全部叉ハ一部チ廃止 ジ担 Pレニ悶 ジ本令 、規 約 又ρ 整理施行規程ニ$I J 段ノ定ア断

、] 不用ニ野 ジタル土地 ハ無 償 ニテ之チ整理 施 行 ト寺内比ノ 限 ニ在ヲズ

地 ノ所有者 ニ 交付ス 第68ft革 整 理 施 行地叉ハ共ノ 上 ニ 存ズ 3レ工作物ニ

第 6 1{傑 整理施行ニ依リテ開設ジタ Pレ道路、厳場 付憾利チ有スル者・整理施行ノ認可若 ρ 整 理 施 行

河 川、公園共ノ 他公共ノ用 ニ供ス ペ寺モ ノト然 区池後変ノ認可ノ告示又 ρ 第53篠第 2 項ノ規定

、J !J. jレ土地ハ 無m: ニテ之チ官有地 叉 川公共闘惚 ニ依 pレ設計書ノ認可ノ 告示 ァ、) !J. Iレ後ニ 於 テ知

ノ所宥地 ニ編入ス 事 叉 ρ 邸長ノ許可チ得ズジテ土地 ノ形質チ後更

新 ｪｾ 頁ノ Ｚ 規定 ニ 依 ＱＩ 官有地 叉川 公共 闘惚ノ所有 地 γ 、工作物ノ j新築、改築、精築若戸大修繕 チ 銭

ニ編入 セ ラ レベキ土地ノ庖分及範囲 J 、釜湾総督 ジ叉 ρ 物件 チ附加増鐙 γ タル 干寺川 之ニ開スル

之チ定ム 損害ノ ;補 償 チ請求スルコトチ得ズ

第 62線 第 15燦ノ規定ハ住所又ハ居所ノ不分明茶 話] 項ノ告示ア 1) !J. Iレ後ニ於 テ土地又川英ノ上ニ

ノイ也ノ 事由ニイ定、J 第 49燦ニ規定スル繋連施行者 存ス，ｾ jレ工作物 ニイ寸御利チ取得ジ 担2レ者 ノ、従品ij ノ

土地 匿 劃整理ユ閥スル脊類ノ迭付チ銭スコト能 憾利者ノ銭 γ 緋べ当範囲内ニ於テノミ換客ノ :補

ハザル場合ニ之チ準用ス f政チ請求スルコトチ得

第 63{ l 華土地極劃笠翠チ施行ジ !J. Iレ土地ノ地租 ユ 第69係 行 政 邸 内 共 ノ 施 行 ス ル 土 地 区 劃 笠 理ーノ銭
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必要 ア Jレト者ハ換地7象i 'f 及キ自営ノ期限 チ指 定 γ

テ経理施行池区内= 於クル建物共ノイ也ノ工作物

ノ所有者二; lHγ f C 移鱒チ命: 7 又川 J毛ノ占有者二

割立退チ命ズルコトチ件

第 14f!燦第 3 項乃至第 5 rJl: ノ規定内部I 項ノ場合 三

之チ準用ス

行政執行法第 5 fl燦及第 6 fl保ノ規定抱エ之コ基寺

テ 霊堂スル命令ハ行政ｾＺ￞ Ｇ第 ｬ 項ノ規定コ依 ｰ レ命

令チ強制スル場合ニ之 ニ準用ス

第70(.傑 換地 J 、従前ノ土地 ノ地目 、地積、等位等

チ標準トジテ之チ交付スペキ但ジ地 目、 地 積、

等位等チ以テキ自殺チ気スコト能ハザル部分ニ閥

ジテハ金銭チ以 テ之チ清算スペジ

特別ノ事情 ユ肉 'J ]II J 項ノ規定ニ依 ! v コト能川ザ

yν モノノ底分ェ納 γ テノ、 規約叉ρ 経理施行規程

ノ定ムル所ニ依 2ν

前 2 項ノ :規定ニ依 pレ慮分 ρ 肇湾総替ノ認可チ受

lJ ペ ジ

妥持軍総督部I項ノ認可チ奥 ，.....tJ. jレ ト 寺 戸 之 チ 告

/j¥ス

第 71fl康 前線ノ規定ニ依 pレA 1 t 分ハ整理施行地 ノ全

昔日ユイ寸工事完了 γｾｉ レ後］非ザレパ之チ鋳スコ

トチ得ズ但ジ規約叉 ρ 整理施行規程ニ )]IJ 段ノi E

アルト寺川比ノ限ニ在ラズ

?P; 72f傑 従前ノ土地 ノ全部叉ハ 一部 ュイサ霊長記ジ評

yレ所司守備以外ノ機利又川島分ノ 制 限アル干キハ

之 ニ 封 ス ル 換地 ノ交付ハ尖ノ機利又ρ! &分ノ制

限ノ目的ｾ iν 上 土地叉 ρ 尖ノ部分チ 指定 γ テ之

於 テ告示チ 必 要 干スル事項 1 相 営スルモノ --. f寸

テノ、3陸海総督之チ告示 ス

整理施行者ノ、官 ￭ｊ ｾ 東ノ告示アル迄其ノ受ケ￰ｬＭ 1レj虚

分チ以テ他 人ニ封抗スルコ干チ得; 7 . '

官ij 2  ｾ民ノ規定 ρ 警湾総 司 替ノ命令ジ担 ｊ レ停 止 胤分

ノ解除ニ之チ準用ス

第 76f床 第 49係第 l 項幸子 ハ第 3 項ニ規 定スル所有

持軍以外ノ芳三詑 γ タル機利チ宥スル者ユジテ土地

区割繋理ノ施行者 ρ 受理施行地区ノ境! 1 I ニ異議

アルモノ叉ハ同{燦第 4 項ノ債権者ニジテ債務ノ

分婚ュ閥スル規約ノ鑓更事業ノ腐止若 円盤理施

行地 区ノ 減 少ニ異議アルモノ ρ 同僚第 5 項ノ :規

定 ニ 依 Jレ営該事項ノ告示ノ 日ノ翌 日ヨ ') 起算 γ

60 日以内二菱輝総督ノ定ムル所ニイ次、} 芙 ノ 裁 決

チ申3青スルコ トチ1! 宇

前項ノ申誇ア 'J dl-，. I/ 場 合 ニ於 テ華輝 総督必 要 ア

リト認ム 11/ } 寺戸目 的 d<! V土地 ニ付土地 匿 創 整

理ノ施行チ停止 スルコトチ得

第 77傑 ! 笠理施行ニ 側 γ 設ケタ ル標識チ移車車、汚

損 、数媛叉ノ、除却ジd < 1ν 者 ノ、50回 以下ノ前金叉

ノ、 拘留若 J 、科料= 慮ス

第 78f!傑 第49f際ュ規定スル繁理施行者本草ノ規定

ニ主主キ テ後スル命令= 違反 ジ担 Jレト寺ハ 50回以

下ノ過料 '"'- Jj.包ス

非訟事件 手 線第 ＲＰＶ 燦 乃 至第 ＲＰＸ 傑 ノ［ 規 定ハ育 ￭ ｪｾ 民

ノ過料 ユ之 チ準用ス

1
1
甘

l

 

u

H

A

 

チ銭スベ
γ 本令施行ノ ;矧日戸 重量湾紙督之チ ) Eム

第 7311華 道 輝総督第49燦= 規定スル墜理施行者ノ 明治32年律令第30貌 ρ 之チl 1 l 止 ス

行空事Y 設計替 、規 約 又 ρ 法 令 ニ港反 V ;l毛ノ イ也公 肇湾家屋建築規則J'、之チl 1 l 止 ス但 ジ第 3 燦第 l 滅

金チ害スルノ虞ア 'J 下認ムルト寺戸事業ノ停止 ノ:規定並 ニ同規定 ニ関係アル範圏内ニ於 テ第 7{傑

チ命: 7 又ρ 繋理施行ノ認可チ取消スコ干チ件後 及 第 8ft華ノ :規定ノ、営分ノ内侃 英ノ 効 力チ宥ス

J包ノ期間内ニ土地 医制整理チ完了スル コ 下能ハ 本令施行自ij 地 方鳳ニ於 テ告示ジd < 1レ市区計君主区域

ズト認ムル ト者亦同: 7 及市区計霊FJ 、之チ第 2 傑ノ ;規定ニイ友、J 筆湾総督ノ

第 74(1革 翠湾総評監督上必 要アリト認ムルトキ ノ、 決定告 示 γｾ 1レ都市計w : 短域及都市計覧ト走子倣ス

第4911華ニ規定ス pレ整理施行者 ニ封ジ設計書叉 ノ、 明治32年律 令第30盟主又ハ宣告書替家屋建築規定若 ρ 之

規約ノ努夏チ命ズルコトチ得 ｌ 基者 チ表 γｾ 11/ 命 令 = イ定、) ;持γ タル底分ノ、之チ

E証書号総督、知 事 叉 J 、腐長監督上必要アリト認ム 本令ノ相官規定= 依】J :1事 V 担 J レ慮分ト君子倣ス

ｰν トキ ノ 、官 ｬ ￭ ｪｾ 貢ノ Ａ 整理施行者チ γ テ 土 地 区宣 ｉｊ 整理 Ａ 明治32年律令第3明E叉円蓋湾家屋建築規 則l第 3ft禁

事業ニ闘スル報告チ鋳サジメ i!lJ"¥1} 図 面、 出 納 叉 ノ:規定ニイルνft } f l ノ徴収ニイ寸テノ、 の ' w令 エイた か

ハ工事チ 検査ジ芙ノ 他 l必要ナル命 令又 ρ 慮 分チ ( 参照〉

食 スコ下得 明治3 2 411 律令第30勝、華潟市区言十議 上公 用叉

第 75{l革 i l !湾総督ノ 虎 分ュ γ テ水平 中イ也 ノ( 傑項 = ノ、官用後 定地域内土地建物ニ 閥 スル件 ナ 'J
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1、 同年 7 月文官普通試験臨時委員

舎 員

故正四位勲四等 松 室 重 光 氏

昭和 12:(j 三1 月30 日合員松室重光氏病を 以て逝去

せらる。

松宗氏は大A 7 年 3 月23 日本合が開西建築協合

と栴せし際入介、繭 31ミ20年共聞各種の委員合委員

j え委日長を仏= 帰せられ或は常務、舵事及副令長等

の役員 ｴ 乙常濯 、 ＧＺｾ￬ 協 合殻肢の嬬に多大の努 力 を続

けられて幾多の功結を i立されたのである。

然るに 1
1
1' '' 1三10月頃よ り病 床K 臥し療養を額けら

れたるもその効友 く遂に永眠せらる 、淘K 哀悼K

惟へや。滋K 'r'i照と間各腔を掲げ諮んで弔意を表す。

1、 氏 はi明治 6 年 4 月26 日京哲[lr[l I ' C生る

1、 ｬ 明治 Ｓ Ｐ 年Ｊ点帝 』 岡大製工島安部走家具堅［ＱＢ Ｑ ・ ｾｾ業

後京都市技師 、京都府l凪託( 古枇寺〕等慌任

1、 同38年10月jU'¥' 1餓道林式合恥技師

ｬ 、 ｬ 司 ＴＱ Ｇ ＱＢＧ， Ｓ 月 ｍｬｩｬｮｾ 者 ｛Ｑ 作 ｊ ｻＮｦ 技 ｮ ｩＱ ￮

1、 |司年 6 月 日本亦卜. (:品|尚け，，'絞!委只部増築 1'，

事院>1刊III;I1，"E

1、 k. IE 2 年 1 月放JI国工不: { 製堂教務l屈託

1、 同 2 年 2 ｊｾ 拓 殖↑ ｗ ｔｾ 合事務委員
1、 [;;J  3 年 11月工事委員 首兇

1、 同 11年 3 月肋イ千百符過

1、 同年 6 月臥・米各問へ/ 1-1，慌を命ぜらる

1、 同 ＱＲ 年 Ｒ 月正 ｰ ｱ 依 ｾｪｊ｛ Ｑ ｃｊＢ守［叙授

1、 同年10月依願克本官

1、 同月大阪i l-i ";o: 気局主催電気博覧合蝿託

1、 昭和 2 ，! " - 片岡建築事務所勤務

1、 同 5 年法案建築事務所自営

1、 同 6 年 4 月大|仮工業大製講師蝿託

1、 H日和 2 年 1月日本建築協合評議員常選

1， 同月間常務に首選主記を分掌

1、 同 3 年 12月間評議員任期満了

1、 同 8 年 1月同監事K 常選任期満了

1、 同 9 年 1月間王IP:事高IJ令長に' 話選任期満了

1、 同12年 1 月30 日尿審抗l乞て凝る享年65歳

n({和 12年 2 月 1 日京都rli 1当宅K 於て市I1I式を以て葬儀執行本合より役員を代表 して井上

常務合葬し下記弔詞を代読せらる。

弔 詞

王Eニ踊士図法人日本建築協令合員一 向チ 代表 ジテ. m，-:/ )J 故主四位"$h凶等松室重光 氏ノ英霊に告。

我日; 本建築協合 方大正 6 年雄築界ノ振作革巻チ以テ関西ノ 一 角ニ尖鋭機チ樹 :Y Jレヤ民 ρ 馳セ テ籍

チ令員ノ 一 員 ニ置 キ爾米本令 ノ 高 ＱＩ 令長監事耳ｾ ， 、常務委員長等 ユ 騒々営選セラレ斯界ノＺ功績鮮カラス

殊 = 我協合力将来ノ施設ニ於テ氏 ニ侠 :Y1-包亦砂カラサ Jレモノア Jレノ秋忽然トジテ幽界= 蹄セラル痛

惜 駕 ソ 禁A ム笈 ニ令員一同ノ亦思チ捧ゲテ切ニ哀悼ノ意チ 表 ス

日1 8 6

英 緩 夫 ν 努第トジテ来リ餐ケヨ

昭和 12年 2 月 1 日

祉関法人 日本建築 協舎

舎長工祭博士 片 附 安



名蒋賛助員 故 金森又一郎氏

名君F賛助員金森叉- ] i [1民昭和 12 年 2 月 9 H 病た

以て逝去ぜらろ絢に哀悼に犠へず議に照宵吉田存歴

た掲げ諜み て弔意や表す

ｬ 氏 ＨＱ 明治 Ｖ 年 Ｒ 月 Ｓ 日大陸 ｾ ｊＨＮ ｦ に生る

1 . 明治43年大阪電系軌道株式合枇取 締 役 佼支削

人 ニ 就任

1 . 大正 B 年 専務 取 締 役 ニ選任

1 . 昭和 2 年 3 月社 長ニ就任

l 昭和 2 年 9 月参宮念行電鍛舎祉チ創 立ジ取締

役社長= 選任セラ，1 /

l 昭和 11年 1 月関西念行電餓チ創立 γ 取締役社

長二選任セヲ，1 /

1 . 昭和 11年 2 月養老電餓チ倉IJ : J 乞ジ取締役社長ユ

選任セラル

1. 昭和 4 年 3 月大阪商工合議所議員二選ハレ昭

和 8 年 4 月同高IJ 舎頭ニ場クラレタルモ 9 月初l

舎頭 チ 辞任

1. 主 ナyレ公共図慢ニ於ケル聞係《下記ノ虫日ジ

l 境 川 運河株式舎社取締役、大和餓道株式舎社

取締役、中勢餓道株式合量士取締役、今里土地

株式令祉政査役、 中央官Z泉倶築部評議 員、波

長式協合評議員 、電 気協舎関西支部顧問 、干骨閥

餓 進 協合 理 事 評 議 員 、 餓退同日包含監事評議

員、大阪商工舎議所議員 、大阪工業合理事常

識 員 、日本建築協合i ' i 審賛助 員、日本経演聯

盟舎々員 、金園産業国程聯合令常任委員 、附

西産業園骨量耳師、合舎委員、大阪交通定金協令許ー

議員 、 大阪園防協合評議員 、 帝国 Ｗ ｾ 重量救湾 警合

終身名ｾ合員

昭和 12年 2 月 1711 大阪市天王寺本坊に於て併r式

1p 以て葬儀執行本合より 令長代理さして常務井上

耐蔵氏参列す

弔 E司

Ｊ協合名塁手賛助員金森 又一 郎民 の 長 話主 任 ｉｾ みま ｅ

に本令か代表し議み て哀悼 の意九，表す

昭和白年 2 月 1'7日

骨tl 罰法人日本建築協合

舎 長 工 撃 博 士 片 岡

常 務 曾 ( 第3悶〉

時

所

出席者

議 事

2 月l 日午後5時40分 - 7時

建築材料陳列場. 8
I
J室

理 事 片岡舎長

常 務 井 上主 ｾ ｅ

中西三ドー詑

加国主計

伊 藤編 斡

吉田編憐

1. 雑誌 印刷賃値上 ニ開スルイキ

2. 昭和 11年度警IJ絵金鬼分ノ件

竹腰涜IJ 令 長

小 川主 詑

樋口 主 詑

清水 主 計

堀口 編 約

3 令1.'1. 等請求並取立不能者取扱方 ニ闘ス ルイ牛

4 除 名 退令者未J ¥女舎費取扱 ュ闘スル件

安

5. 倶 集部室幹事舎幹事解任申出ノイ牛並 = 補 飲 依

強ノイ牛

6. l I l ! ，岡賢氏都市武袋委員欝任ノイ牛

7. 建築資料協令ヨリ雑誌交換方申 出 ノ件

8 令 員詮 衝

報 告

1. r建 築 さ 枇令 」ニ閥スル座談舎終了報告
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2. 2月例舎準備報告

3. 昭和 11年度決算報告

4 同令官十検査終了報告

常 務 曾 ( 第4 回〉

時 2月 15 日午後5時50分- 8時

sr 建築材料陳列場. 8
I
J室

出 席 者 理 事 竹腰高11合長 松本則合長

監 事 波官官監事

常 務 井上主詑 小川主詑

樋口主詑 加問主計

清水主計 中村主計

伊膝編輯 新名編鵜

吉岡編輯

議 事

1. 2月例舎ニ開ス yレイ牛

2 今期大限商工舎議所議員ニ大林、銭高爾氏チ

業協舎ト聯合ニテ推薦スルノイ牛

3. 設備委員舎ヨ 1) 委 員 1名増員依蝿方ノイ牛

4. 設備委員舎ヨ 1) 大阪市大下水ノ; 施設= 開 γ 市

営局ノ言十重説明チ受ゲかノイ牛

5. 住宅委員舎ヨリ 望書符購入方要求ノ件

6. 市街地建築物法令改訂版作成 = 附スルイ牛

7. 防空施殻研究舎ュ開スルイキ

8. 舎誌寄贈ニ開スルイ牛

9 名容賛助員 l 名獲更推薦ノイ牛

10. 烏弁捨蕨評議員鮮任届 II: lノイキ

11. 令長音量衝

報 告

1. 1月分舎計報告

2 建築業協合ヨリ鋼材供給不足ト償格暴騰ニ鍛

ミ' i i 路A 陳情ノイ牛

3. ｾ有害 ｆ 賛助員金森叉 一 郎氏主主去ノイ牛

常 務 禽 ( 第5同〉

時 2 月20 日午後5時 10分 - -6時

内t 建築材料陳列場} J IJ 室

出 席 者 理 事 竹腰高11舎長 松本高11舎長

E主 事 渡部監事

常 務 井 上主詑 小川主詑

中西主詑 加国主計

清水主言十 中村主計

新名編約 痢口編申l ' i

育問編斡

111 8 '8  

議 事

1 . 防空施設研究合研究委員選定ノイキ

2. 都市美委員令ヨリ常務委員推薦ニ開スルイキ

B 温床暖房= 開ス ル講演並見祭ノイ牛

4 都市武袋促准委員合幹事鳥井信氏東 京出張旅

費支出ノイ牛

5. 倶楽郊室給仕中村サ F 子僻f壬願出ノイキ

評 議 員 曾

1. 昭和 12年 2 月20 日大阪市北区中之島3丁目 3苦手地

朝日ピ pν ヂ O/ !r ニ於 テ評議員舎チ関合ス

1 . 出席者下詑ノ遜評議員27名監事 l 名

評 議 員

井 上 煽 厳 猪瀬幸太郎 小 川 陽 吉

力日岡 安ｾ 片 岡 安 久保田種音

久保田英雄 楠 瀬 激 酒井勇三郎

清 水 祭二 新 名 種 夫 鈴木忠五郎

竹 花 来 春 竹 腰 健 造 武 田 経一

鳥井 信 中井新一郎 中 西 六 郎

中野順次郎 中 村 義 雄 堀口 甚吉

木多 IF. 道 松 本 高 象 三 浦 7ミ

森本正事吉 吉 岡 信 武 吉本政宅I ( J l r¥

E主 事

波宮官 圭吾

1. . 午後 6 時20分一向者I指令長理事片岡安民議長下

ナ 1) r ，司令チ常ス

議長ヨリ只今評議員ノ出席者22名ep千法定数ニ

瀦千タル チ以 テ許・議員合成立セル旨 チ告ク直 ニ

議事 ニ入ル

1 議案貫工 13J}l 商工令議所議員候補者推薦ノ 件

中西 主 ｾ ｅ ョ 、ｊ 提案理由干 γ テ

大阪商工令議所談員候補者トジテ

終身賛助員 大 林 義 雄 氏

株 }] IJ 賛助員 銭 高 久 吉 氏

紳戸商工令議所議員候補者トジ テ

令 員 中 島 宮 辺 氏

;fi' 3 民チ 7'i¥t4令ヨリ推薦致 γ !1-)J 本イ牛ハ高liJ 例ニ

ヨリ評議員合 ノ:承認チ得テ推薦致ジ界ケエ付御

協賛チ求ムル次第テ凶アル 干説明アリ

議 長 ヨ リ賛否 チ問ヒ タル ニ「異議ナジ々々ノ繋

アリ」異議者十 0 議長夫レデハ御承認ト認メマ

スト宜ス

l 吹 テ議長ヨ リR定昇進行 ノ都合上昭和 11年度決算

報 告 = 移リマス本件 ρ 報告トナクテ居、j マス j /.



承認チ求ム pレコ} : 17+至営干考 A マスノデ宣 γ 。 務所〉
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寓 坂 昇 君
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曾 員
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地 方 倉 員
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改 名
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力第2建設事務所

地 方 曾 員
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楽 関 春 治 君 瓶岡市波法活リ 3丁目 '1] 野方 曾 員
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〈昭和十= 年度つ日 本 建 築 協 舎 役 員 及 幹 事・委員

踊士閣

法 人

t育 英 之 助

北 垣 熊 之 介

中西六 ｂｾ

三 浦 茂

三 島 岡 四 B[(

間

同

悶

悶

悶

「建築と枇曾」編院幹事曾

伊 政 武 文

新 名 種 夫

堀 口 基 吉

音 同 信 武

大 石 忠 夫

間 関 孝 男

知 膝 妻 子 吉

亀 井 幸 次 郎

綱 本 楠 雅

問 中 瀬

中 井 新 一 郎

中 野 順 次 郎

木 多 正 道

宮 岡 芳 穏

元 吉 勇 太 郎

森 忠

安 井 源 - ｂｾ＠

和 回 受

事幹

同

問

問

問

問

問
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伺

問

問

問

同

同

同

同
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同
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夫

士

口

武

治

諒

雄

1

 

1

 

1

 

鈴 木 一 幸

鈴 木 忠 五 郎

竹 腰 健 透

竹 花 来 春

瀧 i零i l ' t 弓

武 問 主 亙

柵 橋

谷 氏

鳥 井

内 藤 亮

中 井 新 一 郎

中 海 誠 一 郎

中 西 六 郎

中 野 順 次 郎

中 村 義 雄

樋 口 長 太 郎

船 木 普

堀 口 基 吉

本 多 正 道

松 本 高 象

松 浦 松 之 助

三 浦 11f.

森 本 諜 吉

山 本 千 吉

吉 同 信 武

吉 本 政 次 郎

武

積

甚

信

恒

厚

零

岡

京

橋

弁

山

膝

名

口

伊

新

郷

士

ロ

伊

国

情

出

陣

横

事幹

同

同

同

問

問

同

同

建錯綜料陳列湯幹事倉

今林j 1 ; 太郎

児 玉 康 太 郎

杉 浦 巴

中 西 六 郎

三 浦 茂

吉 本 政 次 郎

信
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委 員

都市計蜜委員曾

井，烏委員長

議

綴

信

間

同

同

同

同

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

同

問

同

同

同

同

問

問

事幹

幹事長

幹 事

同

間

同

同

弁 上 施 属 産

伊ｾ武文

猪 瀬 幸 太 郎

小 川 腸 吉

加 岡 安 吉

片 岡 . 安

桐 本 楠 雅

久 保 同 種 吉

久 保 岡 英 雄

楠 瀬 激

黒 岡 茂

阪 口 芳 三 郎

酒 井 勇 三 郎

清 水 祭

新 名 種

杉 浦

令 長 理 事 片 岡 安

日1)舎 長 同 竹 腰 健 主 豊

百1) 舎 長 問 松 本 高 象

段 司王 富士岡重一

民主 事 渡 部 圭 吾

生 詑 常 務 井 上 沼 裁

主 詑 同 小 川 陽 音

1:: 詑 問 中 海 誠一郎

中商六 ｂｾ

M口長太郎

力日岡安彦

清 水 祭 一

中 村 義 雄

伊 藤 武 文

新 名 種 夫

堀 口 基 吉

吉 岡 信 武

問

問

問

問

問

問

同

問

問

常務盆 Ｈｾ ｾ ｾ ｾ 月品目Ｉ

評 議 員 舎

評議員

同

同

問

問

問

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

首

巳

刊

巳

ふ

l

L

I

号-一

"
"

司

副

w

a-

"

=一z
n

計

約

特

約

斡

4見当時書F宣車宇事曾

須 賀 藤 五 郎

今 林 彦 太 郎

役

主

主

主

主

編

編

編

編

幹事長

幹 事

二

夫

巴



治

夫

吾

雄

都市武装促進魯員曾

竹 腰 健 造

鳥 井 信

中 海 誠 一 郎

小 笠 原 鮮 光

清 水 祭

高 橋 祭

波 江 悌

村 野 藤

安 井 武

委員長

幹 事

同

委

同

同

問

問

問

出

凧

誠

夫

同 餓

岡

同 道

矢

山

積

伺

門

間

門

閃

川

員

段 備 委 員 曾

小 笠 原 鮮 光

伊 東 宗 太 郎

酒 井 勇 三 郎

岡 本 新 次 郎

村 岡 小

山 本 千

委員長

幹 事

問

委

同

同

村 井 君主

元 吉 勇 太 郎

加 藤 善 吉

亀 井 幸 次 郎

蔵 知 秀 夫

吉 岡 信 武

事

員

幹

問

委

悶

悶

悶

員

吉

燈築曾館書員曾

中 海 誠 一 郎

池 岡 宮 彦

組 口 長 太 郎

井 上 席 蔵

阪 口 芳 三 郎

竹 腰 健 透

曾員ｾ員曾

定 士 関 章 一

今 林 彦 太 郎

酒 井 勇 三 郎

池 田 宮 彦

池 岡 谷 久 音

大 倉 三 郎

)11 口

官官 同

木 村

古 学 問

小 西

洗 谷

島 岡

高 木 太

谷 隆

坪 井 誠

中 海 誠 一 郎

丹 藤 夏 雄

姫 野 武

松 本 儀 入

宮 本 長 治

IlJ 脇 友 三 郎

，..，. 

J r!A 

都

民

頁

廊

崎

帯

定

't[ 

五

頁

委員長

幹 事

同

委

悶

悶

員

委員長

幹 事

同

委

問

問

問

同

同

問

問

問

問

住 宅 委 員 曾

石 川 純 一 郎

岡 田 孝 男

餓 厳

正 巳

和 夫

貴 賓 院 隆

小 林 清

新 名 種 夫

玉 置 EE 次 郎

中 野 順 次 . l l [1

委員長

幹 事

漆 制 委 員 曾

津 岡 敏 雄

松 井 清 之 助

山 口 儀 三 郎

板 井 公 威

今 林 彦 太 郎

高 木 太 作

本 田 林 入

委員長

幹 事

問

委

同

同

同

員

同

木

藤

矢

荒

伊

員

問

委

悶

間

同

悶

悶

同

郎

治

允

激 化 委 員 曾

殺

太

恒

鷲

前

作

深

原

京

湾

本

永

篠

伊

阻

耐

坂

委員長

幹 事

委 員

同

同

員

f乍

夫

同

門

閉

門

間

川

開

門

間

川

田

門

間

川

開

門

間

門

建築年鑑編属委員曾

堀 口 甚 吉

亀 井 幸 次 郎

森 忠 、

伊 藤 武

大 石 忠

岡 問 孝

加 藤 普

柄 本 楠

新 名 種

岡 中 ? 爾

1"1] 井 新 一 郎

中 野 Jllfi :次 郎

本 多 正 道

宮 岡 秀 穂

元 吉 勇 太 郎

安 井 源 一 郎

吉 田 信 武

和 問 霊長

文

夫

男

士

口

雅

夫

委員長

幹 事

同

委 員

閃

川

閉

川

閃

川

閉

川

間

門

間

川

閉

門

悶

川

同

門

閉

門

岡

門

間

門

閉

門

間

川

鈴 木 忠、ヨL .ll [1 

高 橋 祭 治

松 久 保 敬 三

秋 岡 喜 代 治

小 川 | 陽 吉

楠 澱 徹

作 間 日 出 生

道 周 泰 治 D [ I

材 料 委 員 舎

同

委員長

幹 事

委

同

同

同

同

員

夫

立

同

士

口

災害強度委員舎

波 部 圭 吾

2黒 岡 iIi 

中 弁 新 - !l[1  

浅 野 新

谷 隆

内 藤 売

中 島 智

痢 口 遣を

委員長

幹 事

同

委

同

同

同

同

員
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編 輯

後 記

*  貌近、都市内外の交遜 11 、園i護の隆昌、文化

の霊堂展吉 相 侠っ て 、愈 々 目 覚 ま し くな り

来つれ。従って、夫等各種交遁屯 ｰ 回 ￬ Ｇｦｾに取扱 ふ

必 須な 建 物、換言 す れI:t' 交 遁 の要I候 ぜなる べ 吾

建物も漸次多きた加へろに至つれ。

* 交遜建築。左様な名格が果し て 世に活用 す

るかどうか疑問であるが、交主Eに闘す る建

築を仮りに さう呼んで、まEに英の特約鍛えP提 供

する。

貴 族客停車場に就いて 11銃に昨年之亦本誌 の

待斡放さ して 刊行し故、今回 11夫 以 外の交

遁建 築 物、例へ I:t' 、航 空港、港湾 、 自働車』枚容

庫 、貨物停車場等に闘し、新界の権威 者の御 カ

ら得てなれるも のである 。

* 御多忙中にも拘らず 、本文言P寄稿し下さ つ

1: 、内山新之助民、大内空彦一郎 民 、笹 閑- l E
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本君主に偽載ぜるもの 11、一切こ れた無断にて

轄 載 し 叉11単行本に上梓その他 の複製行銭 1，p

な す こ さ た 禁 ず。

氏、亀井幸次郎民 、山口儀三郎氏 、新名種夫氏の

言者氏に深甚の謝意か表する次第である。

* 仰 覧の遁リ 、統に堂々 1: る内容外税込有す

る交 jiii 建築物も 相官J見 られるが、反 面、三矢口

夫が 完 成への途上にあろさ 11云 へ 、 今f台、英 の

数 に 於て、尖の 質に於て 、大大阪さして名賀共

に誇 り得ろに足るもの k 少 いこさ 11澄 憾である

*  凡そ建築家れるもの k 責 務 11貨に重い。住

居可i?!I台め 、公 共、修業、詑念宗教或 11交 遜の

各建築さ 、取扱ふべき釣象物の数も頗ろ多い。

従来係り額られなかっ1: 交遁建築も、将来必ず

『コ建築家の斧鈴によって大いて開拓ぜられるこ

さであらう。

*  [ ""建築 言語士舎さを誇る座誇舎J I1若人の自由

.!iUWに建築か語る初めての試みさして 、「牽

湾都市計 誕 令J ( 幸夫放にも績く ) 11都市建築建設

の 好資料 さ して 、共に興味深いものであるさ思

11れる 。

*  梅が 散っ1: 。複の笑 ふの も関もわ るまい。

諸兄の御健康1，p祈 るさ同時に 、本 誌 「 建 築

さ枇合」立立に建築築研究に 、金 々 多 大の御 援 助

わ らんこさら願って 己ま な い次第である。

( 吉岡信武〉

慶 告 掲 載 料 金
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! 1 . f 告掲載御申込 11本合へ直接願ひます。

本誌麟讃御注文 はすべて煎金で 本 合 直 接叉 11

侍 約広へ . 振 脊 貯 金又 11' 事替で御扮込た願び

ます。頚l* 代用 11一割 培、代 金 引 換11お断り

致します。
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